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はじめに 

市民の皆様には、日頃より人権課題の解決に向けた取り組

みの推進をはじめ、市政全般にわたり、ご理解とご協力を賜

り、感謝申し上げます。 

人権とは、人間が生まれながらにして持つ基本的で普遍的

な権利であり、すべての人が幸福な生活を営むために欠かすこ

とのできない権利です。 

近年、社会環境はめまぐるしく変化し、情報化の進展に伴うインターネットに

よる人権侵害、性的少数者（ＬＧＢＴ等）に関する人権侵害など、人権問題が多

様化、複雑化しており、国では、プロバイダ責任制限法の改正、ＬＧＢＴ理解増

進法の制定など、新たな人権問題に対応するための法整備が進められています。 

臼杵市では、２００６年（平成１８年）に策定した第１次臼杵市人権教育・人

権啓発推進基本計画で定めた「市民一人ひとりがお互いを尊重し、心と心のつな

がりを大切にしている、真に豊かでゆとりのある社会の実現」という基本目標を

第２次基本計画でも引き継ぎ、部落差別問題（同和問題）をはじめ、様々な人権

課題に関する施策を総合的かつ効果的に推進してまいりました。また、２０２１

年（令和３年）３月には、インターネットをめぐる人権問題、性的指向及び性自

認に関する人権問題の２つを人権課題に加えて第２次基本計画を改訂し、同年４

月に「臼杵市パートナーシップ宣誓制度」を導入しました。さらに昨年１０月に

は、本人の同意なく性的指向等を公表するアウティング行為を禁止する「臼杵市

性の多様性の尊重に関する条例」を制定し、性の多様性を認め、人権尊重に関す

る社会的理解を深める取り組みを積極的に進めています。 

本報告書におきましては、「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する

条例」にもとづいて実施した市民意識調査の結果や分析を掲載しており、今後の

部落差別解消の推進及び人権啓発行政における施策の策定及び推進の基礎資料と

するものです。 

結びに、本調査にご協力いただいた市民の皆様、調査の企画等にご助言いただ

いた臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する審議会委員の皆様をはじ

め関係者の皆様に心からお礼申し上げます。 

 

２０２５年（令和７年）３月 

西岡 隆 臼杵市長 
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序章 この調査について 
 

臼杵市では、部落差別解消の推進及び人権擁護を図り、もって平和な明るい地域社会の実現に寄

与する事を目的とした「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例」を制定しています。 

条例では、すべての国民に基本的人権の享有を保障し、法の下の平等を定める日本国憲法の理念

及び同和対策審議会答申の精神、さらに２０１６年１２月に公布・施行された「部落差別の解消の推進に

関する法律」に基づき、市民の責務、市の施策その他部落差別の解消の推進及び人権擁護に関し「必

要な事項」を定めています。 

この「必要な事項」の一つに、「部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する施策を積極的に推進

するために必要な計画を作成する」ことが盛り込まれています。 

具体的には、「基本計画」と「実施計画」の作成です。 

 

基本計画（正式名称：臼杵市人権教育・人権啓発推進基本計画） 

人権教育・人権啓発を推進するための総合的な計画です。１０年に一度見直しを行います。 

 

実施計画（正式名称：臼杵市人権施策実施計画） 

基本計画を具体化し、実行性のあるものにするための計画です。５年に一度見直しを行います。 

 

「基本計画」「実施計画」については、見直しを実施する前年度に「意識調査」を行います。この調査は、

臼杵市民の人権・部落差別問題に関する現状の意識について調査・把握するためのもので、その結果を

計画に反映させることで、時代に対応した人権施策を展開していきます。 

 

【参考】「意識調査」「基本計画」「実施計画」の実施年度予定 

 

  

年度（西暦） 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

年度（和暦） R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

意識調査 調査 調査 公表 調査

公表

前期

後期

前期

後期

基本計画
（10年間）

第3次 

第4次

実施計画
（5年間）

第3期

第4期

公表・実施
（2031年～）

公表公表

見直し

公表

見直し

公表・実施
（2026年～）

公表・実施
（2021年～）

公表・実施
（2021年～）

見直し

見直し

見直し

公表・実施
（2036年～）

公表・実施
（2026年～）

公表・実施
（20３6年～）
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第１章 調査計画、属性集計 

１.目的 

○人権・部落差別問題に関する現状の市民意識を分析する。 

○前回の調査結果と比較することにより、市民の意識変化推移を把握する。 

○今後の部落差別解消の推進及び人権啓発行政の基礎資料とし、教育・啓発活動及び人権擁護に

関する施策に反映させる。 

２.調査体制 

■根拠法令：部落差別の解消の推進に関する法律、 

臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例 第６条 

 

有識者や各種団体の代表者等で組織する「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関

する審議会」および「臼杵市部落差別解消推進・人権啓発講師団」より調査の企画・分析に関して

助言を得るとともに、「臼杵市部落差別解消推進・人権教育啓発推進協議会事務局会」にて調査

の内容について協議を行い、以下の点を考慮して調査を実施した。 

 

（１）前回調査※の結果と比較検討ができ、調査目的の内容に合致するもの 

（２）人権・部落差別問題に対する現状の意識が数値として測れるもの 

（３）国・県または類似団体等の実施した調査結果との検討が可能なものとすること 

（４）今後の人権施策における課題等を明らかにし、基本計画、施策内容等を検討する際、参考とな

る分析およびその方向性の提示をすること 

 

※前回調査＝２０１９年（令和元年）８月実施 

『臼杵市人権・同和問題に関する市民意識調査』 

３.調査対象・手法 

  

調査対象 
２０２４年（令和６年）８月現在、臼杵市に住民票を有する 

１８歳以上の市民から２，５００人を無作為抽出 

調査方法 郵送調査（インターネットでも回答受付を行った） 
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４.実施期間 

 

 

 

 

 

 

※1 調査表回収期間は、８月３１日までとしていたが、９月以降も調査票の返送があったため、回

収期間を９月２７日まで延長した。 

５.回収状況 

 

 

 

 

 

 

 

６.調査の精度 

今回の調査は、１８歳以上の市民３０,７１４人（母集団）から２，５００人を無作為で抽出して実施した

「標本調査」である。なお、１８歳以上の市民全員を対象とした調査を「全数調査」という。 

「標本調査」では、無作為に選ばれた一部の市民から得られた結果より、１８歳以上の市民全体の値

を推測するが、この際に生じる「標本調査の結果」と「全数調査の結果」の差を標本誤差という。 

今回の標本誤差を、一般的に国等が行っている信頼水準 95％（係数 1.96）で計算した場合、誤差

が最大となる回答比率 50％においても±3.0％以内にするためには、統計学上、１，０３４以上の標本

数が必要となるが、今回は 1,210 と、必要な標本数が得られたと言える。 

（例えば、ある質問について「賛成」の割合が50％であった場合、母集団について調査をしても100

回中９５回は、「賛成」の割合が 47.0％～53.0％の間の値となる。） 

 

  

期間 内容 

２０２４年（令和６年）８月１日 調査票発送 

２０２４年（令和６年）８月１日～８月３１日 調査票回収 ※1 

２０２４年（令和６年）９月～１２月 集計・分析作業 

２０２５年（令和７年）１月 調査報告書作成 

 今回調査 前回調査 

実施年 2024（令和６）年度 2019（令和元）年度 

配布数 2,500 2,500 

回収数 1,210 1,162 

回収率 48.４％（1,210/2,500×100） 46.5％（1,162/2,500×100） 
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７.注釈 

（１）本文中では、職業について簡易表現をしている。 

○民間の企業や団体に勤めている＝会社員 

○自営業（農・林・漁業・商工サービス業等）または、その家族従業員＝自営業 

○官公庁（国、県、市町村の機関に勤務）＝官公庁 

○福祉・保健・介護・医療関係者＝福祉関係者 

（２）クロス集計のグラフにおいて、構成比（％）で作成しているが、１つの項目（表側項目）における回答

者数が少ない人数で構成されている場合、その人数で表現される割合において、正確な解釈は

できないため、項目と一緒に表記される母数（n=人数）を目安のため記載した。 

（３）本報告書内では、選択肢を複数回答する設問と「女性をめぐる問題、高齢者をめぐる問題」等、人

権問題の種類を回答する設問のクロス集計について以下のような表を使用している。 

 

この表については、表頭項目の全体を基準として、5％以上構成比が高いものについては、

の表記を行い、5％以上構成比が低いものについては、 の表記を行っている。 

 

 

  

 

 

表
側
項
目 

表頭項目 

基準値 
例 

 

 

５％以上低い 

５％以上高い 
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８.属性の集計 

〇性別（ｎ＝1,210） 

 

 

 

＜今回調査＞（n=1,210） ＜前回調査＞（n=1,162） 

  

 

●男性４２．１％、女性５５．２％と、女性の回答数が多い。 

●「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は１．５％であり、前回調査と同程度の割合である。 

 

 

  

性別 人数（人） 構成比(%)

男性 510 42.1

女性 667 55.2

性別を答えることに抵抗がある 18 1.5

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

男性

510

42.1%女性

667

55.2%

性別を答えること

に抵抗がある

18

1.5%

不明

15

1.2%

男性

473

40.7%女性

638

54.9%

性別を答えること

に抵抗がある

17

1.5%

不明

34

2.9%
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〇年齢（ｎ＝1,210） 

 

 

＜今回調査＞（n=1,210） ＜前回調査＞（n=1,162） 

  

●４０歳代が２３．３％と最も高く、次いで、５０歳代（２１．０％）、６０歳代（１６．５％）、３０歳代（１４．２％）

の順で割合が高い。４０歳代は、前回調査よりも５．０％高い割合となっている。 

年齢 人数（人） 構成比(%)

10歳代 15 1.2

20歳代 150 12.4

30歳代 172 14.2

40歳代 282 23.3

50歳代 254 21.0

60歳代 200 16.5

70歳代以上 118 9.8

不明 19 1.6

全体 1,210 100.0

10歳代

15

1.2%

20歳代

150

12.4%

30歳代

172

14.2%

40歳代

282

23.3%

50歳代

254

21.0%

60歳代

200

16.5%

70歳代以上

118

9.8%

不明

19

1.6%

10歳代

37

3.2%

20歳代

124

10.7%

30歳代

185

15.9%

40歳代

213

18.3%

50歳代

250

21.5%

60歳代

159

13.7%

70歳代以上

164

14.1%

不明

30

2.6%
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●性別でみると、２０歳代は女性より男性が高い割合となっており、反対に３０歳代は男性よりも女性

が高い割合となっている。 

 

〇職業 

 

 

 

 

1.2

1.4

14.5

10.8

16.7

11.6

16.3

22.2

23.3

24.2

11.1

20.0 

22.2 

11.1 

17.6

16.0 

16.7

11.6

8.8

0.2

0.3

22.2

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに

抵抗がある(n=18)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 不明

（単位：％）

職業 人数（人） 構成比(%)

会社員(民間の企業や団体に勤めている) 431 35.7

自営業(農・林・漁業・商工サービス業等)または、その家族従業員 119 9.8

官公庁(国、県、市町村の機関に勤務) 97 8.0

教職員 35 2.9

福祉関係者(福祉・保健・介護・医療関係者) 167 13.8

家事専業(どこにも勤めず、家事や育児などをしている方) 109 9.0

無職(どこにも勤めず、家事にも従事していない方） 109 9.0

学生 41 3.4

その他 75 6.2

不明 27 2.2

全体 1,210 100.0
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＜今回調査＞（n=1,210） ＜前回調査＞（n=1,162） 

 
 

●「会社員」が３５．６％と最も多く、次いで「福祉関係者」（１３．８％）、「自営業」（９．８％）、「家事専業」

（９．０％）、「無職」（９．０％）と続いている。前回調査よりも、「官公庁」、「教職員」、「福祉関係者」の

割合が増加している。 

 

 

●性別でみると、女性より男性のほうが「会社員」の回答割合が高い。その他に、女性は男性より「福

祉関係者」「家事専業」の回答割合が高い。また、「無職」と回答した人は、女性より男性が多い。 

●「性別を答えるのに抵抗がある」と回答した人は、「会社員」に次いで「福祉関係者」の回答割合が高

い。 

 

  

会社員

431

35.7%

自営業

119

9.8%

官公庁

97

8.0%

教職員

35

2.9%

福祉関係者

167

13.8%

家事専業

109

9.0%

無職

109

9.0%

学生

41

3.4%

その他

75

6.2%

不明

27

2.2%

会社員

413

35.5%

自営業

111

9.6%

官公庁

58

5.0%

教職員

21

1.8%

福祉関係者

136

11.7%

家事専業

131

11.3%

無職

134

11.5%

学生

60

5.2%

その他

50

4.3%

不明

48

4.1%

41.0

31.5

44.3

12.2

8.6

12.0 

5.4 

2.4

3.3

5.6

7.1

18.9

27.8

2.4

14.5

13.7

5.6

5.6

3.1

3.8

4.9

7.0 

16.7

1.2

1.4

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに

抵抗がある(n=18)

会社員 自営業 官公庁 教職員

福祉

関係者 家事専業 無職 学生 その他 不明

（単位：％）
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〇住んでいる地域（ｎ＝1,210） 

 

 

＜今回調査＞（n=1,210） ＜前回調査＞（n=1,162） 

  

●臼杵地域と回答した人が約８割となった。 

 

●地域別での男女の差はほとんどみられなかった。 

  

住んでいる地域 人数（人） 構成比(%)

臼杵地域 966 79.9

野津地域 228 18.8

不明 16 1.3

全体 1,210 100.0

臼杵地域

966

79.9%

野津地域

228

18.8%

不明

16

1.3%

旧臼杵地域

941

81.0%

旧野津地域

184

15.8%

不明

37

3.2%

81.6

80.3

72.2

18.2

19.3

27.8

0.2

0.4

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに

抵抗がある(n=18)

臼杵地域 野津地域 不明

（単位：％）
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第２章 調査結果の概要＜総論＞ 
 

人権が「尊重されている」と感じる人は全体の７７．７％となっており、人権問題への関心も高まりつ

つある。特に「障がい者をめぐる問題」や「部落差別問題（同和問題）」への関心が強い一方で、「イン

ターネットによる人権侵害」への関心が増加しており、特に２０歳代においてその傾向が顕著に見られ

る。不動産選びの際には「近隣に外国籍住民が多く住んでいる地域」や「被差別部落（同和地区）の

区域内であること」を避ける傾向があり、外国籍住民や被差別部落(同和地区)に対する偏見が見受

けられる。 

人権侵害を経験した人の割合は前回調査より減少しているものの、依然として一定数存在してい

る。人権侵害を経験した人の中には抗議も相談もしない人が多く、人権侵害の内容について「答えた

くない」と回答した人が多いことを踏まえ、誰でも相談できる体制の周知を進める必要がある。人権

侵害においては特にインターネット上での誹謗中傷への危機感が高まっていることから、インターネッ

トを正しく利用できるように教育や啓発活動を行うことが必要である。 

部落差別問題(同和問題)に関しては、社会全体の意識として差別解消が進んでいるものの、偏見

を持つ人も一定数存在し、大きな意識変化は見られない。「部落差別問題（同和問題）」が今日まで

残されてきた理由として、昔からある偏見や差別意識をそのまま受け入れてしまうことや、部落差別

の知識が無かったり、無関心だったりする人がいること、これまでの教育が不十分であったことが挙

げられている。人権問題について学習を受けた人は、受けていない人より人権問題を自分自身の問

題として解決しようとし、もっと理解したいと考える傾向にあることから、義務教育をはじめとした人

権教育の充実が求められる。性的少数者（ＬＧＢＴ等）に関する人権問題については、多様性を受け

入れる姿勢が約９割の人に見られる一方で、偏見や差別意識も依然として残っている。関連する法

律や制度の認知度は前回調査より向上したものの、依然として約２割にとどまっており、さらなる啓発

活動が求められる。 

世代間の意識の差も顕著であり、１０歳代は人権問題について学ぶ意欲が高い一方で、６０歳代

以上ではその傾向が低い結果となった。社会の変化とともに関心を集める人権問題も増えている。

女性の社会進出やインターネットの普及、多様性の尊重、外国人労働者の増加といった常に変化し

ていく社会的背景を踏まえ、必要な情報を適切に発信し、市民の人権意識の向上と、差別をなくす具

体的な行動へとつなげていくことが求められる。 

今後は、人権における市民一人ひとりの差別意識をなくし、人権にかかわる間違った対応をしない

ようにするため、人権について深く知り、学び、正しく理解できるよう教育や啓発を充実させることが

重要である。臼杵市全体ですべての人が尊重される社会の実現を目指していくことが求められる。 
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１.人権全般について（問 1～問 5） 

人権の尊重や風習に対する意識について分析した。人権が「尊重されている」と感じる人は全体の

７７．７％であり、特に男性はその傾向が強い。３０～４０歳代では「よく尊重されている」の回答割合

が低く、年代による意識の差がみられた。 

風習に対する意識については、結婚式の日取りや葬儀に関する考え方に変化がみられた。「大安

の日に結婚式を行う」「友引の日に葬儀を避ける」ことについて「当然のことだ、仕方がない」と考える

人は一定数存在するものの、前回調査と比較すると「世間を気にすべきではない」の回答割合が増

加しており、風習に左右されない意識へと変化している。「友引の日に葬儀を避ける」は、「大安の日

に結婚式を行う」より「当然のことだ、仕方がない」の回答割合が約２割高くなっており、葬儀に関する

考えのほうが、風習が影響していることがわかった。「大安の日に結婚式を行うこと」では、３０歳代と

７０歳以上で「世間を気にすべきではない」の回答割合が５割以上であった。 

人権問題に対する関心や認識の傾向については、75.0％の人が人権問題に「関心がある」と回答

し、大分県調査より関心度が高いことがわかった。特に「性別を答えることに抵抗がある」と回答した

人や１０歳代、教職員において「非常に関心がある」との回答割合が高く、一方で７０歳以上ではその

割合が低い結果となった。 

人権問題として最初に思い浮かべるものは、「障がい者をめぐる問題」と「部落差別問題（同和問

題）」が多いものの、これらの回答割合は前回調査より減少している。一方で、「インターネットによる

人権侵害」が８．２%増加し、特に２０代でその割合が高かった。年代別にみると、若年層は「子どもを

めぐる問題」、高齢者は「高齢者をめぐる問題」など、回答者自身が身近なテーマを人権問題として捉

える傾向にあることがわかった。職業別にみると、官公庁や教職員で「部落差別問題（同和問題）」の

認識が特に高かった。人権の尊重度別では、「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、最初に

思い浮かべる人権問題として、「インターネットによる人権侵害」の回答割合が高い。 

不動産を選ぶ際に影響を及ぼす要因について、被差別部落の立地や外国籍住民の多さ、生活困

難者の多さなど７つの条件で分析を行った。その結果、「避けると思う」と回答した割合が最も高かっ

たのは「近隣に外国籍住民が多く住んでいる」（37.８％）であり、次いで「被差別部落（同和地区）の

区域内である」（31.5％）、「近隣に低所得者など生活困難な人が多く住んでいる」（28.6％）の順で

高い結果となった。これは、日本における外国人労働者の増加に伴う根拠の乏しい情報や偏見、そし

て現在も根強く残る「被差別部落(同和地区)」に対する差別意識の影響が考えられる。性別・年代・

職業での傾向をみると、全体的に男性より女性のほうが「避ける」と回答する割合が高い傾向にある。

年代別では、条件によって「避ける」と回答する割合にばらつきがあり、どの世代にも一定の差別意

識があることがわかった。一方、１０歳代は他の年代に比べて「避けない」と回答する割合が高い。ま

たどの年代にも「わからない」の回答割合が一定数みられたことから、適切な判断基準を持てるよう

な啓発や学習機会の必要性が高まっている。職業別では、「官公庁」や「教職員」は「避けない」と回

答する割合が比較的高く、「福祉関係者」や「家事専業」では「避ける」と回答する割合が高かった。 
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課題 

・人権の尊重度について、人権が「尊重されている」の回答割合が約８割を占めているものの、依然と

して「尊重されていない」の回答割合が一定数存在している。 

・性別や年代において尊重度に差が生まれていることから、誰もが人権が尊重されていると感じられる

ような社会を目指すための取組が必要である。 

・風習について、「大安の日に結婚式を行う」と「友引の日に葬儀を避ける」は前回調査より「世間を気

にすべきではない」の回答割合が増加しているものの、依然として風習が根強く存在している。 

・すべての年代において、「関心がない」の回答割合が一定数存在することから、人権問題への理解を

深めるための教育機会の拡充や啓発活動が求められる。 

・「障がい者をめぐる問題」や「部落差別問題（同和問題）」への関心が前回調査よりも減少し、「インタ

ーネットによる人権侵害」が増加していることから、時代に応じた人権問題への対策が必要である。 

・近隣に外国籍住民が多く住んでいる地域を「避ける」と回答した割合が最も高く、次いで被差別部落

(同和地区)の区域内である地域を「避ける」と回答した割合が高い。 

・被差別部落（同和地区）を避ける傾向が依然として高く、若い世代にも差別意識が残っていることか

ら、教育機関や職場における人権教育・人権啓発活動の強化を通じて、歴史的背景を理解し、誰も

が大切にされる社会を目指す取組が必要となる。 

 

２.人権問題学習について（問 6～問 7） 

人権問題の学習経験とその内容について分析を行った。その結果、６６．２％の回答者が「学習を

受けた」と回答し、特に１０～５０歳代では７割以上の回答割合を占めている。一方で、６０歳代、７０歳

代以上では「覚えていない」と回答する割合が高く、年代による学習の習得状況に差があることがわ

かった。 

就学中に学んだ人権問題の内容として最も多かったのは「部落差別問題（同和問題）」（86.6％）

であり、次いで「障がい者をめぐる問題」（37.6％）が高かった。年代別では、３０歳代と６０歳代以上

の「部落差別問題（同和問題）」の回答割合が低く、これらの世代では学習機会が少なかったか、また

は記憶に残っていない可能性が考えられる。一方で、１０歳代では「女性をめぐる問題」「障がい者を

めぐる問題」「部落差別問題（同和問題）」「インターネットによる人権侵害」など幅広い人権問題を回

答しており、近年の教育内容の変化やインターネットやＳＮＳの普及等が影響していると考えられる。 

課題 

・年代による人権問題学習の習得状況に差がみられる。 

・人権問題学習の内容について、学習した内容として回答割合が高い人権問題が「部落差別問題（同

和問題）」や「障がい者をめぐる問題」に集中しており、「外国人をめぐる問題」や「性的少数者(ＬＧＢＴ
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等)をめぐる問題」等の回答数が少なかったことから、義務教育の期間に学習した人権問題は年代に

よって内容に差が出ていることがわかった。 

 

３.人権侵害の経験について（問 8～問 10） 

人権侵害の経験が「ある」と回答した人は２７．８％であり、前回調査より減少しているものの、依然

として人権侵害を受けた人が一定数存在していることがわかった。特に性別では女性や「性別を答え

ることに抵抗がある」と回答した人、年代別では３０～５０歳代、職業別では「福祉関係者」や「教職員」

でその割合が高いことがわかった。また大分県調査と比較すると、臼杵市のほうが人権侵害の経験

がある人の割合が高いことがわかった。 

人権侵害の主な内容としては、「あらぬ噂(うわさ)や悪口・かげ口」「学校でのいじめ」「職場での嫌

がらせ」「パワーハラスメント」が上位を占めており、学校や職場といった、生活の大半を過ごす場所

での人権侵害が多いことがわかる。一方で、近年注目されている「カスタマー・ハラスメント」も一定

の割合を占めており、ハラスメントに対して社会的な意識が高まっていることから、従来は見過ごされ

ていた顧客からの過剰な要求がハラスメントとして注目されていることがわかる。人権侵害を経験し

た後の対応については、「抗議も相談もしなかった」との回答が最も多く、前回調査より増加している。

特に男性は「相談しなかった」の回答割合が約５割となっている。５０～６０歳代では「相手に抗議した」

の回答割合が比較的高い。「抗議も相談もしなかった」と回答した人において、人権侵害の内容とし

て高い項目は「答えたくない」(６６．７％)、「セクシュアル・ハラスメント」(５２．６％)であることから、ど

のような内容の人権侵害であっても、安心して相談ができるような体制の周知が必要とされている。 

課題 

・前回調査よりも人権侵害の経験が「ある」と回答した割合は減少しているものの、約３割の回答がみ

られた。 

・「抗議も相談もしなかった」と回答した人は、人権侵害の内容は「答えたくない」の割合が最も高く、対

象者が相談しづらいと感じる人権侵害の内容も安心して相談ができるような環境づくりが求められ

ている。 

 

４.インターネットと人権について（問 11～問 12） 

インターネットによる人権侵害について、「誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」が大き

な問題として認識されている。世代を問わずインターネット上の誹謗中傷や不適切な投稿への危機

感が高まっている。 

人権侵害を防ぐための取組としては「違法な情報発信者に対する監視・取り締まりの強化」の回答

が最も多かったが、若年層では「インターネットの正しい利用についての教育・啓発」も重要視されて

いる。これは、法的な取り締まりだけではなく、個々の利用者が適切な情報発信を行えるような教育・
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啓発活動が大切であり、人権侵害を未然に防ぐことが必要であるという認識の広がりを示している。 

課題 

・インターネットによる人権侵害について、「誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」が大きな

問題として認識されており、誹謗中傷や不適切な投稿が、社会全体の問題として認識されている。 

・人権侵害を防ぐための取組として「違法な情報発信者に対する監視・取り締まりを強化」するとともに、

個々の利用者が適切にインターネットを利用するための教育・啓発活動を行う必要がある。 

 

５.部落差別問題（同和問題）について（問 13～問 20） 

部落差別問題（同和問題）については、８５.６％が「知っている」と回答している。前回調査と比較

すると認知度は若干低下しているものの、大幅な変化はみられなかった。「義務教育期間中に学んだ」

と回答した人が特に多く、中でも「小学生の頃」に知ったという回答が半数以上を占めている。５０歳

代以下の世代では「学校の授業で習った」という回答が多い一方、６０歳代以上では、「家族から聞

いた」「近所の人から聞いた」、「職場の人から聞いた」「学校の友達から聞いた」という回答も多く、日

常会話の中で知る機会が多かったことがわかる。 

被差別部落（同和地区）出身者との関わりについて、多くの人が「これまで同様に付き合う」「結婚

を反対しない」「関係なく採用する」と回答しており、社会全体の意識としては差別の解消が進んでい

ることがうかがえる。しかし、「その時にならないとわからない」「付き合い方を変える」「反対する」とい

った回答も一定数存在し、特に結婚に関しては約２割が反対する意向を示しており、前回調査から大

きな変化はみられない。また、学習経験の有無が人権意識に大きな影響を与えており、人権問題につ

いて学んだ人ほど差別意識が低いことがわかった。 

部落差別問題（同和問題）が今日まで残されてきた理由として、「昔からある偏見や差別意識をそ

のまま受け入れてしまう人が多い」が約７割と最も高い回答となった。次いで「部落差別の知識がな

かったり、無関心だったりする人がいるから」の回答割合が高く、２０歳代と３０歳代はその傾向が強

い。また、「これまでの教育や啓発が十分でなかったから」と考える人も一定数存在している。 

部落差別問題（同和問題）に対する個人の関わりについては、「周囲で差別的な発言があれば指

摘したい」や「被差別部落（同和地区）の人々の気持ちや立場をもっと理解したい」と考える人が増加

しており、意識の向上がみられる。しかし「自分には関係ない問題だと思う」「わからない」と回答する

割合が一定数存在していることから、差別は「する側」の問題であることを認識し、他人事ではなく自

分事として受け止めていくことの重要性を啓発していく必要がある。 

課題 

・被差別部落（同和地区）出身者との関わりについて、全体的には「これまで同様に付き合う」「結婚を

反対しない」「関係なく採用する」という回答が多いものの、「その時にならないとわからない」「付き合

い方を変える」「結婚を反対する」といった回答も一定数存在する。 
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・結婚に関する差別意識は約２割が反対の意向を示しており、前回調査から大きな変化がみられない

ことから、今もなお差別意識が残っていると考えられるため、一層の啓発を進めていく必要がある。 

・「周囲で差別的な発言があれば指摘したい」「もっと理解したい」と考える人が増加するなど、意識向

上の動きもみられるが、依然として「わからない」とする回答も一定数存在する。一人ひとりの当事者

意識の醸成が課題となる。 

・部落差別問題（同和問題）の解消には、義務教育の学習において、正しい知識と人権感覚を身につけ

ることが重要である。 

 

６.身元調査について（問 21～問 22） 

身元調査に対する意識について、「やめるべき・やめた方がよい」の回答割合が半数以上占めてい

るものの、「やむを得ない」「必要」と考える人が約４分の１回答しており、依然として身元調査を正当

化する意識が残っている。特に、１０歳代以外の年代において、約２割が「やむを得ない」と回答してい

る。 

「登録型本人通知制度」の認知度は低く、約８割が「知らない」と回答している。どの年代において

も「知らない」の回答割合が約７～９割を占めていることから、制度が広く周知されていない状況が

浮き彫りになった。一方で「官公庁」や「教職員」の認知度は高く、一定の周知が進んでいると考えら

れるが、その他の職業の認知度は低いことがわかった。市民向けに「登録型本人通知制度」をより一

層普及させることが求められる。 

課題 

・各年代で約２割が「身元調査はやむを得ない」と考えており、差別につながる身元調査の問題点につ

いての理解が十分でない。 

・身元調査は重大な個人情報の侵害にあたり、差別につながるため、「しない・させない」ことが大事であり、教

育・啓発の必要性が認められる。 

・「官公庁」や「教職員」以外の職業における「登録型本人通知制度」の認知度が低い。 

 

７.性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権について（問 23～問 25） 

性的少数者（ＬＧＢＴ等）に関する人権問題では、「職場や学校、地域等で誹謗中傷や差別的言動

を受けること」の回答割合が半数以上となっており、特に１０歳代と３０歳代でその傾向が強いことや

他の年代より「差別的な言動をされること」の回答割合が高いことが明らかになった。また、アウティン

グ(自らが望まない情報の暴露)に関する懸念もあり、性的少数者（ＬＧＢＴ等）が安心して自己を表

現できる環境が十分に整っていないことがわかった。 
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法律や制度における性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権保障に対する認識は、「保障されていない」と

考える人が半数以上を占めている。日常生活における人権保障に関しても、約６割が「保障されてい

ない」と回答している。７０歳代の３割以上は、法律や制度、日常生活において性的少数者（ＬＧＢＴ等）

の人権が保障されているかどうか「わからない」と回答している。 

身近な人から性的少数者（ＬＧＢＴ等）であることを打ち明けられた際の対応では、約７割が「今ま

でどおり付き合う」と回答し、約２割が「本人が生きたいように手助けする」と回答しており、約９割で

多様性を受け入れる姿勢がみられた。しかし、３．８％は「疎遠になるかもしれない」と回答しており、

特に７０歳代以上や無職・学生の回答割合が高いことから、性的少数者（ＬＧＢＴ等）に対する偏見や

差別意識があることがわかった。 

課題 

・性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権は、法律や制度、日常生活において「保障されていない」と考える人が

半数以上を占めている。 

・約９割で多様性を受け入れる姿勢がみられたものの、一部に「疎遠になるかもしれない」との意見が

あり、性的少数者（ＬＧＢＴ等）に対する差別意識が存在している。 

 

８.行政の取組について（問 26～問 29） 

「部落差別の解消の推進に関する法律」や「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関す

る条例」などの法律・条例・制度に関する認知度は前回調査と比較すると高くなったが、約２割と依

然として低いことがわかった。特に１０歳代や６０歳代以上の認知度が低く、地域によっても認知度の

差が生じていることが確認された。一方で、「臼杵市パートナーシップ宣誓制度」は他の法律・条例・

制度よりも比較的高い認知度を示しており、制度によって認知度のばらつきがみられる。 

人権啓発活動（講演会等）への参加率は２６.3％である一方で、「全く知らなかった」と回答した人

が半数以上を占めている。新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度から令和３年度にか

けて行事が開催できなかったことが要因として考えられる。しかし参加者の約７割が「今後も参加し

たい」と回答していることや、特に１０歳代、２０歳代では学ぶ機会を求める声が多かったことから、人

権啓発活動の継続や機会の提供は重要であるといえる。 

今後の啓発活動については、「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発

を繰り返し行う」ことが最も求められており、次いで「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修

会、セミナーを定期的に行う」が挙げられている。 

課題 

・「部落差別の解消の推進に関する法律」や「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条

例」などの認知度が依然として低い。 

・臼杵市主催の人権啓発活動（講演会等）について、「全く知らなかった」の回答割合が５４．５％であっ
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たことから、周知の工夫が必要である。 

・参加者の約７割が「今後も参加したい」と回答しているものの、依然として「内容の充実が必要・内容

が不十分である」の回答割合が２５．２％を占めているため、人権問題の動向に合わせた人権啓発活

動(講演会等)の内容を考える必要がある。 

・職業や生活環境によって情報を受け取りやすい手段が異なることから、市民の属性に応じた効果的

な啓発方法について検討する必要がある。 

 

９.これからのあなた(回答者)の取組について（問 30～問 32） 

人権・部落差別問題に対する学習意欲について、約６割が「学びたい」と回答している。一方で、

「学ぶ気持ちはない」の回答割合は約４割であり、前回調査より若干増加している。１０歳代は特に学

習意欲が高く、６０歳代以上では学ぶ意欲が低い傾向がみられた。 

関心のある人権問題では、「障がい者をめぐる問題」が最も高く、次いで「インターネットによる人

権侵害」「女性をめぐる問題」「性的少数者（ＬＧＢＴ等）をめぐる問題」「部落差別問題（同和問題）」

の順で回答割合が高くなっている。特に「性的少数者（ＬＧＢＴ等）をめぐる問題」の関心度が前回調

査より１２．２％高いことから、多様性を尊重する社会の流れの中で関心が高まっていることがわかる。 

人権・部落差別問題の早期解決に向けた取組については、「意識的に努力しようとは思わないが、

自分が差別することはしない」と回答した割合が約６割を占める一方で、「自分もできる限り問題の

解決に努力する」と考える人の割合も増加している。３０歳代では積極的な意識が高いが、１０歳代

や７０歳代以上では「わからない」との回答が多く、世代間で意識の差がみられた。 

課題 

・人権・部落差別問題について「学ぶ気持ちはない」の回答割合が前回調査より若干増加している。 

・関心のある人権問題について、「高齢者をめぐる問題」「子どもをめぐる問題」「部落差別問題(同和

問題)」は前回調査よりも低い結果となった一方、「女性をめぐる問題」「外国人をめぐる問題」「性的

少数者(ＬＧＢＴ等)をめぐる問題」は高くなっている。 

・人権・部落差別問題の早期解決に向けた取組について、約６割が「意識的に努力しようとは思わない

が、自分が差別することはしない」と回答しており、消極的な態度を選択した回答が過半数を占めて

いることから、人権問題解決のための積極的な行動にいかにつなげていくかが求められる。 

・社会の変化に伴い、関心を集める人権問題も変化している。女性の社会進出、インターネットの普及、

多様性の尊重、外国人の増加などの社会的背景を踏まえ、今後は必要とされる情報を的確に発信し、

市民の人権意識を高めていくことが求められる。 
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第３章 調査結果概要 

１.人権全般について 

（１）日本社会における人権尊重の現状について

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

１． 「多少は尊重されていると思う」  65.2％ 

2． 「あまり尊重されていないと思う」 18.４％ 

3． 「よく尊重されていると思う」  12.5％ 

4． 「全く尊重されていないと思う」   1.8％ 

77.７％の人が「尊重されていると思う」と回答している。  

日本社会における人権尊重の現状 人数(人) 構成比(％)

よく尊重されていると思う 151 12.5

多少は尊重されていると思う 788 65.2

あまり尊重されていないと思う 223 18.4

全く尊重されていないと思う 22 1.8

不明 26 2.1

全体 1,210 100.0

よく尊重され

ていると思う

151

12.5%

多少は尊重されている

と思う

788

65.2%

あまり尊重されて

いないと思う

223

18.4%

全く尊重されて

いないと思う

22

1.8%

不明

26

2.1%

【問１】今の日本は、人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

「尊重されていると思う」77.7％ 

「尊重されていないと思う」20.２％ 
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 
※大分県調査｢尊重されていると思う｣は「よく尊重されていると思う」と対応させた。｢どちらかといえば尊重されていると思

う｣は「多少は尊重されていると思う」と対応させた。「どちらかといえば尊重されていないと思う｣は「あまり尊重されていな

いと思う」と対応させた。｢尊重されていないと思う｣は「全く尊重されていないと思う」と対応させた。 

※大分県調査｢わからない｣は「不明」と対応させた。 

※大分県調査における割合は、調査報告書結果を掲載している。 
 

●「尊重されていると思う」（「よく尊重されていると思う」＋「多少は尊重されていると思う」）は、大分

県調査より高い結果となった。 

大分県調査 ７２．０％ ： 今回調査 ７７．7％ 

 

●「あまり尊重されていないと思う」についても、大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査 １３．５％ ： 今回調査 １８．４％ 

 

●「よく尊重されていると思う」は、前回調査より低い結果となった。 

前回調査   １７．９％ ： 今回調査 １２．５％ 

 

  

12.5

17.9

16.2

65.2

62.1

55.8

18.4

16.9

13.5

1.8

1.4

5.2

2.1

1.7

9.2

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

よく尊重されてい

ると思う

多少は尊重されて

いると思う

あまり尊重されて

いないと思う

全く尊重されてい

ないと思う 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性より男性のほうが「よく尊重されていると思う」の回答割合が高い。「性別を答えることに抵

抗がある」と回答した人は、「あまり尊重されていないと思う」「全く尊重されていないと思う」の回答割合が最

も高くなっている。 

●年代別でみると、「よく尊重されていると思う」の回答割合は３０歳代、４０歳代が低い。 

●職業別でみると、「よく尊重されていると思う」の回答割合は「官公庁」「無職」が最も高くなっている。「あまり尊

重されていないと思う」の回答割合は「家事専業」が最も高くなっている。 

●地域別でみると、野津地域のほうが「よく尊重されていると思う」の回答割合が高い。  

17.4 

8.7 

5.6 

20.0 

13.3 

14.0 

8.1 

8.9 

14.2 

16.0 

14.4 

21.1 

11.8 

16.0 

17.5 

11.4 

11.4 

5.5 

17.4 

12.2 

10.7 

11.1 

11.6 

16.2 

12.5 

63.9 

67.0 

61.1 

26.7 

60.0 

68.7 

62.8 

68.0 

65.7 

64.0 

61.9 

42.1 

67.8 

63.0 

72.2 

71.5 

62.2 

64.3 

57.0 

70.8 

64.0 

48.2 

65.5 

64.9 

43.7 

14.7 

20.8 

22.2 

33.3 

20.0 

15.3 

25.6 

19.9 

17.3 

17.5 

12.7 

15.8 

17.2 

17.6 

10.3 

11.4 

22.8 

27.5 

16.5 

14.6 

20.0 

25.9 

18.7 

16.7 

25.0 

2.2 

1.4 

11.1 

6.7 

0.7 

2.3 

2.1 

2.0 

1.0 

0.8 

10.5 

1.6 

3.4 

5.7 

3.0 

0.9 

1.8 

1.3 

2.0 

1.3 

1.8 

2.1 

20.0 

1.3 

1.2 

1.1 

0.8 

1.5 

10.2 

10.5 

1.6 

0.6 

1.8 

7.3 

2.4 

4.0 

14.8 

2.2 

0.9 

18.8 

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明

よく尊重されてい

ると思う

多少は尊重されて

いると思う

あまり尊重されて

いないと思う

全く尊重されて

いないと思う 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）因習や風習に対する考え方について 

①大安の日に結婚式を行う 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」 48．3% 

2.「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」   33．５％ 

3.「当然のことだ」          9．３％ 

4.「わからない」           7．9％ 

「世間を気にすべきではない」は４８．３％の回答があったが、「当然のことだ」「仕方がない」は４２．

８％あり、風習は、依然として残っていることがわかる。 

  

大安の日に結婚式を行うこと 人数(人) 構成比(％)

当然のことだ 113 9.3

当然とは思わないが世間の手前仕方がない 405 33.5

当然とは思わないし世間を気にすべきではない 585 48.3

わからない 95 7.9

不明 12 1.0

全体 1,210 100.0

当然のことだ

113

9.3%

当然とは思わないが世

間の手前仕方がない

405

33.5%
当然とは思わないし世間

を気にすべきではない

585

48.3%

わからない

95

7.9%

不明

12

1.0%

【問２】日本にはいろいろな風習がありますが、「（1）大安の日に結婚式を行う」ことについて、 

あなたはどのようにお考えですか。（〇は１つ） 

「世間を気にすべきではない」 

４８．３％ 

「当然のことだ、仕方がない」 

42．8％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

 
●「世間を気にすべきではない」が増加。     ●「わからない」が減少。 

前回調査 ４６．２％ → 今回調査 48．3％    前回調査 9．４％ → 今回調査 ７．９％ 

「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」の回答割合が、前回調査よりも増加している。

一方で、「当然のことだ、仕方がない」(「当然のことだ」+「当然とは思わないが世間の手前仕方がな

い」)の回答割合が４２．８％と前回調査よりも２０．４％減少しており、意識の変化が見られた。 

  

9.3

9.9

33.5

33.1

48.3

46.2

7.9

9.4

1.0

1.4

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

当然のことだ

当然とは思わないが世

間の手前仕方がない

当然とは思わないし

世間を気にすべきでは

ない わからない 不明

（単位：％）



 

23 

 

【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性は「当然のことだ」の回答割合が高い。また女性は、「当然とは思わないが世間の手前仕方

がない」の回答割合が高い。「性別を答えるのに抵抗がある」と回答した人は、「当然とは思わないし世間を気

にすべきではない」と「わからない」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、「当然のことだ」「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」は、１０歳代から６０歳代まで、

年代が上がるにつれて割合が増加しており、７０歳代以上でやや減少している。「当然とは思わないし世間を

気にすべきではない」は、３０～４０歳代において約半数を占めている。 

●職業別でみると、「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」が、全体的に高くなっており、なかでも「教

職員」が最も回答割合が高く５４．３％となっている。「わからない」は学生の回答割合が高い。 

●地域別でみると、「当然のことだ」「世間の手前仕方がない」の回答割合は、臼杵地域よりも野津地域のほうが

高くなっている。 

11.8

7.6

5.6

6.7

6.7

5.2

6.7

9.1

16.5

13.6

15.8

10.0

12.6

4.1

5.7

6.6

6.4

16.5

2.4

13.3

7.4

8.7

11.8

12.5

31.6

35.1

27.8

33.2

13.3

30.7

35.5

36.5

37.8

31.0

25.4

26.3

35.0

32.8

37.1

37.1

38.3

32.1

24.8

26.8

28.0

29.6

33.2

35.1

25.0

47.4

49.5

49.9

26.7

46.7

45.3

50.6

49.3

46.8

48.5

52.5

31.6

46.6

52.1

51.6

54.3

47.9

51.4

51.4

39.1

48.1

33.4

49.1

46.6

31.2

8.4

7.4

11.1

6.7

40.0

17.3

8.1

6.4

5.5

4.0

6.8

5.3

7.9

2.5

7.2

2.9

6.0

10.1

5.5

31.7

9.3

11.1

8.3

6.1

6.3

0.8

0.4

5.6

26.7

0.6

1.1

0.8

1.7

21.0

0.5

1.2

1.8

1.3

18.5

0.7

0.4

25.0

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

当然のことだ

当然とは思わない

が世間の手前仕方

がない

当然とは思わないし

世間を気にすべき

ではない わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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②友引の日に葬式を避ける 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」    44．4％ 

2．「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」  28．3％ 

3．「当然のことだ」                      17．1％ 

4．「わからない」                9．３％ 

 

「当然のことだ」「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」との回答が約６割を占めた。 

  

友引の日に葬式を避けること 人数(人) 構成比(％)

当然のことだ 207 17.1

当然とは思わないが世間の手前仕方がない 536 44.4

当然とは思わないし世間を気にすべきではない 343 28.3

わからない 113 9.3

不明 11 0.9

全体 1,210 100.0

当然のことだ

207

17.1%

当然とは思わないが世

間の手前仕方がない

536

44.4%

当然とは思わな

いし世間を気に

すべきではない

343

28.3%

わからない

113

9.3%

不明

11

0.9%

【問２】日本にはいろいろな風習がありますが、「(2)友引の日に葬式を避ける」ことについて、 

あなたはどのようにお考えですか。（〇は１つ） 

「当然のことだ、仕方がない」 

61．５％ 

「世間を気にすべきではない」 

２８．３％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

 
●「当然のことだ」が減少。         ●「世間を気にすべきではない」が増加。 

前回調査 １９．６％ → 今回調査 １７．１％     前回調査 ２３．０％ → 今回調査 ２８．３％ 

「当然のことだ」「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」の回答割合は約６割を占めている

が、前回調査より減少した。「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」は前回調査よりも回

答割合が高くなった。 

  

17.1

19.6

44.4

46.1

28.3

23.0

9.3

9.9

0.9

1.4

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

当然のことだ

当然とは思わないが世

間の手前仕方がない

当然とは思わないし世

間を気にすべきでは

ない わからない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性より女性のほうが、「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」の回答割合が高い。「当

然のことだ」「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」は女性より男性のほうが高い回答割合となって

いる。 

●年代別でみると、２０歳代から７０歳代以上まで、年代が上がるにつれて「当然のことだ」の回答割合が高くなっ

ている。「当然とは思わないが世間の手前仕方がない」は、３０歳代、５０歳代で約半数の回答があった。 

●職業別でみると、「当然のことだ」の回答割合は、「無職」が最も高い。「当然とは思わないが世間の手前仕方が

ない」の回答割合は、「官公庁」「教職員」「福祉関係者」「家事専業」が半数以上を占めている。「わからない」

の回答割合は、「学生」が最も高い。 

●地域別でみると、野津地域で「当然とは思わないし世間を気にすべきではない」の回答割合が高い。  

18.8

16.0

11.1

13.3

20.0

10.0

11.0

14.5

18.9

23.0

27.1

15.8

17.2

24.4

5.2

5.7

12.6

16.5

30.3

9.8

24.0

11.1

17.2

16.7

18.8

38.3

49.5

33.3

33.4

13.3

45.3

49.4

43.6

49.6

45.0

31.4

26.3

45.9

40.3

50.5

62.9

51.5

50.5

28.4

22.0

37.4

37.1

44.6

43.8

37.4

33.5

24.3

38.9

20.0

20.0

22.0

31.4

31.2

23.6

29.0

34.8

31.6

26.0

31.9

36.1

25.7

28.7

25.7

34.9

19.5

29.3

18.5

27.8

31.6

12.5

8.6

9.6

16.7

13.3

46.7

22.7

7.6

9.6

7.5

3.0

4.2

10.5

9.7

3.4

8.2

5.7

6.6

7.3

5.5

48.7

9.3

18.5

9.7

7.5

12.5

0.8

0.6

20.0

0.6

1.1

0.4

2.5

15.8

1.2

0.6

0.9

14.8

0.7

0.4

18.8

当然のことだ

当然とは思わない

が世間の手前仕方

がない

当然とは思わないし

世間を気にすべき

ではない わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（３）人権問題への関心の有無について 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「多少は関心がある」  ６４．７％ 

2．「あまり関心がない」  ２１．５％ 

3．「非常に関心がある」  １０．３％ 

4．「全く関心がない」    ３．０％ 

人権問題に「関心がある」の回答割合が７５．０%であった。 

  

人権問題への関心の有無 人数(人) 構成比(％)

非常に関心がある 125 10.3

多少は関心がある 783 64.7

あまり関心がない 260 21.5

全く関心がない 36 3.0

不明 6 0.5

全体 1,210 100.0

非常に関心がある

125

10.3%

多少は関心がある

783

64.7%

あまり関心がない

260

21.5%

全く関心がない

36

3.0%

不明

6

0.5%

「関心がある」75.0％ 

「関心がない」24.5％ 

【問３】あなたは人権問題に関心を持っていますか。（○は１つ） 
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

 

●前回調査から、大きな変化は見られない。 

 

●「関心がある」（「非常に関心がある」＋「多少は関心がある」）の回答割合は、大分県調査の「関心が

ある」（「非常に関心がある」＋「かなり関心がある」）より高い結果となった。 

大分県調査  ６９．４％ ： 今回調査  ７５．０％ 

 

●「全く関心がない」との回答は、大分県調査よりも５.８％低い結果となった。 

大分県調査   ８．８％ ： 今回調査   ３．０％ 

大分県調査の結果と比較すると、臼杵市は大分県より人権問題への関心度が高いことがわかる。 

 

  

10.3

10.1

13.5

64.7

62.8

55.9

21.5

21.9

19.6

3.0

2.6

8.8

0.5

2.6

2.2

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

非常に関心がある 多少は関心がある あまり関心がない 全く関心がない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性のほうが男性よりも関心度が高い。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は男性、

女性より「非常に関心がある」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、全ての年代で「多少は関心がある」が一番多い回答となっている。「関心がある」（「非常に関

心がある」＋「多少は関心がある」）の回答割合が高い年代は、１０歳代、５０歳代、６０歳代であり、約８割を占

めている。「関心がない」(「あまり関心がない」+「全く関心がない」)の回答割合が最も高い年代は、７０歳代以

上であり、３５．６％である。 

●職業別でみると、教職員で「非常に関心がある」の回答割合がほかの職業よりも特に高く、４０．０％であった。 

●地域別でみると、臼杵地域は「非常に関心がある」の回答割合が野津地域よりも高い。野津地域は「あまり関

心がない」の回答割合が臼杵地域よりも高い。  

12.6

8.4

22.2

6.7

20.0

8.7

10.5

10.6

12.2

9.0

8.5

10.5

8.1

5.0

18.6

40.0

9.6

10.1

10.1

12.2

10.7

3.7

10.9

8.3

6.3

59.2

69.9

33.3

60.0

60.0

64.0

61.0

66.6

66.9

69.5

55.9

52.7

64.0

62.3

67.0

57.1

68.8

70.7

55.1

65.8

71.9

55.6

65.0

64.1

56.2

23.9

19.0

38.9

26.6

20.0

22.0

23.3

19.9

19.3

19.5

29.7

26.3

23.9

27.7

13.4

2.9

18.6

17.4

28.4

22.0

14.7

33.3

20.7

24.6

25.0

4.3

2.1

5.3

4.6

1.8

1.6

2.0

5.9

3.5

5.0

1.0

1.2

1.8

6.4

2.7

3.7

3.0

2.6

6.3

0.6

5.6

6.7

0.6

1.1

10.5

0.5

1.8

3.7

0.4

0.4

6.2

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

非常に関心がある 多少は関心がある あまり関心がない 全く関心がない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（４）人権問題として最初に思い浮かべるものについて 

 

 

 

人権問題として最初に思い浮かべるもの 人数(人) 構成比(％)

障がい者をめぐる問題 239 19.9

部落差別問題(同和問題） 235 19.4

インターネットによる人権侵害 212 17.5

女性をめぐる問題 144 11.9

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題 84 6.9

特にない 60 5.0

子どもをめぐる問題 53 4.4

外国人をめぐる問題 41 3.4

高齢者をめぐる問題 35 2.9

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等）

28 2.3

犯罪被害者やその家族をめぐる問題 28 2.3

その他 23 1.9

災害に伴う人権問題
（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等）

10 0.8

アイヌ民族の問題 3 0.2

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

【問４】あなたが人権問題として最初に思い浮かべるものは何ですか。(○は１つ) 
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【結果概要】 

「障がい者をめぐる問題」の回答が一番多く、次いで「部落差別問題（同和問題）」「インターネット

による人権侵害」の回答が多かった。 

  

1.2

0.2

0.8

1.9

2.3

2.3

2.9

3.4

4.4

5.0

6.9

11.9

17.5

19.4

19.9

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

不明

アイヌ民族の問題

災害に伴う人権問題

（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等）

その他

犯罪被害者やその家族をめぐる問題

疾病をめぐる問題（HIV感染、ハンセン病、

新型コロナウイルス感染症等）

高齢者をめぐる問題

外国人をめぐる問題

子どもをめぐる問題

特にない

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題

女性をめぐる問題

インターネットによる人権侵害

部落差別問題（同和問題）

障がい者をめぐる問題

（単位：％）
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＜前回調査との比較＞ 

 

※令和元年度調査「東日本大震災に伴う人権問題」は、「災害に伴う人権問題」に対応させた。 

 

 

●「女性をめぐる問題」が増加。         ●「障がい者をめぐる問題」が減少。 

前回調査 ７．４％ → 今回調査 １１．９％     前回調査 ２４．６％ → 今回調査 １９．８％ 

 

●「インターネットによる人権侵害」が増加。   ●「子どもをめぐる問題」が減少。 

前回調査 ９．３％ → 今回調査 １７．５％     前回調査 １０．０％ → 今回調査 ４．４％ 

 

「子どもをめぐる問題」「障がい者をめぐる問題」「部落差別問題(同和問題)」の回答割合が前回調

査よりも減少し、「女性をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の回答割合が増加した。特に

「インターネットによる人権侵害」は約２倍増加している。 

  

11.9

7.4

2.9

4.5

4.4

10.0

19.9

24.6

19.4

23.8

3.4

2.8

2.3

1.8

6.9

4.0

2.3

4.2

17.5

9.3

0.2

0.1

0.8

0.7

5.0

4.0

1.9

0.8

1.2

2.1

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

女性をめ

ぐる問題

高齢者を

めぐる

問題

子どもを

めぐる

問題

障がい者

をめぐる

問題

部落差別

問題（同和

問題）

外国人を

めぐる

問題

疾病をめ

ぐる問題

（HIV感染、

ハンセン

病、新型コ

ロナウイ

ルス感染

症等）

性的少数

者（LGBT

等）をめぐ

る問題

犯罪被害

者やその

家族をめ

ぐる問題

インター

ネットによ

る人権

侵害

アイヌ民

族の問題

災害に伴

う人権問

題（避難生

活でのプ

ライバ

シーの問

題や風評

被害等） 特にない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】（項目が多いため、2段の表で掲載している。） 

 
 
●性別でみると、女性は「女性をめぐる問題」の回答割合が高い。「性別を答えるのに抵抗がある」と回答した人

は「インターネットによる人権侵害」の回答割合が高く、「障がい者をめぐる問題」の回答割合が低い。 

●年代別でみると、２０歳代は「インターネットによる人権侵害」の回答割合が最も高く、１０歳代と３０歳代は、「女

性をめぐる問題」の回答割合が最も高い。１０歳代では「子どもをめぐる問題」、７０歳代以上では「高齢者をめ

ぐる問題」が、他の年代に比べて回答割合が高いことから、回答者自身の年代にかかわる問題を人権問題とし

て最初に思い浮かべる傾向にあることがわかる。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」で「部落差別問題(同和問題)」の回答割合が最も高く、それぞれ約４割の

回答がある。「学生」は「女性をめぐる問題」の回答割合が最も高い。 

●地域別でみるとあまり差はみられないが、臼杵地域は野津地域よりも、「インターネットによる人権侵害」の回

答割合が高い。  

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

84 6.9 28 2.3 212 17.5 3 0.2 10 0.8 60 5.0 23 1.9 15 1.2

男性 33 6.5 17 3.3 101 19.8 2 0.4 4 0.8 33 6.5 11 2.2 4 0.8

女性 48 7.2 11 1.6 105 15.7 1 0.1 6 0.9 25 3.7 9 1.3 8 1.2

性別を答えることに抵抗がある 2 11.1 0 0.0 5 27.8 0 0.0 0 0.0 2 11.1 1 5.6 1 5.6

不明 1 6.7 0 0.0 1 6.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 13.3 2 13.3

10歳代 2 13.3 0 0.0 2 13.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 8 5.3 1 0.7 38 25.3 0 0.0 2 1.3 9 6.0 3 2.0 1 0.7

30歳代 16 9.3 2 1.2 23 13.4 0 0.0 0 0.0 8 4.7 6 3.5 1 0.6

40歳代 29 10.3 7 2.5 40 14.2 1 0.4 0 0.0 10 3.5 6 2.1 3 1.1

50歳代 19 7.5 8 3.1 39 15.4 2 0.8 4 1.6 11 4.3 3 1.2 2 0.8

60歳代 7 3.5 5 2.5 45 22.5 0 0.0 4 2.0 8 4.0 2 1.0 0 0.0

70歳代以上 2 1.7 5 4.2 24 20.3 0 0.0 0 0.0 13 11.0 1 0.8 5 4.2

不明 1 5.3 0 0.0 1 5.3 0 0.0 0 0.0 1 5.3 2 10.5 3 15.8

会社員 35 8.1 6 1.4 90 20.9 0 0.0 4 0.9 25 5.8 4 0.9 6 1.4

自営業 5 4.2 7 5.9 14 11.8 0 0.0 2 1.7 4 3.4 1 0.8 2 1.7

官公庁 7 7.2 1 1.0 13 13.4 1 1.0 0 0.0 3 3.1 1 1.0 0 0.0

教職員 4 11.4 0 0.0 5 14.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

福祉関係者 15 9.0 2 1.2 29 17.4 1 0.6 1 0.6 8 4.8 3 1.8 1 0.6

家事専業 5 4.6 3 2.8 18 16.5 0 0.0 2 1.8 2 1.8 5 4.6 1 0.9

無職 3 2.8 8 7.3 19 17.4 1 0.9 0 0.0 10 9.2 3 2.8 3 2.8

学生 2 4.9 0 0.0 6 14.6 0 0.0 0 0.0 1 2.4 1 2.4 0 0.0

その他 6 8.0 1 1.3 14 18.7 0 0.0 0 0.0 6 8.0 4 5.3 0 0.0

不明 2 7.4 0 0.0 4 14.8 0 0.0 1 3.7 1 3.7 1 3.7 2 7.4

臼杵地域 72 7.5 23 2.4 184 19.0 3 0.3 7 0.7 45 4.7 21 2.2 10 1.0

野津地域 11 4.8 5 2.2 27 11.8 0 0.0 3 1.3 15 6.6 1 0.4 3 1.3

不明 1 6.3 0 0.0 1 6.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 6.3 2 12.5

地
域
別

特にない その他 不明

性
別

年
代
別

職
業
別

性的少数者（LGBT
等）をめぐる問題

犯罪被害者やその
家族をめぐる問題

インターネットによ
る人権侵害

アイヌ民族の
問題

災害に伴う人権問
題（避難生活でのプ
ライバシーの問題や

風評被害等）

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

1,210 100.0 144 11.9 35 2.9 53 4.4 239 19.8 235 19.4 41 3.4 28 2.3

男性 510 100.0 32 6.3 15 2.9 24 4.7 95 18.6 104 20.4 27 5.3 8 1.6

女性 667 100.0 109 16.3 20 3.0 28 4.2 137 20.5 128 19.2 12 1.8 20 3.0

性別を答えることに抵抗がある 18 100.0 1 5.6 0 0.0 1 5.6 2 11.1 3 16.7 0 0.0 0 0.0

不明 15 100.0 2 13.3 0 0.0 0 0.0 5 33.3 0 0.0 2 13.3 0 0.0

10歳代 15 100.0 3 20.0 0 0.0 2 13.3 2 13.3 3 20.0 1 6.7 0 0.0

20歳代 150 100.0 18 12.0 2 1.3 5 3.3 32 21.3 19 12.7 11 7.3 1 0.7

30歳代 172 100.0 35 20.3 5 2.9 10 5.8 27 15.7 28 16.3 6 3.5 5 2.9

40歳代 282 100.0 36 12.8 5 1.8 15 5.3 63 22.3 54 19.1 9 3.2 4 1.4

50歳代 254 100.0 28 11.0 2 0.8 5 2.0 54 21.3 70 27.6 2 0.8 5 2.0

60歳代 200 100.0 18 9.0 8 4.0 10 5.0 32 16.0 47 23.5 7 3.5 7 3.5

70歳代以上 118 100.0 3 2.5 13 11.0 6 5.1 23 19.5 14 11.9 3 2.5 6 5.1

不明 19 100.0 3 15.8 0 0.0 0 0.0 6 31.6 0 0.0 2 10.5 0 0.0

会社員 431 100.0 43 10.0 14 3.2 19 4.4 94 21.8 66 15.3 17 3.9 8 1.9

自営業 119 100.0 20 16.8 1 0.8 2 1.7 24 20.2 27 22.7 6 5.0 4 3.4

官公庁 97 100.0 11 11.3 0 0.0 5 5.2 13 13.4 40 41.2 1 1.0 1 1.0

教職員 35 100.0 2 5.7 0 0.0 0 0.0 6 17.1 17 48.6 0 0.0 1 2.9

福祉関係者 167 100.0 28 16.8 4 2.4 8 4.8 34 20.4 26 15.6 5 3.0 2 1.2

家事専業 109 100.0 14 12.8 3 2.8 6 5.5 22 20.2 21 19.3 1 0.9 6 5.5

無職 109 100.0 7 6.4 10 9.2 7 6.4 15 13.8 12 11.0 6 5.5 5 4.6

学生 41 100.0 12 29.3 0 0.0 2 4.9 8 19.5 6 14.6 3 7.3 0 0.0

その他 75 100.0 5 6.7 1 1.3 4 5.3 16 21.3 17 22.7 0 0.0 1 1.3

不明 27 100.0 2 7.4 2 7.4 0 0.0 7 25.9 3 11.1 2 7.4 0 0.0

臼杵地域 966 100.0 105 10.9 27 2.8 44 4.6 184 19.0 182 18.8 35 3.6 24 2.5

野津地域 228 100.0 37 16.2 8 3.5 9 3.9 48 21.1 52 22.8 5 2.2 4 1.8

不明 16 100.0 2 12.5 0 0.0 0 0.0 7 43.8 1 6.3 1 6.3 0 0.0

地
域
別

部落差別問題
（同和問題）

外国人をめぐる問
題

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセ
ン病、新型コロナウ
イルス感染症等）

性
別

年
代
別

職
業
別

合計
女性をめぐる

問題
高齢者をめぐる問

題
子どもをめぐる問題

障がい者をめぐる
問題
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【設問別にみた集計】（項目が多いため、2段の表で掲載している。） 

 

 

 

●人権の尊重度別でみると、「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、「インターネットによる人権侵害」の

回答割合が高い。 

●人権問題への関心度別でみると、「全く関心がない」と回答した人は、最初に思い浮かべる人権問題について

「特にない」の回答割合が最も高く、次いで「障がい者をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の回答

割合が高い。 

●「関心がある」（「非常に関心がある」＋「多少は関心がある」）と回答した人は、関心のない人よりも「障がい者

をめぐる問題」「部落差別問題(同和問題)」と回答する割合が高い。 

 

  

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

1,210 100.0 144 11.9 35 2.9 53 4.4 239 19.8 235 19.4 41 3.4 28 2.3

よく尊重されていると思う 151 100.0 17 11.3 8 5.3 3 2.0 26 17.2 31 20.5 6 4.0 4 2.6

多少は尊重されていると思う 788 100.0 90 11.4 17 2.2 33 4.2 160 20.3 176 22.3 30 3.8 15 1.9

あまり尊重されていないと思う 223 100.0 33 14.8 7 3.1 15 6.7 47 21.1 24 10.8 5 2.2 7 3.1

全く尊重されていないと思う 22 100.0 1 4.5 1 4.5 2 9.1 2 9.1 3 13.6 0 0.0 2 9.1

不明 26 100.0 3 11.5 2 7.7 0 0.0 4 15.4 1 3.8 0 0.0 0 0.0

非常に関心がある 125 100.0 14 11.2 6 4.8 3 2.4 26 20.8 35 28.0 2 1.6 2 1.6

多少は関心がある 783 100.0 100 12.8 18 2.3 37 4.7 162 20.7 142 18.1 26 3.3 16 2.0

あまり関心がない 260 100.0 27 10.4 10 3.8 12 4.6 44 16.9 56 21.5 9 3.5 10 3.8

全く関心がない 36 100.0 3 8.3 1 2.8 0 0.0 5 13.9 2 5.6 4 11.1 0 0.0

不明 6 100.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7 2 33.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

部落差別問題
（同和問題）

外国人をめぐる
問題

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセ
ン病、新型コロナウ
イルス感染症等）

人
権
尊
重
度
別

人
権
問
題
関
心
度
別

合計
女性をめぐる

問題
高齢者をめぐる

問題
子どもをめぐる

問題
障がい者をめぐる

問題

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

84 6.9 28 2.3 212 17.5 3 0.2 10 0.8 60 5.0 23 1.9 15 1.2

よく尊重されていると思う 8 5.3 4 2.6 24 15.9 1 0.7 2 1.3 13 8.6 1 0.7 3 2.0

多少は尊重されていると思う 59 7.5 18 2.3 132 16.8 1 0.1 6 0.8 34 4.3 11 1.4 6 0.8

あまり尊重されていないと思う 14 6.3 4 1.8 47 21.1 1 0.4 2 0.9 6 2.7 10 4.5 1 0.4

全く尊重されていないと思う 3 13.6 0 0.0 5 22.7 0 0.0 0 0.0 2 9.1 0 0.0 1 4.5

不明 0 0.0 2 7.7 4 15.4 0 0.0 0 0.0 5 19.2 1 3.8 4 15.4

非常に関心がある 8 6.4 1 0.8 19 15.2 2 1.6 0 0.0 1 0.8 6 4.8 0 0.0

多少は関心がある 58 7.4 19 2.4 153 19.5 1 0.1 8 1.0 24 3.1 12 1.5 7 0.9

あまり関心がない 16 6.2 7 2.7 35 13.5 0 0.0 2 0.8 25 9.6 3 1.2 4 1.5

全く関心がない 2 5.6 1 2.8 5 13.9 0 0.0 0 0.0 10 27.8 2 5.6 1 2.8

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 50.0

特にない その他 不明

人
権
尊
重
度
別

人
権
問
題
関
心
度
別

性的少数者（LGBT
等）をめぐる問題

犯罪被害者やその
家族をめぐる問題

インターネットによ
る人権侵害

アイヌ民族の
問題

災害に伴う人権問
題（避難生活でのプ
ライバシーの問題や

風評被害等）
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（５）不動産を選ぶ際の条件について 

①被差別部落（同和地区）の区域内である 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」                    ２８．０％ 

2．「わからない」                         ２３．３％ 

3．「どちらかといえば避けると思う」        １９．９％    

4．「どちらかといえば避けないと思う」  １６．０％ 

5．「避けると思う」                        １１．６% 

「避けないと思う」の回答割合が約４割を占めているが、回答にはばらつきがみられた。 

  

被差別部落の区域内である 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 140 11.6

どちらかといえば避けると思う 241 19.9

どちらかといえば避けないと思う 194 16.0

避けないと思う 339 28.0

わからない 281 23.3

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

避けると

思う

140

11.6%

どちらかといえば

避けると思う

241

19.9%

どちらかといえば避け

ないと思う

194

16.0%

避けないと思う

339

28.0%

わからない

281

23.3%

不明

15

1.2%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「（1）被差別部落（同和地区）の区域内である」ことにより、避けることが 

あると思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」４４．０％ 

「避けると思う」３１．５％ 
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性のほうが女性より「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思

う」)の回答割合が高い。一方で、女性のほうが男性よりも「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえ

ば避けると思う」）「わからない」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、６０歳代が「避けると思う」の回答割合が特に高く、次いで、２０～３０歳代の回答割合が高い。

１０歳代は「避けると思う」の回答がなく、「避けないと思う」「わからない」の回答割合がそれぞれ４０．０％であ

った。 

●職業別でみると、「家事専業」「福祉関係者」が、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると

思う」）の回答割合が特に高く、約４割が回答している。一方で、「官公庁」「教職員」は、「避けないと思う」の回

答割合が約５割であった。 

●地域別でみると、臼杵地域は、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思う」）の回答割

合が、野津地域よりも高い。  

10.6

12.1

16.7

13.3

12.7

13.4

7.4

10.6

18.0

9.3

15.8

8.4

11.8

7.2

2.9

19.2

14.7

12.8

12.2

16.0

11.1

11.9

10.1

12.5

19.4

20.8

11.1

6.7

20.0

16.0

16.3

22.0

17.3

24.5

24.6

10.5

19.7

20.2

13.4

17.1

19.8

25.6

20.2

19.5

21.3

22.2

20.9

17.1

16.7

15.7

16.7

6.7

12.7

14.5

14.2

19.7

16.0

22.9

5.2

13.9

18.5

19.6

8.6

16.8

20.2

23.9

12.2

9.3

7.4

16.2

16.2

6.3

32.1

24.9

27.7

26.7

40.0

29.9

30.8

33.0

28.4

19.5

22.0

26.3

30.6

30.2

47.4

48.5

19.8

20.2

21.1

22.0

18.7

26.0

27.8

28.9

25.0

20.0

25.9

27.8

13.3

40.0

28.0

25.0

22.7

23.2

22.0

16.1

21.1

27.4

18.5

12.4

22.9

24.4

19.3

16.5

31.7

30.7

18.5

22.4

26.8

25.0

1.2

0.6

33.3

0.7

0.7

0.8

5.1

21.1

0.8

5.5

2.4

4.0

14.8

0.8

0.9

31.2

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)



 

37 

 

②小学校区が被差別部落（同和地区）と同じ区域になる 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」                    ３８．２％ 

2．「どちらかといえば避けないと思う」       ２０．３％ 

3．「わからない」                   １８．７％    

4．「どちらかといえば避けると思う」         １５．０％ 

5．「避けると思う」                         ６．３% 

「避けないと思う」の回答割合が約６割を占めており、「わからない」の回答割合は約２割を占めて

いる。 

  

小学校区が被差別部落と同じ区域になる 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 76 6.3

どちらかといえば避けると思う 182 15.0

どちらかといえば避けないと思う 246 20.3

避けないと思う 462 38.2

わからない 226 18.7

不明 18 1.5

全体 1,210 100.0

避けると思う

76

6.3%

どちらかといえば避け

ると思う

182

15.0%

どちらかといえば

避けないと思う

246

20.3%
避けないと思う

462

38.2%

わからない

226

18.7%

不明

18

1.5%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「(2)小学校区が被差別部落（同和地区）と同じ区域になる」ことにより、 

避けることがあると思いますか。（〇は１つ） 

 

「避けないと思う」５８．５％ 

「避けると思う」２１．３％ 
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性のほうが女性より「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思

う」)の回答割合が高い。一方で、女性と「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性よりも「避ける

と思う」(「避けると思う」+「どちらかといえば避けると思う」)の回答割合が高い。 

●年代別でみると６０歳代が、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思う」）の回答割合

が特に高い。また、「避けると思う」の回答割合が最も高い年代は、３０歳代である。１０歳代と４０歳代は、「避け

ないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」が、「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと

思う」)の回答割合が高く、約８割が回答している。また、「福祉関係者」は、「避けると思う」(「避けると思う」+

「どちらかといえば避けると思う」)の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「避けないと思う」の回答割合が高い。  
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0.8
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18.5

0.9

1.8

31.2

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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③近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」                    ３１．6％ 

2．「どちらかといえば避けないと思う」       ２３．６％ 

3．「どちらかといえば避けると思う」         ２２．６％    

4．「わからない」                １４．５％ 

5．「避けると思う」                        ６．０% 

「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が約６割を

占めている。 

  

近隣に生活が困難な人が多く住んでいる 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 72 6.0

どちらかといえば避けると思う 273 22.6

どちらかといえば避けないと思う 286 23.6

避けないと思う 383 31.6

わからない 176 14.5

不明 20 1.7

全体 1,210 100.0

避けると思う

72

6.0%

どちらかといえば

避けると思う

273

22.6%

どちらかといえば

避けないと思う

286

23.6%

避けないと思う

383

31.6%

わからない

176

14.5%

不明

20

1.7%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「（3）近隣に低所得者など、生活が困難な人が多く住んでいる」ことによ

り、避けることがあると思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」５５．2％ 

「避けると思う」２８．６％ 



 

40 

 

【属性別にみた集計】 

 
 

●性別でみると、男性のほうが女性より「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思

う」)の回答割合が高い。一方で、女性のほうが男性よりも「どちらかといえば避けると思う」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代と７０歳代以上が、「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けない

と思う」)の回答割合が特に高い。３０歳代が、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思

う」）の回答割合が高く、約４割を占めている。 

●職業別でみると、「学生」「福祉関係者」「教職員」の順で「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば

避けると思う」）の回答割合が高い。一方、「家事専業」「自営業」「無職」の順で「避けないと思う」(「避けないと

思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域のほうが野津地域より「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避ける

と思う」）の回答割合が高い。 
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27.3
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26.5

41.5

10.5

31.8

43.0
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20.0

27.0

34.9

30.3
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18.5

31.4

34.2

12.5

14.1

14.8
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13.3

15.3

14.0

14.5

15.0

15.0

11.9

21.1

16.0

9.2

8.2

20.0

13.2

11.0

15.6

9.8

24.0

29.7

14.4

14.9

18.7

1.4

1.2

5.6

26.7

0.7

0.6

0.4

2.0

6.8

21.1

0.9

0.8

0.6

5.5

2.4

5.3

11.1

1.1

2.2

25.0

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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④近隣に外国籍住民が多く住んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「どちらかといえば避けると思う」      ２８．５％ 

2．「避けないと思う」                 ２５．６％ 

3．「どちらかといえば避けないと思う」    ２２．１％    

4．「わからない」                  １３．１％ 

5．「避けると思う」                      ９．３% 

「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が約５割を

占めているが、それぞれの項目において、回答にばらつきがみられる。  

近隣に外国籍住民が多く住んでいる 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 113 9.3

どちらかといえば避けると思う 344 28.5

どちらかといえば避けないと思う 267 22.1

避けないと思う 310 25.6

わからない 159 13.1

不明 17 1.4

全体 1,210 100.0

避けると思う

113

9.3%

どちらかといえ

ば避けると思う

344

28.5%

どちらかといえば

避けないと思う

267

22.1%

避けないと思う

310

25.6%

わからない

159

13.1%

不明

17

1.4%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「（4）近隣に外国籍住民が多く住んでいる」ことにより、避けることがあると 

思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」47.7％ 

「避けると思う」37.８％ 
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性や女性と比較すると、「避けないと思う」

の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代が「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答

割合が特に高く、約８割を占めている。３０歳代と６０歳代は、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかとい

えば避けると思う」）の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「会社員」「自営業」「官公庁」「学生」が、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば

避けると思う」）の回答割合が高い。一方で、「教職員」は「わからない」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域のほうが「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば

避けないと思う」)の回答割合が高い。  
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0.9
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24.9

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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⑤近隣に精神科病院や障がいのある人の施設がある 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」             ４０．３％ 

2．「どちらかといえば避けないと思う」    ２３．０％ 

3．「どちらかといえば避けると思う」     １８．２％    

4．「わからない」                 １１．４％ 

5．「避けると思う」                     ５．４% 

「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が約６割を

占めている。 

  

近隣に精神科病院などがある 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 65 5.4

どちらかといえば避けると思う 220 18.2

どちらかといえば避けないと思う 278 23.0

避けないと思う 488 40.3

わからない 138 11.4

不明 21 1.7

全体 1,210 100.0

避けると思う

65

5.4%

どちらかといえ

ば避けると思う

220

18.2%

どちらかといえば

避けないと思う

278

23.0%

避けないと思う

488

40.3%

わからない

138

11.4%

不明

21

1.7%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「（5）近隣に精神科病院や障がいのある人の施設がある」ことにより、 

避けることがあると思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」63.3％ 

「避けると思う」23.6％ 
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性のほうが女性より「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思

う」)の回答割合が高い。女性は「避けると思う」(「避けると思う」+「どちらかといえば避けると思う」)の回答割

合が高い。 

●年代別でみると、３０歳代以降、年代が上がるにつれて「避けると思う」(「避けると思う」+「どちらかといえば避

けると思う」)の回答割合は減少している。１０歳代は、「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえ

ば避けないと思う」)の回答割合が最も高く、「避けると思う」と回答した人はいなかった。 

●職業別でみると、「官公庁」と「教職員」が、「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けない

と思う」)の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も回答割合の差はほとんどみられなかった。  
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凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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⑥近隣に老人ホームなどの高齢者施設がある 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」              ６６．5％ 

2．「どちらかといえば避けないと思う」    １９．８％ 

3．「わからない」                   ７．１％    

4．「どちらかといえば避けると思う」       ３．８％ 

5．「避けると思う」                      １．１% 

「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が約８割を

占めている。 

  

近隣に高齢者施設がある 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 13 1.1

どちらかといえば避けると思う 46 3.8

どちらかといえば避けないと思う 240 19.8

避けないと思う 804 66.5

わからない 86 7.1

不明 21 1.7

全体 1,210 100.0

避けると思う

13

1.1%
どちらかといえば

避けると思う

46

3.8%

どちらかといえば

避けないと思う

240

19.8%

避けないと思う

804

66.5%

わからない

86

7.1%

不明

21

1.7%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「（6）近隣に老人ホームなどの高齢者施設がある」ことにより、避けること

があると思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」８６．3％ 

「避けると思う」４．９％ 
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性や女性と比較すると、「どちらかと言え

ば避けると思う」「わからない」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代は「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思う」）と回答した人

はいなかった。また、３０歳代は、「どちらかといえば避けないと思う」の回答割合が高い。２０歳代から４０歳代

にかけて、「避けないと思う」（「避けないと思う」＋「どちらかといえば避けないと思う」）の回答割合は増加して

おり、４０歳代から年代が上がるにつれて減少している。 

●職業別でみると、「官公庁」と「教職員」が、「避けないと思う」の回答割合が高い。また「会社員」は、他の職業と

比較すると、「どちらかといえば避けないと思う」の回答割合が高い。「自営業」「官公庁」「教職員」「無職」は、

「避けると思う」と回答した人がいなかった。 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も回答割合の差はほとんどみられなかった。  
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凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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⑦近隣に保育所(園)、認定こども園、幼稚園がある 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「避けないと思う」             ７０．6% 

2．「どちらかといえば避けないと思う」   １５．５％ 

3．「わからない」                  ６．２％    

4．「どちらかといえば避けると思う」      ４．５％ 

5．「避けると思う」                     １．７% 

 

「避けないと思う」(「避けないと思う」+「どちらかといえば避けないと思う」)の回答割合が約８割を占

めている。  

近隣に保育所(園)などがある 人数(人) 構成比(％)

避けると思う 20 1.7

どちらかといえば避けると思う 54 4.5

どちらかといえば避けないと思う 187 15.5

避けないと思う 856 70.6

わからない 75 6.2

不明 18 1.5

全体 1,210 100.0

避けると思う

20

1.7% どちらかといえば避けると思う

54

4.5%

どちらかといえば避け

ないと思う

187

15.5%

避けないと思う

856

70.6%

わからない

75

6.2%

不明

18

1.5%

【問５】あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や立地条件などが 

希望に沿っていても、「(7)近隣に保育所(園)、認定こども園、幼稚園がある」ことにより、避ける

ことがあると思いますか。（〇は１つ） 

「避けないと思う」86.1％ 

「避けると思う」6.2％ 



 

48 

 

【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男性より女性のほうが、「避けると思う」（「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思う」）の

回答割合が高い。女性より男性のほうが、「避けないと思う」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、３０歳代では、「どちらかといえば避けないと思う」の回答割合が他の年代よりも高い。１０歳

代では、「避けると思う」(「避けると思う」＋「どちらかといえば避けると思う」)と回答した人はいなかった。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」「学生」は、「避けないと思う」の回答割合が高く、８割を超えており、「避け

ると思う」と回答した人はいなかった。 

●地域別でみると、臼杵地域よりも野津地域のほうが「わからない」の回答割合が高い。  
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48.2

71.3
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31.2

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

避けると思う

どちらかといえば

避けると思う

どちらかといえば

避けないと思う 避けないと思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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２.人権問題学習について 

（１）人権問題学習の有無 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1.「学習を受けた」     ６６．2％ 

2.「覚えていない」     ２６．６％ 

3.「学習を受けていない」  ６．０％ 

約７割の回答者が、人権問題についての学習を受けたことがあると回答している。 

  

人権問題学習を受けたか 人数(人) 構成比(％)

学習を受けた 800 66.2

学習を受けていない 73 6.0

覚えていない 322 26.6

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

学習を受けた

800

66.2%

学習を受けていない

73

6.0%

覚えていない

322

26.6%

不明

15

1.2%

【問６】あなたは小学校・中学校で、人権問題についての学習を受けましたか。 

(○は１つ) 
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【属性別にみた集計】 

 
 

●性別でみると、男性より女性のほうが、「学習を受けた」と回答した人が多かった。「性別を答えることに抵抗が

ある」と回答した人は、男性や女性と比較すると、「覚えていない」の回答割合が高く、約４割を占めている。 

●年代別でみると、「学習を受けた」の回答割合が１０～２０歳代で８割以上、３０～５０歳代で約７割以上と高くな

っている。３０歳代、６０歳代、７０歳代以上は、「覚えていない」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「学生」の約９割が「学習を受けた」と回答している。次いで、「官公庁」「教職員」が約８割と高

かった。「家事専業」「無職」「その他」で「覚えていない」の回答割合が約４割となっている。 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「学習を受けた」の回答割合が高く、約７割を占めている。  
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0.7

0.6

1.8
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12.0

29.7

10.5

3.0

5.9

3.0

9.2

25.7

10.7

7.4

5.7

7.5

6.3

28.2

24.9

44.4

26.7

12.7

24.4

17.4

22.0

44.5

51.7

31.6

21.4

22.7

18.6

14.3

27.5

40.4

46.8

2.4

37.3

37.0

25.5

30.7

37.5

1.6

0.6

20.0

0.7

1.1

2.0

3.4

15.8

0.2

1.2

0.9

3.7

2.4

2.7

14.8

1.1

0.4

18.7

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

学習を受けた

学習を

受けていない 覚えていない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）就学中に学んだ人権問題の内容について 

 

（問６で「１．学習を受けた」と回答した８００人に対しての設問） 

 

就学中に学んだ人権問題の内容 人数(人) 構成比(％)

部落差別問題(同和問題） 693 86.6

障がい者をめぐる問題 301 37.6

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等）

138 17.3

女性をめぐる問題 134 16.8

外国人をめぐる問題 90 11.3

アイヌ民族の問題 80 10.0

インターネットによる人権侵害 68 8.5

子どもをめぐる問題 55 6.9

高齢者をめぐる問題 53 6.6

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題 49 6.1

犯罪被害者やその家族をめぐる問題 25 3.1

災害に伴う人権問題
（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等）

16 2.0

その他 6 0.8

特にない 4 0.5

不明 3 0.4

【問７】問６で「１．学習を受けた」を選んだ方にお尋ねします。 

どのような人権問題についての学習を受けましたか。（○はいくつでも） 
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【結果概要】 

「部落差別問題（同和問題）」が最も高く、約９割を占めている。  

0.4

0.5

0.8

2.0

3.1

6.1

6.6

6.9

8.5

10.0

11.3

16.8

17.3

37.6

86.6

不明

特にない

その他

災害に伴う人権問題

（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等）

犯罪被害者やその家族をめぐる問題

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題

高齢者をめぐる問題

子どもをめぐる問題

インターネットによる人権侵害

アイヌ民族の問題

外国人をめぐる問題

女性をめぐる問題

疾病をめぐる問題

（HIV感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等）

障がい者をめぐる問題

部落差別問題（同和問題）

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（単位：％）
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＜前回調査との比較＞ 

 

 

 

●「障がい者をめぐる問題」が減少。       

前回調査 40.4％ → 今回調査 37.6％       

「障がい者をめぐる問題」の回答割合は前回調査よりも減少した。全体をみると、前回調査から大

きな変化はみられなかった。 

  

86.6

87.0

37.6

40.4

17.3

19.0

16.8

16.7

11.3

10.8

10.0

7.3

8.5

10.1

6.9

7.3

6.6

6.4

6.1

8.9

3.1

4.1

2.0

1.9

0.5

0.1

0.8

1.0

0.4

1.6

凡例

R６調査

(n=800)

R元調査

(n=730)

部落差別

問題（同和

問題）

障がい者

をめぐる

問題

疾病をめ

ぐる問題

（HIV感染、

ハンセン

病、新型コ

ロナウイル

ス感染症

等）

女性をめ

ぐる問題

外国人を

めぐる問

題

アイヌ民族

の問題

インター

ネットによ

る人権侵

害

子どもを

めぐる問

題

高齢者を

めぐる問

題

性的少数

者（LGBT

等）をめぐ

る問題

犯罪被害

者やその

家族をめ

ぐる問題

災害に伴

う人権問

題（避難生

活でのプ

ライバシー

の問題や

風評被害

等） 特にない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】（項目が多いため、2段の表で掲載している。） 

 
 

●性別でみると、女性は「女性をめぐる問題」「疾病をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の割合が男性

よりも高い。 

●年代別でみると、２０歳代と３０歳代が、他の年代と比較すると、「部落差別問題(同和問題)」の回答割合が低

い。１０歳代は、「女性をめぐる問題」「障がい者をめぐる問題」「部落差別問題(同和問題)」「インターネットによ

る人権侵害」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「教職員」「学生」は、様々な人権問題で回答割合が高い。 

●地域別でみると、野津地域は臼杵地域よりも「障がい者をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の回答

割合が低く、「部落差別問題(同和問題)」が高い。  

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

800 100.0 134 16.8 53 6.6 55 6.9 301 37.6 693 86.6 90 11.3 138 17.3

男性 310 100.0 43 13.9 25 8.1 22 7.1 116 37.4 274 88.4 35 11.3 46 14.8

女性 473 100.0 90 19.0 27 5.7 32 6.8 182 38.5 405 85.6 53 11.2 91 19.2

性別を答えることに抵抗がある 9 100.0 0 0.0 0 0.0 1 11.1 2 22.2 7 77.8 2 22.2 0 0.0

不明 8 100.0 1 12.5 1 12.5 0 0.0 1 12.5 7 87.5 0 0.0 1 12.5

10歳代 15 100.0 6 40.0 2 13.3 2 13.3 11 73.3 14 93.3 2 13.3 4 26.7

20歳代 129 100.0 21 16.3 11 8.5 13 10.1 62 48.1 103 79.8 18 14.0 24 18.6

30歳代 129 100.0 35 27.1 11 8.5 7 5.4 68 52.7 96 74.4 19 14.7 33 25.6

40歳代 225 100.0 36 16.0 10 4.4 13 5.8 79 35.1 196 87.1 24 10.7 39 17.3

50歳代 193 100.0 23 11.9 10 5.2 11 5.7 61 31.6 184 95.3 17 8.8 23 11.9

60歳代 83 100.0 9 10.8 6 7.2 6 7.2 17 20.5 79 95.2 8 9.6 14 16.9

70歳代以上 18 100.0 3 16.7 2 11.1 3 16.7 2 11.1 15 83.3 2 11.1 0 0.0

不明 8 100.0 1 12.5 1 12.5 0 0.0 1 12.5 6 75.0 0 0.0 1 12.5

会社員 325 100.0 51 15.7 15 4.6 16 4.9 117 36.0 278 85.5 31 9.5 50 15.4

自営業 85 100.0 12 14.1 4 4.7 3 3.5 29 34.1 75 88.2 10 11.8 15 17.6

官公庁 79 100.0 12 15.2 4 5.1 4 5.1 34 43.0 73 92.4 9 11.4 15 19.0

教職員 30 100.0 6 20.0 3 10.0 4 13.3 14 46.7 30 100.0 5 16.7 10 33.3

福祉関係者 114 100.0 19 16.7 10 8.8 10 8.8 50 43.9 96 84.2 11 9.6 26 22.8

家事専業 54 100.0 10 18.5 4 7.4 5 9.3 14 25.9 49 90.7 10 18.5 5 9.3

無職 26 100.0 4 15.4 4 15.4 3 11.5 7 26.9 21 80.8 3 11.5 5 19.2

学生 39 100.0 13 33.3 5 12.8 6 15.4 24 61.5 32 82.1 6 15.4 6 15.4

その他 37 100.0 4 10.8 3 8.1 3 8.1 9 24.3 30 81.1 5 13.5 4 10.8

不明 11 100.0 3 27.3 1 9.1 1 9.1 3 27.3 9 81.8 0 0.0 2 18.2

臼杵地域 654 100.0 113 17.3 43 6.6 43 6.6 266 40.7 559 85.5 79 12.1 116 17.7

野津地域 140 100.0 20 14.3 9 6.4 12 8.6 34 24.3 129 92.1 11 7.9 21 15.0

不明 6 100.0 1 16.7 1 16.7 0 0.0 1 16.7 5 83.3 0 0.0 1 16.7

年
代
別

職
業
別

地
域
別

性
別

部落差別問題
（同和問題）

外国人をめぐる
問題

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセ
ン病、新型コロナウ
イルス感染症等）

合計 女性をめぐる問題
高齢者をめぐる

問題
子どもをめぐる

問題
障がい者をめぐる

問題

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

49 6.1 25 3.1 68 8.5 80 10.0 16 2.0 4 0.5 6 0.8 3 0.4

男性 17 5.5 12 3.9 19 6.1 26 8.4 6 1.9 1 0.3 3 1.0 0 0.0

女性 32 6.8 13 2.7 49 10.4 52 11.0 10 2.1 3 0.6 3 0.6 2 0.4

性別を答えることに抵抗がある 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 11.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 11.1

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10歳代 1 6.7 0 0.0 6 40.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 15 11.6 4 3.1 28 21.7 12 9.3 2 1.6 1 0.8 1 0.8 1 0.8

30歳代 10 7.8 5 3.9 13 10.1 17 13.2 3 2.3 0 0.0 2 1.6 0 0.0

40歳代 11 4.9 8 3.6 14 6.2 24 10.7 4 1.8 1 0.4 1 0.4 0 0.0

50歳代 11 5.7 7 3.6 7 3.6 21 10.9 7 3.6 1 0.5 1 0.5 1 0.5

60歳代 1 1.2 1 1.2 0 0.0 5 6.0 0 0.0 1 1.2 1 1.2 0 0.0

70歳代以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5

会社員 15 4.6 7 2.2 32 9.8 32 9.8 4 1.2 1 0.3 2 0.6 0 0.0

自営業 6 7.1 1 1.2 3 3.5 12 14.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

官公庁 5 6.3 2 2.5 2 2.5 2 2.5 1 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

教職員 4 13.3 2 6.7 4 13.3 4 13.3 3 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

福祉関係者 7 6.1 7 6.1 9 7.9 16 14.0 6 5.3 1 0.9 0 0.0 1 0.9

家事専業 1 1.9 1 1.9 3 5.6 7 13.0 2 3.7 0 0.0 2 3.7 0 0.0

無職 3 11.5 2 7.7 1 3.8 3 11.5 0 0.0 1 3.8 1 3.8 0 0.0

学生 5 12.8 1 2.6 10 25.6 2 5.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 5.1

その他 3 8.1 2 5.4 4 10.8 0 0.0 0 0.0 1 2.7 1 2.7 0 0.0

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 18.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 41 6.3 20 3.1 64 9.8 66 10.1 12 1.8 3 0.5 6 0.9 2 0.3

野津地域 8 5.7 5 3.6 4 2.9 13 9.3 4 2.9 1 0.7 0 0.0 1 0.7

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 16.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

年
代
別

職
業
別

地
域
別

アイヌ民族の問題

災害に伴う人権問
題（避難生活でのプ
ライバシーの問題や

風評被害等）

特にない その他 不明

性
別

性的少数者（LGBT
等）をめぐる問題

犯罪被害者やその
家族をめぐる問題

インターネットによ
る人権侵害
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３.人権侵害の経験について 

（１）人権侵害の経験の有無について

 

 

 

【結果概要】 

「ある」と回答した人が２７．８％であった。 

 

  

人権侵害の経験の有無 人数(人) 構成比(％)

ある 336 27.8

ない 848 70.1

不明 26 2.1

全体 1,210 100.0

ある

336

27.8%

ない

848

70.1%

不明

26

2.1%

【問８】あなたは、これまでに自分が差別されたり、人権を侵害されたと思ったことがありますか。 

（○は１つ） 

） 



 

56 

 

＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※大分県調査「この５年以内にある」「５年以上前にある」の合計は、「ある」と対応させた。 

 

●「ない」の回答割合は、前回調査より高い。 

前回調査 ６６．４％ ： 今回調査 ７０．１％ 

 

●「ある」の回答割合は、大分県調査より高い。 

大分県調査 ２２．０％ ： 今回調査 ２７．８％ 

 

●「ない」の回答割合は、大分県調査より低い。 

大分県調査 ７５．０％ ： 今回調査 ７０．１％ 

  

27.8

31.1

22.0

70.1

66.4

75.0

2.1

2.6

3.0

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

ある ない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性と「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性と比較すると、「ある」の回答割

合が高い。 

●年代別でみると、３０～５０歳代で「ある」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「福祉関係者」「教職員」が「ある」の回答割合が高い。一方で「学生」は「ない」の回答割合が

高く、約８割であった。 

●地域別にみると、臼杵地域は野津地域よりも「ある」の回答割合が高い。  

23.3

30.6

44.4

33.3

13.3

21.3

33.1

39.0

27.2

19.5

16.1

42.1

27.2

26.9

29.9

34.3

35.9

26.6

22.0

19.5

26.7

18.5

28.6

24.1

31.3

75.1

67.0

55.6

53.3

86.7

76.7

64.6

59.9

70.8

77.0

82.2

47.4

70.7

70.6

69.1

62.8

61.1

73.4

74.3

80.5

73.3

70.4

69.1

75.0

56.2

1.6

2.4

13.4

2.0

2.3

1.1

2.0

3.5

1.7

10.5

2.1

2.5

1.0

2.9

3.0

3.7

11.1

2.3

0.9

12.5

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

ある ない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）人権侵害の内容について 

 

（問 8で「１．ある」と回答した３３６人に対しての設問） 

 

人権侵害の内容 人数(人) 構成比(％)

あらぬ噂（うわさ）、他人からの悪口、かげ口 132 39.3

学校でのいじめ 84 25.0

職場での嫌がらせ 68 20.2

パワー・ハラスメント
（職場内で、指導を超えて相手に苦痛を与えること）

65 19.3

名誉・信用の毀損（きそん）、侮辱（ぶじょく） 50 14.9

カスタマー・ハラスメント（顧客等からの暴行、脅迫、ひどい暴言、不当な
要求などの著しい迷惑行為）

28 8.3

なんとなく差別されているような感じ 24 7.1

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、就職や結婚等の社会
生活の上で不平等または不利益な取扱いをされた）

20 6.0

暴力、強迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫等により、本来しなくてもい
いことを無理矢理させられたり権利の行使を妨害された）

19 5.7

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 19 5.7

その他 19 5.7

使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇 18 5.4

プライバシーの侵害 17 5.1

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力） 16 4.8

警察官等の公務員からの不当な取扱い 13 3.9

答えたくない 12 3.6

地域社会での嫌がらせ 9 2.7

悪臭・騒音等の公害 7 2.1

ストーカー行為 6 1.8

児童虐待 4 1.2

病院や社会福祉施設等での施設職員からの不当な取扱い 2 0.6

不明 9 2.7

累計(n) 累計(%)

641 190.8

【問９】問８で「１．ある」と回答された方にお尋ねします。それは、どういった性質のものですか。直近 

の時期に起こったことを、差し支えのない範囲でお答えください。（○は３つまで）） 
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【結果概要】 

「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、かげ口」との回答割合が最も高く３９．３%となっている。次

いで「学校でのいじめ」（２５．０％）、「職場での嫌がらせ」（２０．２％）、「パワー・ハラスメント」（１９．

３％）となっており、この４つの項目それぞれが回答者の約２割を占めている。学校や職場といった、

生活の大半を過ごす場所での人権侵害が多いことがわかる。  

2.7

0.6

1.2

1.8

2.1

2.7

3.6

3.9

4.8

5.1

5.4

5.7

5.7

5.7

6.0

7.1

8.3

14.9

19.3

20.2

25.0

39.3

不明

病院や社会福祉施設等での施設職員からの不当な取扱い

児童虐待

ストーカー行為

悪臭・騒音等の公害

地域社会での嫌がらせ

答えたくない

警察官等の公務員からの不当な取扱い

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力）

プライバシーの侵害

使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇

その他

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

暴力、強迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫等により、本来しなくてもいいこ

とを無理矢理させられたり権利の行使を妨害された）

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、

就職や結婚等の社会生活の上で不平等または不利益な取扱いをされた）

なんとなく差別されているような感じ

カスタマー・ハラスメント（顧客等からの暴行、脅迫、ひどい暴言、

不当な要求などの著しい迷惑行為）

名誉・信用の毀損（きそん）、侮辱（ぶじょく）

パワー・ハラスメント（職場内で、指導を超えて相手に苦痛を与えること）

職場での嫌がらせ

学校でのいじめ

あらぬ噂（うわさ）、他人からの悪口、かげ口

0.0 20.0 40.0 60.0

（単位：％）
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※「ハラスメント」は、Ｒ元年度調査では「セクシュアル・ハラスメント」「パワー・ハラスメント」「カスタマー・ハラスメント」の合

計、令和元年度調査では「セクシュアル・ハラスメント」「パワー・ハラスメント」の合計として、大分県調査と比較した。 

※Ｒ元年度調査、大分県調査にある項目で今回調査の項目と対応しないものについては比較していない。 

 

●最も高い回答割合の「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、かげ口」については、前回調査よりも回

答割合が減少している。 

前回調査 ４６．３％ → 今回調査 ３９．３％ 

 

●「学校でのいじめ」は大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査 １８．３％ ： 今回調査 25.0％ 

 

●「ハラスメント」は大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査 ２２．１％ ： 今回調査 ３３．３％ 

「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、かげ口」については、前回調査、大分県調査ともに最も回答

割合の高い項目となっている。「学校でのいじめ」「職場での嫌がらせ」「ハラスメント」という回答も、

今回調査、前回調査ともに２割以上の回答がある。 

  

39.3

46.3

43.7

33.3

26.8

22.1

25.0

25.5

18.3

20.2

21.3

25.7

14.9

11.4

19.5

7.1

10.0

13.3

6.0

8.6

15.3

5.7

4.4

5.6

5.4

4.2

12.4

5.1

6.1

10.9

4.8

3.0

3.5

3.9

4.4

5.6

3.6

4.2

4.1

2.7

7.5

7.4

2.1

1.9

4.4

1.8

2.5

1.2

1.7

3.5

0.6

0.6

3.8

5.7

2.8

6.2

2.7

4.7

1.8

凡例

R６調査

(n=336)

R元調査

(n=361)

R5大分県

(n=339)

あらぬ噂

（うわさ）、

他人から

の悪口、

かげ口

ハラスメ

ント

学校での

いじめ
職場での

嫌がらせ

名誉・信

用の毀損

（きそん）、

侮辱（ぶ

じょく）

なんとなく

差別され

ているよ

うな感じ

差別待遇

（人種・信

条・性別・

社会的身

分等によ

り、就職や

結婚等の

社会生活

の上で不

平等また

は不利益

な取扱い

をされた）

暴力、強迫、

強要（社会

的地位、慣

習、脅迫等

により、本

来しなくて

もいいこ

とを無理

矢理させ

られたり

権利の行

使を妨害

された）

使用者に

よる時間

外労働の

強制等の

不当な

待遇

プライバ

シーの

侵害

ドメス

ティック・

バイオレ

ンス（配

偶者や

パート

ナーから

の暴力）

警察官等

の公務員

からの不

当な取扱

い

答えたく

ない

地域社会

での嫌が

らせ
悪臭・騒音

等の公害

ストー

カー行為 児童虐待

病院や社

会福祉施

設等での

施設職員

からの不

当な

取扱い 不明その他

（単位：％）
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【属性別にみた集計】（表の項目が多いため、３段で掲載している。） 

 

 

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

336 100.0 132 39.3 50 14.9 13 3.9 19 5.7 7 2.1 20 6.0 9 2.7

男性 119 100.0 43 36.1 27 22.7 7 5.9 9 7.6 4 3.4 4 3.4 1 0.8

女性 204 100.0 87 42.6 23 11.3 6 2.9 8 3.9 3 1.5 16 7.8 6 2.9

性別を答えることに抵抗がある 8 100.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0

不明 5 100.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0

10歳代 2 100.0 1 50.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 32 100.0 12 37.5 7 21.9 0 0.0 3 9.4 0 0.0 2 6.3 0 0.0

30歳代 57 100.0 29 50.9 15 26.3 2 3.5 3 5.3 0 0.0 3 5.3 1 1.8

40歳代 110 100.0 43 39.1 12 10.9 3 2.7 3 2.7 3 2.7 4 3.6 2 1.8

50歳代 69 100.0 28 40.6 12 17.4 2 2.9 5 7.2 1 1.4 9 13.0 3 4.3

60歳代 39 100.0 8 20.5 3 7.7 3 7.7 3 7.7 2 5.1 1 2.6 2 5.1

70歳代以上 19 100.0 9 47.4 1 5.3 3 15.8 1 5.3 1 5.3 1 5.3 0 0.0

不明 8 100.0 2 25.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 0 0.0 1 12.5

会社員 117 100.0 43 36.8 20 17.1 2 1.7 7 6.0 1 0.9 3 2.6 4 3.4

自営業 32 100.0 12 37.5 5 15.6 2 6.3 3 9.4 2 6.3 1 3.1 1 3.1

官公庁 29 100.0 9 31.0 4 13.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 6.9 0 0.0

教職員 12 100.0 5 41.7 2 16.7 1 8.3 0 0.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0

福祉関係者 60 100.0 30 50.0 9 15.0 2 3.3 3 5.0 0 0.0 9 15.0 2 3.3

家事専業 29 100.0 11 37.9 1 3.4 3 10.3 3 10.3 2 6.9 2 6.9 1 3.4

無職 24 100.0 8 33.3 3 12.5 1 4.2 1 4.2 1 4.2 1 4.2 0 0.0

学生 8 100.0 3 37.5 2 25.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 1 12.5 0 0.0

その他 20 100.0 11 55.0 3 15.0 2 10.0 0 0.0 1 5.0 0 0.0 0 0.0

不明 5 100.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

臼杵地域 276 100.0 106 38.4 40 14.5 9 3.3 16 5.8 5 1.8 15 5.4 5 1.8

野津地域 55 100.0 26 47.3 9 16.4 4 7.3 2 3.6 2 3.6 5 9.1 3 5.5

不明 5 100.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0 1 20.0

年
代
別

職
業
別

地
域
別

性
別

悪臭・騒音等の公害

差別待遇
（人種・信条・性別・
社会的身分等によ
り、就職や結婚等の
社会生活の上で不
平等または不利益
な取扱いをされた）

地域社会での
嫌がらせ

合計
あらぬ噂（うわさ）、
他人からの悪口、か

げ口

名誉・信用の毀損
（きそん）、侮辱（ぶ

じょく）

警察官等の公務員
からの不当な

取扱い

暴力、強迫、強要
（社会的地位、慣習、

脅迫等により、
本来しなくてもいい
ことを無理矢理させ
られたり権利の行使

を妨害された）

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

84 25.0 68 20.2 18 5.4 2 0.6 17 5.1 19 5.7 65 19.3 28 8.3

男性 29 24.4 22 18.5 4 3.4 0 0.0 3 2.5 1 0.8 21 17.6 11 9.2

女性 51 25.0 43 21.1 13 6.4 1 0.5 12 5.9 17 8.3 43 21.1 17 8.3

性別を答えることに抵抗がある 2 25.0 1 12.5 1 12.5 1 12.5 2 25.0 1 12.5 1 12.5 0 0.0

不明 2 40.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10歳代 1 50.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 11 34.4 9 28.1 3 9.4 0 0.0 2 6.3 1 3.1 8 25.0 0 0.0

30歳代 13 22.8 12 21.1 2 3.5 0 0.0 4 7.0 5 8.8 10 17.5 4 7.0

40歳代 29 26.4 23 20.9 7 6.4 0 0.0 8 7.3 8 7.3 20 18.2 12 10.9

50歳代 19 27.5 9 13.0 4 5.8 0 0.0 1 1.4 5 7.2 13 18.8 6 8.7

60歳代 7 17.9 9 23.1 1 2.6 1 2.6 1 2.6 0 0.0 10 25.6 4 10.3

70歳代以上 2 10.5 3 15.8 1 5.3 1 5.3 1 5.3 0 0.0 4 21.1 2 10.5

不明 2 25.0 3 37.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

会社員 38 32.5 25 21.4 3 2.6 0 0.0 6 5.1 11 9.4 27 23.1 14 12.0

自営業 4 12.5 8 25.0 4 12.5 0 0.0 1 3.1 1 3.1 8 25.0 1 3.1

官公庁 8 27.6 6 20.7 2 6.9 0 0.0 2 6.9 1 3.4 4 13.8 3 10.3

教職員 2 16.7 1 8.3 0 0.0 1 8.3 0 0.0 1 8.3 3 25.0 2 16.7

福祉関係者 13 21.7 14 23.3 5 8.3 0 0.0 4 6.7 2 3.3 14 23.3 4 6.7

家事専業 7 24.1 8 27.6 1 3.4 1 3.4 0 0.0 2 6.9 5 17.2 1 3.4

無職 4 16.7 2 8.3 1 4.2 0 0.0 2 8.3 1 4.2 2 8.3 1 4.2

学生 4 50.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

その他 2 10.0 2 10.0 2 10.0 0 0.0 2 10.0 0 0.0 2 10.0 2 10.0

不明 2 40.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 74 26.8 58 21.0 16 5.8 1 0.4 13 4.7 17 6.2 56 20.3 22 8.0

野津地域 8 14.5 8 14.5 2 3.6 1 1.8 4 7.3 2 3.6 9 16.4 6 10.9

不明 2 40.0 2 40.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

年
代
別

職
業
別

地
域
別

病院や社会福祉施
設等での施設職員

からの不当な
取扱い

プライバシーの
侵害

セクシュアル・ハラス
メント

（性的嫌がらせ）

パワー・ハラスメン
ト（職場内で、指導
を超えて相手に苦
痛を与えること）

カスタマー・ハラス
メント（顧客等から
の暴行、脅迫、ひど
い暴言、不当な要求

などの著しい
迷惑行為）

性
別

学校でのいじめ
職場での
嫌がらせ

使用者による時間
外労働の強制等の

不当な待遇
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●性別でみると、男性の回答割合が女性より特に高かったものは、「名誉・信用の毀損(きそん)、侮辱(ぶじょく)」

「暴力、強迫、強要」となっている。女性の回答割合が男性より特に高かったのは、「あらぬ噂(うわさ)、他人か

らの悪口、かげ口」「差別待遇」「セクシュアル・ハラスメント」「ドメスティック・バイオレンス」である。 

●年代別でみると、人権侵害の内容は年代によってばらつきがみられる。「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、

かげ口」の回答割合が高いのは１０歳代、３０歳代、７０歳代以上となっている。「職場での嫌がらせ」は２０歳代

で高く、「パワー・ハラスメント」は２０歳代と６０歳代で高い。今回調査で新たに追加した「カスタマー・ハラスメ

ント」は３０歳代以上で回答が得られた。６０歳代は「ドメスティック・バイオレンス」の回答割合が高く、６０歳代

以上では「答えたくない」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「福祉関係者」「その他」は「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、かげ口」の回答割合が高く、

「学生」は「学校でのいじめ」の回答割合が高い。「無職」「その他」は「答えたくない」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域より野津地域は「あらぬ噂(うわさ)、他人からの悪口、かげ口」の回答割合が高い。 

  

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

4 1.2 16 4.8 6 1.8 24 7.1 12 3.6 19 5.7 9 2.7

男性 1 0.8 0 0.0 0 0.0 8 6.7 2 1.7 8 6.7 3 2.5

女性 3 1.5 15 7.4 6 2.9 13 6.4 8 3.9 11 5.4 5 2.5

性別を答えることに抵抗がある 0 0.0 1 12.5 0 0.0 1 12.5 1 12.5 0 0.0 1 12.5

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0

10歳代 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 1 3.1 0 0.0 1 3.1 1 3.1 1 3.1 2 6.3 0 0.0

30歳代 0 0.0 2 3.5 1 1.8 2 3.5 1 1.8 2 3.5 3 5.3

40歳代 1 0.9 7 6.4 0 0.0 5 4.5 5 4.5 9 8.2 2 1.8

50歳代 1 1.4 2 2.9 3 4.3 2 2.9 0 0.0 3 4.3 3 4.3

60歳代 1 2.6 5 12.8 1 2.6 8 20.5 2 5.1 1 2.6 0 0.0

70歳代以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 21.1 1 5.3 2 10.5 0 0.0

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 25.0 2 25.0 0 0.0 1 12.5

会社員 1 0.9 5 4.3 4 3.4 7 6.0 2 1.7 5 4.3 1 0.9

自営業 0 0.0 1 3.1 0 0.0 2 6.3 2 6.3 4 12.5 0 0.0

官公庁 0 0.0 0 0.0 1 3.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 10.3

教職員 0 0.0 1 8.3 1 8.3 0 0.0 0 0.0 1 8.3 0 0.0

福祉関係者 1 1.7 7 11.7 0 0.0 3 5.0 1 1.7 2 3.3 4 6.7

家事専業 2 6.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 6.9 2 6.9 1 3.4

無職 0 0.0 2 8.3 0 0.0 4 16.7 1 4.2 2 8.3 0 0.0

学生 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 12.5 0 0.0 1 12.5 0 0.0

その他 0 0.0 0 0.0 0 0.0 5 25.0 3 15.0 2 10.0 0 0.0

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 3 1.1 12 4.3 5 1.8 18 6.5 10 3.6 15 5.4 8 2.9

野津地域 1 1.8 4 7.3 1 1.8 4 7.3 1 1.8 4 7.3 1 1.8

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 40.0 1 20.0 0 0.0 0 0.0

年
代
別

職
業
別

地
域
別

性
別

その他 不明児童虐待

ドメスティック・
バイオレンス
（配偶者や

パートナーからの
暴力）

なんとなく差別さ
れているような

感じ
答えたくない ストーカー行為
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（３）人権侵害への対応について 

 

(問８で「１．ある」と回答した３３６人に対しての設問) 

 

 
【結果概要】（回答割合の高い順） 

1.「抗議も相談もしなかった」 ４３．7％ 

2.「身近な人に相談した」  ３４．２％ 

3.「相手に抗議した」   １０．４％ 

4.「その他」      ６．０％ 

5.「相談機関に相談した」   ３．３％ 

「抗議も相談もしなかった」の回答が一番多く４３．７％、次いで「身近な人に相談した」が３４.２％と

なっている。  

人権侵害への対応 人数(人) 構成比(％)

抗議も相談もしなかった 147 43.7

身近な人に相談した 115 34.2

相手に抗議した 35 10.4

その他 20 6.0

相談機関(法務局、人権擁護委員、県や市役所の担当課、NPO等の民間
団体、警察署、弁護士等）に相談した

11 3.3

不明 8 2.4

全体 336 100.0

抗議も相談もしなかった

147

43.7%

身近な人に相談した

115

34.2%

相手に抗議した

35

10.4%

その他

20

6.0%

相談機関に

相談した

11

3.3%

不明

8

2.4%

【問１０】引き続き、問８で「１．ある」を選んだ方にお尋ねします。そのとき、あなたはどうしましたか。 

（○は 1つ） 

「抗議も相談もしなかった」43.7％ 

「抗議・相談した」47.9％ 

(その他の回答は除く) 
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 
※「相談機関に相談した」は、令和元年度調査では「相談機関に相談した」「警察に相談した」「弁護士に相談した」の合計とし

て、大分県調査と比較した。 

 

●「相手に抗議した」が前回調査よりも減少。 

前回調査 １３．０％ → 今回調査 １０．４％ 

 

●「抗議も相談もしなかった」が前回調査よりも増加。 

前回調査 ３６．３％ → 今回調査 ４３．７％ 

「相手に抗議した」は、前回調査よりも減少しており、反対に「抗議も相談もしなかった」が前回調査

よりも増加している。 

 

  

10.4

13.0

8.6

34.2

34.3

32.2

3.3

3.9

4.7

43.7

36.3

42.5

6.0

7.8

5.6

2.4

4.7

6.5

凡例

R６調査

(n=336)

R元調査

(n=361)

R5大分県

(n=339)

相手に抗議した

身近な人に

相談した

相談機関（法務局、人権擁

護委員、県や市役所の担当

課、 NPO 等の民間団体、

警察署、弁護士等）に相談

した

抗議も相談も

しなかった その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性は「身近な人に相談した」の回答割合が高い。反対に「抗議も相談もしなかった」の回答割

合は、女性より男性のほうが高い。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「相談機関に相談した」

の回答割合が高い。 

●年代別でみると、５０～６０歳代で「相手に抗議した」の回答割合が高い。一方で、６０歳代以上は「抗議も相談

もしなかった」の回答が半数を超えていた。「身近な人に相談した」の回答割合は、年代別にばらつきがあった。 

●職業別でみると、「福祉関係者」は「相手に抗議した」の回答割合が高い。また、「教職員」と「学生」は「相手に

抗議した」と回答した人はおらず、「身近な人に相談した」の回答割合が高い。「無職」と「学生」は「抗議も相談

もしなかった」の回答割合が高い。「家事専業」は「相談機関に相談した」の回答割合が１０．３％であり、他の職

業よりも回答割合が高い。 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域は「相手に抗議した」の回答割合が高く、臼杵地域よりも野津地域

は「身近な人に相談した」の回答割合が高い。  
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38.5
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40.0
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66.7

62.5

40.0

20.0

43.1

49.1

20.0

5.0

6.4

12.5

7.0

8.2

1.4

10.3

5.3
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5.1
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3.3

6.9

8.3

20.0

6.2

5.5

2.5

2.0

20.0

50.0

1.8

5.1

10.5

25.0

0.9

6.3

1.7

4.2

12.5

5.0

20.0

2.5

20.0

凡例

男性(n=119)

女性(n=204)

性別を答えることに抵抗がある(n=8)

不明(n=5)

10歳代(n=2)

20歳代(n=32)

30歳代(n=57)

40歳代(n=110)

50歳代(n=69)

60歳代(n=39)

70歳代以上(n=19)

不明(n=8)

会社員(n=117)

自営業(n=32)

官公庁(n=29)

教職員(n=12)

福祉関係者(n=60)

家事専業(n=29)

無職(n=24)

学生(n=8)

その他(n=20)

不明(n=5)

臼杵地域(n=276)

野津地域(n=55)

不明(n=5)

相手に

抗議した

身近な人に

相談した

相談機関に

相談した

抗議も相談も

しなかった その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=119)

女性(n=204)

性別を答えることに抵抗がある

(n=8)

10歳代(n=2)

20歳代(n=32)

30歳代(n=57)

40歳代(n=110)

50歳代(n=69)

60歳代(n=39)

70歳代以上(n=19)

会社員(n=117)

自営業(n=32)

官公庁(n=29)

教職員(n=12)

福祉関係者(n=60)

家事専業(n=29)

無職(n=24)

学生(n=8)

その他(n=20)

臼杵地域(n=276)

野津地域(n=55)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=5)

不明(n=5)

不明(n=5)

不明(n=8)
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【人権侵害の内容別にみた集計】 

 
 

●人権侵害された内容別でみると、「相手に抗議した」の回答割合が高い項目は、「使用者による時間外労働の

強制等の不当な待遇」（27.8％）、「プライバシーの侵害」（23.5％）、「ドメスティック・バイオレンス」（18.8％）

である。 

●「身近な人に相談した」の回答割合が高い項目は、「ストーカー行為」（66.６％）、「病院や社会福祉施設等での

施設職員からの不当な取扱い」（５０．０％）、「地域社会での嫌がらせ」（44.５％）、「暴力、強迫、強要」

（42.1％）である。 

●「抗議も相談もしなかった」の回答割合が高い項目は、「答えたくない」（66.６％）、「セクシュアル・ハラスメント」

（52.6％）、「病院や社会福祉施設等での施設職員からの不当な取扱い」(５０．０％)、「児童虐待」(５０．０％)

である。 
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40.0
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25.0

31.2

66.6
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36.8

3.0
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10.5

14.3

3.6

2.9
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3.6

25.0

12.5

16.7

22.2

38.6

32.0

38.5

42.1

42.8

45.0

33.3

46.4

36.8

44.4

50.0

35.3

52.6

36.9

42.8

50.0

18.8

16.7

45.8

66.6

31.6

66.7

3.0

6.0

5.0

11.1

2.4

7.4

5.6

5.9

10.5

4.6

3.6

6.2

4.2

16.7

26.3

1.5

7.7

11.1

1.2

1.5

3.1

12.5

8.3

凡例

あらぬ噂（うわさ）、他人からの悪口、かげ口(n=132)

名誉・信用の毀損（きそん）、侮辱（ぶじょく）(n=50)

警察官等の公務員からの不当な取扱い(n=13)

暴力、強迫、強要（（社会的地位、慣習、脅迫等により、本来しなく

てもいいことを無理矢理させられたり権利の行使を妨害され

た））(n=19)

悪臭・騒音等の公害(n=7)

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、就職や結婚等

の社会生活の上で不平等または不利益な取扱いをされた）

(n=20)

地域社会での嫌がらせ(n=9)

学校でのいじめ(n=84)

職場での嫌がらせ(n=68)

使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇(n=18)

病院や 社会福祉施設等での 施設職員からの不当な取扱い

(n=2)

プライバシーの侵害(n=17)

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）(n=19)

パワー・ハラスメント（職場内で、指導を超えて相手に苦痛を与え

ること）(n=65)

カスタマー・ハラスメント（顧客等からの暴行、脅迫、ひどい暴言、

不当な要求などの著しい迷惑行為）(n=28)

児童虐待(n=4)

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力）

(n=16)

ストーカー行為(n=6)

なんとなく差別されているような感じ(n=24)

答えたくない(n=12)

その他(n=19)

不明(n=9)

相手に

抗議した

身近な人に

相談した

相談機関に

相談した

抗議も相談も

しなかった その他 不明

（単位：％）

凡例

あらぬ噂（うわさ）、他人からの悪口、かげ口

(n=132)

名誉・信用の毀損（きそん）、侮辱（ぶじょく）

(n=50)

警察官等の公務員からの不当な取扱い

(n=13)

暴力、強迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫等により、

本来しなくてもいいことを無理矢理させられたり

権利の行使を妨害された）(n=19)

悪臭・騒音等の公害

(n=7)

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により

就職や結婚等の社会生活の上で不平等または

不利益な取扱いをされた）(n=20)

地域社会での嫌がらせ

(n=9)

学校でのいじめ

(n=84)

職場での嫌がらせ

(n=68)

使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇

(n=18)

病院や社会福祉施設等での

施設職員からの不当な取扱い

(n=2)

プライバシーの侵害

(n=17)

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

(n=19)

パワー・ハラスメント（職場内で、指導を超えて

相手に苦痛を与えること）

(n=65)

カスタマー・ハラスメント（顧客等からの暴行、脅迫、

ひどい暴言、不当な要求などの著しい迷惑行為）

(n=28)

児童虐待

(n=4)

ドメスティック・バイオレンス

（配偶者やパートナーからの暴力）

(n=16)

ストーカー行為

(n=6)

なんとなく差別されているような感じ

(n=24)

答えたくない

(n=12)

その他

(n=19)

不明

(n=9)
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４.インターネットと人権について 

（１）インターネットによる人権侵害について 

 

 

 

(すべての回答者１，２１０人に対しての設問) 

 

 

【結果概要】 

「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」が最も高く、次に、「個人の

プライバシーに関する情報が、インターネット上に流出すること」の回答割合が高い。  

インターネットによる人権侵害について 人数(人) 構成比(％)

インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること 1,091 90.2

個人のプライバシーに関する情報が、インターネット上に流出する
こと

859 71.0

不適切な画像や動画（わいせつ・いたずらなど）を掲載すること 575 47.5

一部の交流サイト・交流アプリなどが犯罪を誘発する場となっている
こと

556 46.0

捜査対象となっている未成年者の、実名や顔写真を掲載すること 286 23.6

わからない 46 3.8

その他 11 0.9

不明 9 0.7

累計(n) 累計(%)

3,433 283.7

0.7 

0.9 

3.8 

23.6 

46.0 

47.5 

71.0 

90.2 

不明

その他

わからない

捜査対象となっている未成年者の、

実名や顔写真を掲載すること

一部の交流サイト・交流アプリなどが

犯罪を誘発する場となっていること

不適切な画像や動画（わいせつ・

いたずらなど）を掲載すること

個人のプライバシーに関する情報が、

インターネット上に流出すること

インターネット上に、誰かを傷つけるような

言葉・表現を掲載すること

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

（単位：％）

【問１１】インターネットによる人権侵害の問題として、現在、特に問題となっているのはどのようなこと

だと思いますか。（○はいくつでも） 
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※大分県調査「ネットポルノが存在していること」は、今回調査では「不適切な画像や動画(わいせつ・いたずらなど)を掲載す

ること」に対応させた。 

 

●「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」が前回調査よりも増加。 

前回調査   ８３．３％ → 今回調査 ９０．２％ 

 

●「不適切な画像や動画（わいせつ・いたずらなど）を掲載すること」が大分県調査よりも高い。 

大分県調査 ２４．４％ ： 今回調査 ４７．５％ 

「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」「個人のプライバシーに関

する情報が、インターネット上に流出すること」「不適切な画像や動画（わいせつ・いたずらなど）を掲

載すること」は大分県調査より回答割合が高い結果となり、「不適切な画像や動画（わいせつ・いたず

らなど）を掲載すること」は大分県調査の約２倍の回答割合となった。 

 

  

90.2

83.3

69.7

71.0

75.2

44.2

47.5

57.2

24.4

46.0

57.1

56.6

23.6

30.7

27.2

3.8

5.9

16.6

0.9

1.8

0.7

0.7

1.1

4.4

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

インターネット上

に、誰かを傷つ

けるような言葉・

表現を掲載する

こと

個人のプライバ

シーに関する情

報が、インター

ネット上に流出す

ること

不適切な画像や

動画（わいせつ・

いたずらなど）を

掲載すること

一部の交流サイ

ト・交流アプリな

どが犯罪を誘発

する場となって

いること

捜査対象となっ

ている未成年 者

の、実名や顔写

真を掲載する こ

と わからない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性の回答数が多く、「一部の交流サイト・交流アプリなどが犯罪を誘発する場となっているこ

と」「不適切な画像や動画を掲載すること」「プライバシーの流出」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代で「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること」が最も高い

割合を占めている。また、他の年代と比較すると、１０歳代で「捜査対象となっている未成年者の実名や顔写真

を掲載すること」の回答割合が高い。３０歳代と５０歳代は、「プライバシーの流出」の回答割合が約８割を占め

ている。また、６０歳代の回答数が最も多く、他の年代に比べて「一部の交流サイト・交流アプリなどが犯罪を誘

発する場となっていること」「不適切な画像や動画を掲載すること」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「教職員」の回答数が多く、「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載する

こと」「不適切な画像や動画を掲載すること」「プライバシーの流出」の回答割合が高い。「家事専業」は、「一部

の交流サイト・交流アプリなどが犯罪を誘発する場となっていること」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載す

ること」の回答割合が高い。  
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63.3
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65.3

63.0
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71.9

62.5

21.2

25.9

16.7

13.3

33.3

22.0

26.2

24.5

25.2

25.0

15.3

10.5

21.6

16.8

24.7

40.0

25.7

30.3

20.2

36.6

21.3
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24.0

22.8
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4.5

3.0

5.6

13.3

2.0

2.3

1.8
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7.0

11.0

5.3

2.1

5.0

4.8

2.8

11.0

2.4

8.0

3.7

3.5

4.4

12.5

1.0

0.6

11.1

1.2

0.7

2.0

1.7

5.3

0.5

2.9

0.6

0.9

3.7

2.7

0.8

1.3

0.6

0.6

13.3

1.1

0.4

2.5

10.5

0.2

0.6

0.9

2.7

14.8

0.4

1.3

12.5

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

インターネッ

ト上に、誰か

を傷つける

ような言葉・

表現を掲載

すること

一部の交流

サイト・交流

アプリなどが

犯罪を誘発

する場となっ

ていること

不適切な画

像や動画(わ

いせつ・いた

ずらなど)を

掲載すること

個人のプライ

バシーに関す

る情報が、イ

ンターネット

上に流出す

ること

捜査対象と

なっている

未成年者の、

実名や顔写

真を掲載す

ること わからない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）インターネットによる人権侵害を防ぐ取組について 

 

 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する」    40．0％ 

2．「インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う」    ２３．２％ 

3．「プロバイダ(インターネットの提供者)に対し、情報の停止・削除を求める」 ２３．１％ 

4．「被害を受けた人のために、相談体制を充実する」       ６．０％ 

5．「わからない」               ５．４％ 

6．「その他」                １．６％ 

「違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する」との回答が４０．０％で最も割合が高

かった。次いで「インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う」が２３．２%、「プロバイダ

(インターネットの提供者)に対し、情報の停止・削除を求める」が２３．１%となっている。  

インターネットによる人権侵害を防ぐ取組 人数(人) 構成比(％)

違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する 483 40.0

インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う 281 23.2

プロバイダ（インターネットの提供者）に対し
情報の停止・削除を求める

280 23.1

被害を受けた人のために、相談体制を充実する 73 6.0

わからない 65 5.4

その他 19 1.6

不明 9 0.7

全体 1,210 100.0

0.7 

1.6 

5.4 

6.0 

23.1 

23.2 

40.0 

不明

その他

わからない

被害を受けた人のために、

相談体制を充実する

プロバイダ(インターネットの提供

者)に対し

情報の停止・削除を求める

インターネットの正しい利用につい

ての

教育・啓発を行う

違法な情報発信者に対する、

監視・取り締まりを強化する

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

（単位：％）

【問１２】インターネットによる人権侵害を防ぐためには、どのような取組が必要だと思いますか。 

（○は１つ） 
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【属性別にみた集計】 

 
●性別でみると、女性は「被害を受けた人のために、相談体制を充実する」の回答割合が男性より高い。「性別を

答えるのに抵抗がある」と回答した人は、「違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する」の回答

割合が高い。 

●年代別でみると、どの年代も「違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する」の回答割合が高く、

なかでも４０歳代が高い。また、２０歳代と３０歳代は「インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う」

の回答割合が高く、約３割を占めている。 

●職業別でみると、「違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する」の回答割合が高い職業は「会社

員」「官公庁」「学生」である。また、「インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う」の回答割合が高

いのは「福祉関係者」「教職員」である。 

●地区別でみると、臼杵地域と野津地域のどちらの地域においても、「違法な情報発信者に対する、監視・取り締

まりを強化する」の回答割合が高い。 

5.5

6.4

13.3

6.7

9.9

5.0

4.3

5.0

6.8

15.8

5.8

5.9

5.2

8.6

4.8

7.3

6.4

9.3

11.1

5.8

6.6

12.5

21.6

25.2

5.6

13.3

20.0

29.3

29.6

24.1

20.9

20.0

17.0

10.5

22.5

20.2

24.7

31.4

32.3

25.7

15.6

24.4

16.0

14.8

23.7

21.5

18.8

39.3

40.2

55.5

26.8

40.0

39.9

37.2

45.6

41.3

40.0

29.6

21.1

43.1

40.3

42.3

40.0

38.3

35.8

34.9

43.9

38.7

22.2

40.1

40.3

18.8

24.9

22.0

22.2

13.3

20.0

20.7

18.0

19.9

27.6

26.5

27.1

21.1

23.9

22.7

25.8

17.1

21.0

21.1

26.6

24.4

20.0

26.0

23.6

21.5

18.8

5.7

5.0

5.6

13.3

20.0

2.7

3.5

1.8

4.7

6.5

17.0

10.5

2.8

8.4

1.0

2.4

9.2

14.7

7.3

8.0

11.1

4.8

7.5

12.5

2.4

0.6

11.1

6.7

0.7

1.2

2.5

0.8

2.0

0.8

10.5

1.4

2.5

1.0

2.9

0.6

0.9

0.9

5.3

3.7

1.6

1.3

6.2

0.6

0.6

13.3

0.6

1.1

0.4

1.7

10.5

0.5

0.6

0.9

2.7

11.1

0.4

1.3

12.4

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

被害を

受けた人の

ために、

相談体制を

充実する

インターネッ

トの正しい

利用につい

ての教育・

啓発を行う

違法な情報

発信者に対

する、監視・

取り締まり

を強化する

プロバイダ

(インターネッ

ト提供者)に

対し情報の停

止・削除を求

める わからない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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５.部落差別問題（同和問題）について 

（１）部落差別問題（同和問題）の認知状況について 

 

 

 

 

【結果概要】 

約９割の回答者が部落差別問題（同和問題）について「知っている」と回答した。  

部落差別問題(同和問題)の認知状況 人数(人) 構成比(％)

知っている 1,036 85.6

知らない 163 13.5

不明 11 0.9

全体 1,210 100.0

知っている

1,036

85.6%

知らない

163

13.5%

不明

11

0.9%

【問１３】あなたは日本の社会に「部落差別問題（同和問題）」と呼ばれる差別や人権侵害があることを 

知っていますか。（○は１つ） 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「知っている」が微減。         ●「知らない」が微増。 

前回調査 ８７．６％ → 今回調査 ８５．６％  前回調査 １０．９％ → 今回調査 １３．５％ 

前回調査より部落差別問題（同和問題）を「知っている」の回答割合がやや減少したが、大きな変

化はみられない。 

  

85.6

87.6

13.5

10.9

0.9

1.5

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

知っている 知らない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

  
●性別でみると、男性より女性のほうが「知っている」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代、４０～６０歳代の回答者の約９割が「知っている」と回答している。一方で、２０～３０

歳代、および７０歳代以上の世代の回答者の約２割が「知らない」と回答している。 

●職業別でみると、「官公庁」は「知っている」の回答割合が１００．０％である。一方で、「無職」「学生」「その他」の

職業では認知度が低い。 

●地域別でみると、臼杵地域よりも野津地域のほうが、「知っている」の回答割合が高い。  

84.3

87.1

83.3

66.7

93.3

78.7

80.8

87.9

92.1

90.0

76.3

68.4

85.3

87.4

100.0

97.1

85.6

87.2

77.9

82.9

78.7

63.0

85.3

88.6

62.4

14.5

12.6

16.7

13.3

6.7

21.3

19.2

10.3

7.1

9.5

22.9

21.1

14.2

12.6

2.9

13.2

11.9

19.3

17.1

20.0

29.6

14.1

10.5

18.8

1.2

0.3

20.0

1.8

0.8

0.5

0.8

10.5

0.5

1.2

0.9

2.8

1.3

7.4

0.6

0.9

18.8

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

知っている 知らない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別

不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）部落差別問題（同和問題）を知った時期について 

 

(問１３で「１．知っている」と回答した１，０３６人に対しての設問) 

 

 
【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「小学生の頃」   ５３．0％ 

2．「中学生の頃」   １７．９％ 

3．「社会人になってから」 １３．２％ 

4．「覚えていない」   ６．６％ 

5．「高校生の頃」    ５．７％ 

6．「大学生の頃」    ２．２％ 

7．「その他」     ０．７％ 

「小学生の頃」との回答割合が最も高く、約５割を占め、次いで「中学生の頃」が約２割である。義

務教育の間に知ったと回答した人が７割となっている。  

部落差別問題(同和問題)を知った時期 人数(人) 構成比(％)

小学生の頃 550 53.0

中学生の頃 185 17.9

高校生の頃 59 5.7

大学生の頃 23 2.2

社会人になってから 137 13.2

覚えていない 68 6.6

その他 7 0.7

不明 7 0.7

全体 1,036 100.0

小学生の頃

550

53.0%

中学生の頃

185

17.9%

高校生の頃

59

5.7%

大学生の頃

23

2.2%

社会人に

なってから

137

13.2%

覚えていない

68

6.6%

その他

7

0.7%

不明

7

0.7%

【問１４】問１３で「１．知っている」とお答えした方にお尋ねします。あなたが部落差別問題（同和問題）を 

知ったのはいつ頃ですか。（○は 1つ） 
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＜前回調査結果との比較＞ 

 

 

●「小学生の頃」が増加。           ●「社会人になってから」が減少。 

前回調査 ４２．２％ → 今回調査 ５３．１％    前回調査 １９．２％ → 今回調査 １３．２％ 

 

●「中学生の頃」が減少。           

前回調査 ２１．８％ → 今回調査 １７．９％ 

「小学生の頃」の回答割合は、前回調査から増加している。一方で、「社会人になってから」「中学

生の頃」の回答割合は、前回調査から減少している。 

 

  

53.1

42.2

17.9

21.8

5.7

6.0

2.2

2.3

13.2

19.2

6.6

6.8

0.7

0.3

0.7

1.5

凡例

R６調査

(n=1,036)

R元調査

(n=1,017)

小学生の頃 中学生の頃 高校生の頃 大学生の頃

社会人になっ

てから 覚えていない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

52.1

55.0

33.3

20.0

57.2

57.8

60.5

72.2

58.8

31.6

15.6

15.4

60.4

65.4

57.8

61.9

51.7

41.0

34.1

55.8

28.8

29.4

55.3

45.5

30.0

19.1

16.7

26.7

20.0

28.6

22.0

12.9

11.3

20.1

22.2

23.3

7.7

19.8

10.6

20.6

23.5

14.7

18.9

10.6

20.6

27.1

11.8

17.6

19.3

10.0

6.7

4.6

6.7

20.0

7.1

5.1

4.3

2.8

3.0

8.9

15.6

15.4

4.3

2.9

3.1

2.9

4.2

5.3

17.6

11.8

6.8

11.8

6.1

3.5

20.0

4.0

1.0

0.8

2.2

0.8

0.9

6.1

4.4

1.9

1.9

2.1

3.5

8.2

1.9

3.5

11.4

14.5

13.3

20.0

4.2

11.5

7.3

9.8

22.2

33.4

38.4

7.1

12.5

11.3

5.9

18.2

26.3

20.0

22.0

23.5

11.9

17.8

30.0

6.5

6.2

13.3

20.0

7.1

9.3

7.9

4.8

5.6

7.8

4.4

15.4

5.4

4.8

4.1

2.9

7.7

6.3

7.1

11.8

11.9

23.5

5.9

8.9

10.0

1.0

6.7

0.7

0.4

0.9

0.6

1.1

7.7

1.1

1.1

1.2

1.7

0.6

1.0

0.2

1.0

0.8

0.4

0.9

0.6

2.2

1.9

1.0

2.9

1.1

1.2

1.7

0.7

0.5

凡例

男性(n=430)

女性(n=581)

性別を答えることに抵抗がある(n=15)

不明(n=10)

10歳代(n=14)

20歳代(n=118)

30歳代(n=139)

40歳代(n=248)

50歳代(n=234)

60歳代(n=180)

70歳代以上(n=90)

不明(n=13)

会社員(n=368)

自営業(n=104)

官公庁(n=97)

教職員(n=34)

福祉関係者(n=143)

家事専業(n=95)

無職(n=85)

学生(n=34)

その他(n=59)

不明(n=17)

臼杵地域(n=824)

野津地域(n=202)

不明(n=10)

小学生の頃 中学生の頃 高校生の頃 大学生の頃

社会人に

なってから

覚えて

いない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=430)

女性(n=581)

性別を答えることに抵抗がある

(n=15)

10歳代(n=14)

20歳代(n=118)

30歳代(n=139)

40歳代(n=248)

50歳代(n=234)

60歳代(n=180)

70歳代以上(n=90)

会社員(n=368)

自営業(n=104)

官公庁(n=97)

教職員(n=34)

福祉関係者(n=143)

家事専業(n=95)

無職(n=85)

学生(n=34)

その他(n=59)

臼杵地域(n=824)

野津地域(n=202)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=10)

不明(n=17)

不明(n=10)

不明(n=１3)
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●性別でみると、男女ともに「小学生の頃」の回答割合が最も高い。「性別を答えることに抵抗がある」

と回答した人は、男性や女性と比較すると、「中学生の頃」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、６０歳代以下は「小学生の頃」の回答割合が最も高い。６０歳代は、「小学生の頃」

「中学生の頃」「社会人になってから」の回答割合にばらつきがある。７０歳代以上では、「社会人にな

ってから」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「福祉関係者」「家事専業」「無職」「その他」では、「社会人になってから」の回答割

合が約２割となっている。 

 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域のほうが「小学生の頃」の回答割合が高い。また、臼杵地

域よりも野津地域のほうが「社会人になってから」の回答割合が高い。  
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（３）部落差別問題（同和問題）を知ったきっかけについて 

 

(問１３で「１．知っている」と回答した１，０３６人に対しての設問) 

 

部落差別問題（同和問題）を知ったきっかけ 人数(人) 構成比(％)

学校の授業で習った 619 59.5

家族（父母、兄弟、祖父母）などから聞いた 118 11.4

部落差別問題(同和問題）は知っているが
きっかけは覚えていない

65 6.3

部落差別問題（同和問題）の講演会や研修会で知った 59 5.7

職場の人から聞いた 39 3.8

学校の友達から聞いた 37 3.6

テレビ･ラジオ･新聞･本等で知った 37 3.6

近所の人から聞いた 15 1.4

県や市町村の、広報紙やパンフレット等で知った 14 1.4

その他 11 1.1

親戚の人から聞いた 10 1.0

インターネットで知った 5 0.5

ケーブルテレビでの啓発映画、啓発アニメ等で知った 1 0.1

不明 6 0.6

全体 1,036 100.0

【問１５】問１３で「１．知っている」とお答えした方にお尋ねします。あなたが部落差別問題（同和問題）

について知ったきっかけは何ですか。(○は１つ) 
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【結果概要】 

「学校の授業で習った」の回答割合が最も高く、５９．5％と過半数を占めている。次いで「家族から

聞いた」（１１．４％）、「部落差別問題(同和問題)は知っているがきっかけは覚えていない」（６．３％）の

順となっている。 

授業や啓発関係の取組を通じて知った人（＝「学校の授業で習った」「部落差別問題(同和問題)

の講演会や研修会で知った」「県や市町村の、広報誌やパンフレット等で知った」「ケーブルテレビで

の啓発映画、啓発アニメ等で知った」の総計）の割合は６６．7％である 

 

  

0.6

0.1

0.5

1.0

1.1

1.4

1.4

3.6

3.6

3.8

5.7

6.3

11.4

59.5

不明

ケーブルテレビでの啓発映画、啓発アニメ等で知った

インターネットで知った

親戚の人から聞いた

その他

県や市町村の、広報紙やパンフレット等で知った

近所の人から聞いた

テレビ･ラジオ･新聞･本等で知った

学校の友達から聞いた

職場の人から聞いた

部落差別問題(同和問題)の講演会や研修会で知った

部落差別問題（同和問題）は知っているが

きっかけは覚えていない

家族(父母、兄弟、祖父母など)から聞いた

学校の授業で習った

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

（単位：％）
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※大分県調査「部落差別問題の集会や研修会」は「部落差別問題(同和問題)の講演会や研修会で知った」と対応させた。 

※大分県調査にある項目で今回調査の項目と対応していないものについては比較していない。 

 

●「学校の授業で習った」が前回調査から増加した。大分県調査よりも高い。 

前回調査     ５２．６％  → 今回調査     ５９．７％ 

大分県調査   ３０．９％  ：  今回調査     ５９．７％ 

 

●「家族から聞いた」は大分県調査より低い結果となった。 

大分県調査   １７．５％  ：   今回調査     １１．４％ 

前回調査と比較すると「学校の授業で習った」との回答が増加している。大分県調査と比較すると、

「家族から聞いた」との回答割合は大分県が高く、「学校の授業で習った」との回答割合は臼杵市が

高い。 

  

59.7

52.6

30.9

11.4

11.5

17.5

6.3

6.8

6.8

5.7

8.2

6.6

3.8

4.2

3.8

3.6

2.1

2.4

3.6

5.6

6.9

1.4

1.8

3.0

1.4

1.4

4.5

1.0

1.4

1.2

0.5

0.5

1.1

0.1

0.2

1.1

1.4

0.6

3.8

8.2

凡例

R６調査

(n=1,036)

R元調査

(n=1,017)

R5大分県

(n=1,539)

学校の

授業で

習った

家族（父

母、兄弟、

祖父母

など）か

ら聞いた

部落差別

問題（同和

問題） は

知ってい

るがきっ

かけは

覚えてい

ない

部落差

別問題

（同和問

題）の講

演会や

研修会

で知った

職場の

人から聞

いた

学校の

友達から

聞いた

テレビ･

ラジオ･

新聞･本

等で知っ

た

近所の

人から聞

いた

県や市

町村の、

広報紙

やパンフ

レット等

で知った

親戚の

人から聞

いた

インター

ネットで

知った

ケーブル

テレビで

の啓発

映画、啓

発アニメ

等で知っ

た その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】（表の項目が多いため、2段で掲載している。） 

 

 

●性別でみると、女性は男性より「学校の授業で習った」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、「学校の授業で習った」と回答した人は１０歳代で７８．６％、次いで４０歳代では７７．４％、２０

歳代で７６．３％、５０歳代で７１．８％となっている。１０～２０歳代は、学校の授業で習ったことが部落差別問題

(同和問題)を知ったきっかけである一方、６０歳代以上は「家族から聞いた」の回答割合が特に高く、「職場の

人から聞いた」「近所の人から聞いた」の回答割合も高いことから、日常会話から部落差別問題(同和問題)を

知る機会が多かったことがわかる。 

●職業別でみると、「学校の授業で習った」は「教職員」（８８．２％）、「学生」（８５．３％）「官公庁」(74.2%)の順

で、割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「家族から聞いた」の回答割合が高い。  

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

1,036 100.0 118 11.4 10 1.0 15 1.4 39 3.8 37 3.6 619 59.7 37 3.6

男性 430 100.0 44 10.2 5 1.2 9 2.1 23 5.3 20 4.7 239 55.6 18 4.2

女性 581 100.0 73 12.6 5 0.9 6 1.0 14 2.4 15 2.6 365 62.8 19 3.3

性別を答えることに抵抗がある 15 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 13.3 1 6.7 9 60.0 0 0.0

不明 10 100.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 10.0 6 60.0 0 0.0

10歳代 14 100.0 1 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 78.6 1 7.1

20歳代 118 100.0 7 5.9 1 0.8 1 0.8 1 0.8 1 0.8 90 76.3 2 1.7

30歳代 139 100.0 14 10.1 0 0.0 0 0.0 3 2.2 3 2.2 94 67.6 5 3.6

40歳代 248 100.0 22 8.9 0 0.0 1 0.4 3 1.2 1 0.4 192 77.4 5 2.0

50歳代 234 100.0 18 7.7 0 0.0 2 0.9 4 1.7 4 1.7 168 71.8 7 3.0

60歳代 180 100.0 40 22.2 4 2.2 3 1.7 17 9.4 17 9.4 52 28.9 9 5.0

70歳代以上 90 100.0 15 16.7 5 5.6 8 8.9 9 10.0 10 11.1 7 7.8 8 8.9

不明 13 100.0 1 7.7 0 0.0 0 0.0 2 15.4 1 7.7 5 38.5 0 0.0

会社員 368 100.0 28 7.6 3 0.8 4 1.1 8 2.2 12 3.3 254 69.0 10 2.7

自営業 104 100.0 13 12.5 1 1.0 2 1.9 2 1.9 3 2.9 62 59.6 5 4.8

官公庁 97 100.0 6 6.2 0 0.0 0 0.0 6 6.2 0 0.0 72 74.2 0 0.0

教職員 34 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.9 0 0.0 30 88.2 0 0.0

福祉関係者 143 100.0 21 14.7 0 0.0 1 0.7 5 3.5 4 2.8 88 61.5 8 5.6

家事専業 95 100.0 18 18.9 2 2.1 2 2.1 6 6.3 3 3.2 39 41.1 3 3.2

無職 85 100.0 13 15.3 3 3.5 4 4.7 8 9.4 8 9.4 22 25.9 6 7.1

学生 34 100.0 2 5.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 29 85.3 1 2.9

その他 59 100.0 16 27.1 1 1.7 2 3.4 2 3.4 5 8.5 14 23.7 4 6.8

不明 17 100.0 1 5.9 0 0.0 0 0.0 1 5.9 2 11.8 9 52.9 0 0.0

臼杵地域 824 100.0 102 12.4 6 0.7 8 1.0 28 3.4 31 3.8 490 59.5 28 3.4

野津地域 202 100.0 15 7.4 4 2.0 7 3.5 10 5.0 5 2.5 125 61.9 9 4.5

不明 10 100.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 1 10.0 1 10.0 4 40.0 0 0.0

職
業
別

地
域
別

性
別

年
代
別

学校の友達から
聞いた

学校の授業で
習った

テレビ･ラジオ･
新聞･本等で知った

合計
家族(父母、兄弟、祖

父母など)から
聞いた

親戚の人から
聞いた

近所の人から
聞いた

職場の人から
聞いた

実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％ 実数（人） ％

5 0.5 59 5.7 14 1.4 1 0.1 65 6.3 11 1.1 6 0.6

男性 4 0.9 23 5.3 5 1.2 0 0.0 36 8.4 1 0.2 3 0.7

女性 1 0.2 35 6.0 8 1.4 1 0.2 27 4.6 9 1.5 3 0.5

性別を答えることに抵抗がある 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 13.3 1 6.7 0 0.0

不明 0 0.0 1 10.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10歳代 0 0.0 1 7.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 2 1.7 5 4.2 0 0.0 0 0.0 8 6.8 0 0.0 0 0.0

30歳代 1 0.7 9 6.5 0 0.0 1 0.7 8 5.8 1 0.7 0 0.0

40歳代 2 0.8 11 4.4 3 1.2 0 0.0 7 2.8 1 0.4 0 0.0

50歳代 0 0.0 12 5.1 2 0.9 0 0.0 10 4.3 5 2.1 2 0.9

60歳代 0 0.0 14 7.8 2 1.1 0 0.0 17 9.4 3 1.7 2 1.1

70歳代以上 0 0.0 6 6.7 5 5.6 0 0.0 15 16.7 0 0.0 2 2.2

不明 0 0.0 1 7.7 2 15.4 0 0.0 0 0.0 1 7.7 0 0.0

会社員 2 0.5 16 4.3 5 1.4 0 0.0 24 6.5 1 0.3 1 0.3

自営業 0 0.0 6 5.8 0 0.0 0 0.0 4 3.8 3 2.9 3 2.9

官公庁 0 0.0 8 8.2 0 0.0 0 0.0 5 5.2 0 0.0 0 0.0

教職員 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0 0.0 1 2.9 1 2.9 0 0.0

福祉関係者 2 1.4 9 6.3 0 0.0 0 0.0 4 2.8 1 0.7 0 0.0

家事専業 0 0.0 8 8.4 2 2.1 0 0.0 10 10.5 1 1.1 1 1.1

無職 1 1.2 5 5.9 4 4.7 1 1.2 9 10.6 1 1.2 0 0.0

学生 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0 0.0

その他 0 0.0 4 6.8 2 3.4 0 0.0 5 8.5 3 5.1 1 1.7

不明 0 0.0 1 5.9 1 5.9 0 0.0 2 11.8 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 4 0.5 46 5.6 11 1.3 1 0.1 55 6.7 10 1.2 4 0.5

野津地域 1 0.5 12 5.9 2 1.0 0 0.0 10 5.0 0 0.0 2 1.0

不明 0 0.0 1 10.0 1 10.0 0 0.0 0 0.0 1 10.0 0 0.0

職
業
別

地
域
別

ケーブルテレビでの
啓発映画、啓発アニ

メ等で知った

部落差別問題（同和
問題） は知っている
がきっかけは覚えて

いない

その他 不明

性
別

年
代
別

インターネットで
知った

部落差別問題(同和
問題)の講演会や研

修会で知った

県や市町村の、広報
紙やパンフレット等

で知った
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（４）親しい人が被差別部落（同和地区）出身と知った時の対応について 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「これまで同様に付き合っていくと思う」  ８０．１％ 

2．「その時にならないと分からない」     1５．５％ 

3．「ほどほどに付き合うようになると思う」     ２．４％ 

4．「付き合いを避けるようになると思う」     ０．５％ 

5．「付き合いをやめてしまうと思う」      ０．４％ 

6．「その他」           ０．２％ 

「これまで同様に付き合っていくと思う」が８０．１％と多くを占める。一方で「その時にならないとわ

からない」１５．５％、「付き合い方を変える」３．３％であり、差別意識が残っていることがわかる。  

親しい人が被差別部落(同和地区)出身であった時の対応 人数(人) 構成比(％)

これまで同様に付き合っていくと思う 969 80.1

ほどほどに付き合うようになると思う 29 2.4

その時にならないとわからない 187 15.5

付き合いを避けるようになると思う 6 0.5

付き合いをやめてしまうと思う 5 0.4

その他 3 0.2

不明 11 0.9

全体 1,210 100.0

これまで同様に付き

合っていくと思う

969

80.1%

ほどほどに付き合うよ

うになると思う

29

2.4%

その時にならな

いとわからない

187

15.5%

付き合いを避けるよう

になると思う

6

0.5%

付き合いをやめてしまうと思う

5

0.4%

その他

3

0.2%

不明

11

0.9%

【問１６】もしも、あなたが日ごろ親しく付き合っている人が、被差別部落(同和地区)の人であることを

知った場合、あなたはどうすると思いますか。（○は１つ） 

「付き合い方を変える」3.3％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「これまで同様に付き合っていくと思う」が前回調査から増加した。 

前回調査   ７６．６％  →   今回調査   ８０．１％ 

  

80.1

76.6

2.4

2.8

15.5

17.3

0.5

0.3

0.4

0.3

0.2

0.8

0.9

1.9

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

これまで同様に付

き合っていくと

思う

ほどほどに付き合

うようになると

思う

その時にならない

とわからない

付き合いを避ける

ようになると思う

付き合いをやめて

しまうと思う その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、男女での差はほとんど見られない。 

●年代別でみると、「これまで同様に付き合っていくと思う」の回答割合が、１０歳代が最も高く、１００．０％と、回

答者全員が回答している。次いで４０歳代（83.9％）、５０歳代（82.６％）の順で割合が高い。「その時にならな

いとわからない」の回答割合は、２０～３０歳代が高い。 

●職業別でみると、「これまで同様に付き合っていくと思う」の回答は全職業で高い。なかでも「教職員」（９４．

３％）が最も高い。また、「その時にならないとわからない」の回答割合は、「家事専業」「会社員」「福祉関係者」

「その他」の順で割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域よりも野津地域のほうが、「これまで同様に付き合っていくと思う」の回答割合が高

く、野津地域よりも臼杵地域のほうが、「その時にならないとわからない」の回答割合が高い。  

81.3

80.0

55.4

66.7

100.0

79.3

74.9

83.9

82.6

79.0

76.4

57.9

79.1

88.3

90.8

94.3

77.8

77.0

73.4

85.4

72.1

70.4

79.9

81.6

75.0

1.4

3.2

5.6

1.3

2.9

1.1

2.4

4.0

4.2

1.9

2.5

1.0

3.6

2.8

2.8

5.3

3.7

2.4

2.6

14.7

15.6

27.8

20.0

18.0

19.2

13.5

14.2

17.0

12.7

21.0

17.9

9.2

8.2

5.7

17.4

18.4

14.7

14.6

17.3

18.5

16.0

13.2

12.5

0.8

0.3

0.7

1.2

2.5

5.5

0.5

0.4

0.4

0.3

5.6

0.6

2.5

5.3

0.2

0.6

0.9

1.8

0.2

1.3

0.2

0.2

5.6

0.4

0.4

5.3

0.2

0.9

1.3

0.3

1.2

0.4

13.3

0.7

1.2

1.1

0.4

1.7

10.5

0.7

0.6

1.8

4.0

7.4

0.7

0.9

12.5

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

これまで

同様に付き

合っていく

と思う

ほどほどに

付き合う

ように

なると思う

その時にな

らないとわ

からない

付き合いを

避けるよう

になると

思う

付き合いを

やめてしま

うと思う その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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【設問別にみた集計】 

 

 
●人権の尊重度別にみると、「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、「その時にならないとわからない」

「付き合いをやめてしまうと思う」の回答割合が他の尊重度よりも高い。 

●人権問題の関心度別にみると、関心度が高いほど、「これまで同様に付き合っていくと思う」の回答割合が高

い。「全く関心がない」と回答した人は、「その時にならないとわからない」の回答割合が他の関心度よりも高い。 

●人権問題学習の有無別でみると、「学習を受けた」と回答した人は「これまで同様に付き合っていくと思う」の回

答割合が高い。反対に「学習を受けていない」「覚えていない」と回答した人は、「学習を受けた」と回答した人

より、「これまで同様に付き合っていくと思う」の回答割合が低く、「その時にならないとわからない」「ほどほど

に付き合うようになると思う」の回答割合が高い。 

  

84.2

79.8

81.2

68.1

65.4

91.2

80.0

77.2

61.0

83.3

84.5

78.1

71.5

46.6

2.6

1.8

3.6

4.6

7.7

0.8

2.3

3.5

2.8

2.0

4.1

3.1

9.9

16.8

14.4

18.2

15.4

7.2

15.7

17.7

25.0

12.6

13.7

22.4

26.7

0.5

0.4

3.8

0.5

0.4

2.8

0.1

1.4

1.2

1.3

0.1

9.1

0.4

0.4

2.8

0.1

2.7

0.6

0.7

0.2

0.3

2.8

0.1

0.6

1.3

0.8

0.4

7.7

0.8

0.8

0.8

2.8

16.7

0.6

0.6

26.7

凡例

よく尊重されていると思う(n=151)

多少は尊重されていると思う(n=788)

あまり尊重されていないと思う(n=223)

全く尊重されていないと思う(n=22)

不明(n=26)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

不明(n=6)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

不明(n=15)

これまで同様

に付き合って

いくと思う

ほどほどに付

き合うように

なると思う

その時になら

ないとわから

ない

付き合いを避

けるようにな

ると思う

付き合いをや

めてしまうと

思う その他 不明

（単位：％）

不明(n=6)

不明(n=15)

人
権
尊
重
度
別

凡例

よく尊重されていると思う

(n=151)

多少は尊重されていると思う

(n=788)

あまり尊重されていないと思う

(n=223)

全く尊重されていないと思う

(n=22)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

人
権
の
関
心
度
別

人
権
問
題
学
習
の
有
無

不明(n=26)
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（５）子どもの結婚相手が被差別部落(同和地区)出身であった時の対応について 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」 ７１．3％ 

2．「個人的には反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない」          ２１．２％ 

3．「その他」                       ４．３％ 

4．「絶対に反対する」                              １．５％ 

「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」との回答が約７割

と最も多くを占めている。一方で「個人的には反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない」「絶

対に反対する」を合わせた回答が約２割となっている。  

子どもの結婚相手が被差別部落(同和地区)出身であった時の対応 人数(人) 構成比(％)

被差別部落(同和地区）の人かどうかは関係ない、そのことで反対など
しない

864 71.3

個人的には反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない 256 21.2

絶対に反対する 18 1.5

その他 52 4.3

不明 20 1.7

全体 1,210 100.0

被差別部落（同和地区)の人

かどうかは関係ない、そのこ

とで反対などしない

864

71.3%

個人的には反対だが、

子どもの意思が強けれ

ばやむをえない

256

21.2%

絶対に反対する

18

1.5%

その他

52

4.3%

不明

20

1.7%

【問１７】もしも、あなたのお子さんが被差別部落(同和地区)の人と結婚するとした場合、あなたはどう

すると思いますか。お子さんがいない方も、いるものと仮定してお答えください。（○は１つ） 
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※大分県調査｢できれば被差別部落の人でない方がよいが、反対はしない｣「反対するが、本人の意志が強ければやむをえ

ない」は「個人的には反対だが、子どもの意志が強ければやむをえない」と対応させた。 

※大分県調査「わからない」は「その他」に対応させた。 

 

●「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」が、大分県調査（「関

係ない、反対しない」）より高い結果となった。 

大分県調査 44.４％ ： 今回調査 71.３％ 

 

●「個人的には反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない」が大分県調査（「できれば被差別部

落の人でない方がよいが、反対はしない」＋「反対するが、本人の意思が強ければやむをえない」）

より低い。 

大分県調査 28.7％ ： 今回調査 21.2％ 

前回調査から、大きな変化はみられない。大分県調査と比較すると「被差別部落(同和地区)の人か

どうかは関係ない、そのことで反対などしない」の回答割合は、臼杵市のほうが約１．６倍と高い。  

71.3

70.4

44.4

21.2

18.9

28.7

1.5

2.9

2.2

4.3

5.6

21.2

1.7

2.2

3.4

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

被差別部落 (同和地区)の

人かどうかは関係ない、そ

のことで反対などしない

個人的には反対だが、子ど

もの意思が強ければやむ

をえない 絶対に反対する その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

75.2

69.7

44.3

46.6

100.0

76.7

74.5

77.6

76.7

60.5

53.4

42.1

75.4

74.0

82.5

91.4

67.6

63.3

62.4

78.1

58.7

48.2

71.3

72.9

56.2

19.6

22.2

27.8

20.0

17.3

17.4

17.4

15.8

30.5

38.1

26.3

19.5

22.7

11.3

5.7

24.0

29.4

22.9

17.1

25.3

33.3

21.1

21.9

12.5

1.0

1.6

5.6

6.7

1.3

2.9

0.4

1.5

5.1

5.3

0.7

1.8

1.8

4.6

2.4

4.0

3.7

1.1

2.6

6.3

2.4

5.6

16.7

2.7

4.6

3.2

5.9

5.5

3.4

5.3

3.5

2.5

3.1

2.9

6.0

3.7

7.3

2.4

8.0

3.7

5.1

1.3

1.8

0.9

5.6

26.7

2.0

0.6

1.4

1.6

2.0

21.0

0.9

0.8

3.1

0.6

1.8

2.8

4.0

11.1

1.4

1.3

25.0

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある(n=18)

不明(n=15)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

不明(n=19)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

不明(n=27)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

不明(n=16)

被差別部落（同和地

区）の人かどうかは関

係ない、そのことで反

対などしない

個人的には反対だが、

子どもの意思が強け

ればやむをえない 絶対に反対する その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)



 

90 

 

 

 

 

 

 

 

●性別でみると、男性は「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」

の回答割合が最も高い。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「個人的には反対だが、

子どもの意思が強ければやむをえない」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」の

回答割合が、１０歳代が最も高く、100.0％と回答者全員が回答しており、５０歳代以下では７割以

上の回答割合となっている。一方で、６０歳代の３０．５％、７０歳代の３８．１%が「個人的には反対だ

が、子どもの意思が強ければやむをえない」と回答した。 

 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」で「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのこと

で反対などしない」の割合が８割以上と高い。また、「官公庁」「教職員」以外の職業は、「個人的には

反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない」の回答割合が２～３割を占めている。 

 

●地域別でみると、あまり差はみられない。  
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【設問別にみた集計】 

 
 

●人権の尊重度別にみると、「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、「被差別部落(同和地区)の人かど

うかは関係ない、そのことで反対などしない」の回答割合が８割以上と最も高い。 

●人権問題の関心度別にみると、「非常に関心がある」「全く関心がない」と回答した人は、「被差別部落(同和地

区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」の回答割合が高い。「あまり関心がない」と回答した

人の３割が、「個人的には反対だが、子どもの意志が強ければやむをえない」と回答した。 

●人権問題学習の有無別でみると、「学習を受けた」と回答した人は、「学習を受けていない」「覚えていない」と

回答した人に比べ「被差別部落(同和地区)の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない」の回答割合

が高い。「学習を受けていない」と回答した人の３４．２％は、「個人的には反対だが、子どもの意志が強ければ

やむをえない」と回答した。 

  

70.2

72.4

70.5

81.7

50.0

82.4

72.2

63.1

80.5

50.0

76.0

59.0

64.5

26.7

21.8

21.1

20.6

9.1

34.6

12.8

20.7

29.2

2.8

16.7

18.0

34.2

25.8

26.7

2.0

1.1

2.2

4.6

1.5

1.5

5.6

0.8

2.7

3.1

4.0

3.8

5.8

4.6

7.7

3.2

4.3

3.5

11.1

16.7

3.8

4.1

5.0

20.0

2.0

1.6

0.9

7.7

1.6

1.3

2.7

16.6

1.4

1.6

26.6

凡例

よく尊重されていると思う(n=151)

多少は尊重されていると思う(n=788)

あまり尊重されていないと思う(n=223)

全く尊重されていないと思う(n=22)

不明(n=26)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

不明(n=6)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

不明(n=15)

被差別部落（同和地

区）の人かどうかは関

係ない、そのことで反

対などしない

個人的には反対だが、

子どもの意思が強け

ればやむをえない 絶対に反対する その他 不明

（単位：％）

不明(n=6)

不明(n=15)

人
権
尊
重
度
別

凡例

よく尊重されていると思う

(n=151)

多少は尊重されていると思う

(n=788)

あまり尊重されていないと思う

(n=223)

全く尊重されていないと思う

(n=22)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

人
権
の
関
心
度
別

人
権
問
題
学
習
の
有
無

不明(n=26)
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（６）採用予定の人が被差別部落(同和地区)出身であった時の対応について 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「関係なく採用する」     ８８．６％ 

2．「わからない」          ７．９％ 

3．「断りたいが、仕方がなく採用する」      １．４％ 

4．「なんとか断ろうとする」         １．２％ 

「関係なく採用する」が８８．６％と最も高い。一方で「断りたいが、仕方がなく採用する」や「なんと

か断ろうとする」が合わせて２．６％と、若干だが回答がみられた。 

「わからない」と回答した人は７．９%となっている。 

  

採用予定の人が被差別部落(同和地区)であった時の対応 人数(人) 構成比(％)

関係なく採用する 1,071 88.6

断りたいが、仕方がなく採用する 17 1.4

なんとか断ろうとする 15 1.2

わからない 96 7.9

不明 11 0.9

全体 1,210 100.0

関係なく採用する

1,071

88.6%

断りたいが、仕方がな

く採用する

17

1.4%

なんとか断ろうとする

15

1.2%

わからない

96

7.9%

不明

11

0.9%

【問１８】もしも、あなたが会社で人を採用する立場にあり、採用試験の成績がよかったけれども、そ 

の人が被差別部落(同和地区)出身であった場合どうすると思いますか。(○は１つ) 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「関係なく採用する」が微増。 

前回調査 86.２％ → 今回調査 88.６％ 

前回調査から大きな変化はみられない。 

  

88.6

86.2

1.4

2.6

1.2

0.4

7.9

9.2

0.9

1.6

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

関係なく採用する

断りたいが、

仕方がなく採用する

なんとか

断ろうとする わからない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
 
●性別でみると、男女では大きな差はみられなかった。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「関係

なく採用する」の回答割合が５５．５％と低く、「わからない」の回答割合が３８．９％と高い。 

●年代別でみると、「関係なく採用する」との回答は、６０歳代以下の各年代で８５．０％以上と高い。特に１０歳代

では約 100.0％、４０歳代で９２.9％が「関係なく採用する」と回答している。７０歳代以上は、「わからない」の

回答割合が高い。 

●職業別でみると、「教職員」では、「関係なく採用する」の回答割合が１００．０％となっている。「家事専業」「無職」

「学生」「その他」は、「わからない」の回答割合が約１割である。  

88.9

89.7

55.5

60.0

100.0

88.0

85.5

92.9

92.1

89.0

79.7

47.4

91.1

94.2

91.8

100.0

90.4

87.1

78.9

87.8

75.9

63.0

88.9

88.6

62.5

2.0

0.9

5.6

1.3

1.7

1.4

1.2

1.0

1.7

5.3

1.2

0.8

1.2

2.8

2.8

2.4

2.7

1.4

1.3

1.6

1.0

0.7

2.9

0.7

0.4

1.5

2.5

0.5

1.0

2.4

0.9

4.6

2.7

1.4

0.9

6.5

8.1

38.9

13.3

9.3

8.7

4.3

5.9

8.0

16.1

26.3

7.0

4.2

6.2

6.0

9.2

12.8

9.8

14.7

22.2

7.8

8.3

12.5

1.0

0.3

26.7

0.7

1.2

0.7

0.4

0.5

21.0

0.2

0.8

1.0

0.9

4.0

14.8

0.5

0.9

25.0

関係なく

採用する

断りたいが、

仕方がなく

採用する

なんとか

断ろうとする わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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【設問別にみた集計】 

 
 

●人権の尊重度別にみると、どの回答においても「関係なく採用する」の回答割合が８割を超えている。 

●人権問題の関心度別にみると、「関心がある」と回答した人ほど、「関係なく採用する」の回答割合が高くなって

いる。反対に、「関心がない」と回答した人ほど、「わからない」と回答する傾向がある。 

●人権問題学習の有無別でみると、「覚えていない」と回答した人の方が「わからない」の回答割合が高い。 

 

 

  

86.1

89.6

89.3

86.3

65.4

93.6

90.5

82.3

72.2

83.3

92.2

89.1

81.6

33.3

1.3

1.5

0.4

4.6

3.8

1.2

3.1

0.9

4.1

1.9

6.7

2.0

1.3

0.4

3.8

1.4

1.5

0.8

2.7

2.2

8.0

7.1

9.0

9.1

23.2

4.8

6.1

12.3

27.8

5.6

4.1

13.7

26.7

2.6

0.5

0.9

3.8

1.6

0.8

0.8

16.7

0.5

0.6

33.3

凡例

よく尊重されていると思う(n=151)

多少は尊重されていると思う(n=788)

あまり尊重されていないと思う(n=223)

全く尊重されていないと思う(n=22)

不明(n=26)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

不明(n=6)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

不明(n=15)

関係なく

採用する

断りたいが、

仕方がなく

採用する

なんとか

断ろうとする わからない 不明

（単位：％）

不明(n=6)

不明(n=15)

人
権
尊
重
度
別

凡例

よく尊重されていると思う

(n=151)

多少は尊重されていると思う

(n=788)

あまり尊重されていないと思う

(n=223)

全く尊重されていないと思う

(n=22)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

人
権
の
関
心
度
別

人
権
問
題
学
習
の
有
無

不明(n=26)
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（７）部落差別問題(同和問題)が今日まで残されてきた原因について 

 

(すべての回答者１，２１０人に対しての設問) 

 

部落差別問題(同和問題）が今日まで残されてきた理由 人数(人) 構成比(％)

昔からある偏見や差別意識を、
そのまま受け入れてしまう人が多いから

852 70.4

部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから 531 43.9

これまでの教育や啓発が十分でなかったから 353 29.2

インターネット上で差別意識を助長する人がいるから 246 20.3

わからない 108 8.9

地域社会や家庭において話題になるから 101 8.3

その他 85 7.0

部落差別は、もはや存在しない 84 6.9

不明 15 1.2

累計(n) 累計(%)

2,375 196.3

【問１９】部落差別問題（同和問題）が今日まで残されてきたのは、なぜだと思いますか。 

（○は３つまで） 
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【結果概要】 

「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから」が７０．４％と多くを占め

た。次いで「部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから」が４３．９％、「これまで

の教育や啓発が十分でなかったから」が２９．２％となっている。  

1.2 

6.9 

7.0 

8.3 

8.9 

20.3 

29.2 

43.9 

70.4 

不明

部落差別は、もはや存在しない

その他

地域社会や家庭において話題になるから

わからない

インターネット上で差別意識を

助長する人がいるから

これまでの教育や啓発が十分でなかったから

部落差別の知識がなかったり、

無関心だったりする人がいるから

昔からある偏見や差別意識を、

そのまま受け入れてしまう人が多いから

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

（単位：％）
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＜前回調査・大分県調査との比較＞ 

 

※大分県調査「無知・無関心」は「部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから」と対応させた。 

 

●「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから」の割合が、大分県調査よ

り高い結果となった。 

大分県調査   ５４．１％ ： 今回調査  ７０．４％ 

 

●「部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから」の割合が前回調査より減少した。 

前回調査    ４８．４％ → 今回調査  ４３．９％ 

 

●「これまでの教育や啓発が十分でなかったから」の割合が、大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査 ２０．０％   ： 今回調査 ２９．２％ 

 
  

70.4

70.6

54.1

43.9

48.4

42.6

29.2

28.3

20.0

20.3

13.8

22.4

8.9

7.7

14.8

8.3

9.3

8.4

6.9

9.0

6.2

7.0

5.8

2.5

1.2

2.0

2.9

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

R5大分県

(n=1,539)

昔からある

偏見や差別意

識を、そのまま

受け入れてし

まう人が多い

から

部落差別の知

識がなかった

り、無関心だっ

たりする人が

いるから

これまでの教

育や啓発が十

分でなかった

から

インターネット

上で差別意識

を助長する人

がいるから わからない

地域社会や家

庭において話

題になるから

部落差別は、

もはや存在し

ない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

42.9

45.1

50.0

13.3

46.7

49.3

50.0

45.7

41.3

40.5

39.8

10.5

42.0

38.7

44.3

80.0

52.1

47.7

38.5

46.3

37.3

18.5

44.5

43.4

12.5

21.2

20.5

6.7

20.0

22.7

29.7

17.7

20.9

19.5

12.7

5.3

21.6

15.1

28.9

34.3

21.0

18.3

13.8

24.4

13.3

18.5

20.8

19.3

6.3

30.0

28.3

44.4

20.0

20.0

25.3

29.7

28.4

27.2

39.5

26.3

10.5

26.7

26.9

24.7

40.0

35.3

37.6

26.6

34.1

29.3

11.1

29.6

28.5

12.5

66.7

74.4

55.6

40.0

73.3

78.0

69.8

70.2

74.4

72.0

56.8

31.6

71.7

71.4

75.3

82.9

74.9

70.6

58.7

82.9

60.0

40.7

70.6

71.9

37.5

8…

8…

13…

14.7

9…

6.4

6.7

6.0

11.0

7.0

9.2

8.2

8.6

9.6

6.4

11.9

14.6

6.7

7.4

8.0

10.1

6.3

8.0

6…

5.6

6.7

6.7

7.0

5.7

3.9

4.5

22.0

5.3

5.3

10.1

4.1

5.7

5.4

7.3

17.4

2.4

5.3

7.4

6.1

10.5

6.3

8.4

8…

22.2

20.0

20.0

6.7

7.0

9.9

6.7

7.5

15.3

26.3

9.0

3.4

5.2

2.9

7.8

8.3

11.0

14.6

14.7

29.6

9.2

6.6

25.0

8…

5.5

16.7

13…

6.7

4.7

5…

9.2

9.8

5.5

0.8

21.1

6.3

7.6

7.2

2.9

8.4

3.7

9.2

12.0

14.8

6.6

7.9

18.8

1.4

0.6

26.7

0.6

1.1

0.4

1.0

3.4

21.1

0.5

2.8

6.7

18.5

1.0

0.4

25.0

部落差別

の知識が

なかった

り、無関心

だったりす

る人がい

るから

インター

ネット上で

差別意識

を助長す

る人がい

るから

これまで

の教育や

啓発が

十分で

なかった

から

昔からあ

る偏見や

差別意識

を、そのま

ま受け入

れてしまう

人が多い

から

地域社会

や家庭に

おいて話

題になる

から

部落差別

は、もはや

存在

しない

わから

ない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別

不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、男性より女性のほうが、「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう

人が多いから」と回答した割合が高い。 

 

●年代別でみると、２０歳代が「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いか

ら」と回答した割合が高く、次いで５０歳代が高い。年代が低いほど、「部落差別の知識がなかったり、

無関心だったりする人がいるから」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「教職員」が「部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから」

「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから」と回答した割合が高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も回答割合の差はほとんどみられなかった。 
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【設問別にみた集計】 

 

43.5

47.6

52.5

43.5

44.5

50.0

28.6

42.9

39.0

50.0

26.7

48.7

59.5

46.0
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50.0

100.0
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27.3

33.3

19.3

24.9
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21.2

20.0

6.7

15.4

18.9

22.6
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40.0

23.7

7.1

12.3

16.7

24.2

34.1

45.8

26.1

31.4

38.2

14.3

28.6

33.1

30.0

33.3

25.6

40.5

26.8

48.6

35.6

28.6

27.7

9…

16.7

76.4

75.7

62.7

69.6

67.9

73.5

57.1

57.1

73.7

90.0

80.0

69.2

54.1

76.7

73.0

60.0

61.0

78.6

100.0

69.2

54.5

83.3

8…

8.6

10.2

13.0

10.2

7.4

9.3

10…

12…

10.8

8.7

5…

20.0

6.8

9.2

18.2

16.7

4.9

4…

3.4

8.7

10.9

5.9

14.3

42.9

6…

10.0

20.0

10…

10.8

4.0

5…

20.0

8.5

7.1

7.7

9.1

33.3

5.3

5.9

3.4

11…

8…

14.3

5.1

6…

12…

2.7

5.8

18.6

14.3

3.1

9…

10.7

3.2

6.8

17.4

3.6

2.9

42.9

5.1

13…

2.6

8.1

9.2

2.7

20.0

3.4

9…

36.4

0.5

1.1

1.7

1.5

6.7

2.6

0.3

2.7

1.7

3.1

部落差別

の知識が

なかったり、

無関心だっ

たりする人

がいるから

インター

ネット上で

差別意識を

助長する人

がいるから

これまでの

教育や啓

発が十分

でなかった

から

昔からある

偏見や差

別意識を、

そのまま受

け入れてし

まう人が多

いから

地域社会

や家庭にお

いて話題

になるから

部落差別

は、もはや

存在しない わからない その他 不明

（単位：％）

不明(n=6)

凡例

小学生の頃(n=550)

中学生の頃(n=185)

高校生の頃(n=59)

大学生の頃(n=23)

社会人になってから

(n=137)

覚えていない(n=68)

その他(n=7)

家族 父母、兄弟、祖父母など

から聞いた(n=118)

親戚の人から聞いた

(n=10)

近所の人から聞いた

(n=15)

職場の人から聞いた

(n=39)

学校の友達から聞いた

(n=37)

学校の授業で習った

(n=619)

テレビ･ラジオ･新聞･本等で

知った(n=37)

インターネットで知った

(n=5)

部落差別問題(同和問題)の

講演会や研修会で知った

(n=59)

県や市町村の、広報紙やパンフ

レット等で知った(n=14)

ケーブルテレビでの啓発映画、

啓発アニメ等で知った(n=1)

部落差別問題（同和問題）は

知っているがきっかけは

覚えていない(n=65)

その他(n=11)

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問
題
）
を
知
っ
た
時
期

部
落
差
別
問
題
（
同
和
問
題
）
を
知
っ
た
き
っ
か
け

不明(n=7)
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●部落差別問題(同和問題)を知った時期別でみると、「高校生の頃」と回答した人は、「これまでの教

育や啓発が十分でなかったから」の回答割合が最も高いことから、義務教育の間の教育において、

部落差別問題の教育や啓発が十分でなかった可能性があることがわかる。また、「小学生の頃」「中

学生の頃」「覚えていない」と回答した人は、「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてし

まう人が多いから」の回答割合が高い。 

 

●部落差別問題(同和問題)を知ったきっかけ別でみると、「親戚の人から聞いた」「近所の人から聞い

た」と回答した人は、「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから」の回

答割合が高い。また、「テレビ・ラジオ・新聞・本等で知った」「学校の友達から聞いた」と回答した人は、

「これまでの教育や啓発が十分でなかったから」の回答割合が高い。  
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（８）部落差別問題（同和問題）と自身のかかわりについて 

 

 

 

  

部落差別問題(同和問題）と自身のかかわり 人数(人) 構成比(％)

周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う 275 22.7

被差別部落(同和地区）の人々の気持ちや立場を
もっと理解したいと思う

260 21.5

わからない 200 16.5

自分は差別意識を持っていないので、
自分には関係ない問題だと思う

178 14.7

自分自身の問題としてとらえられず、
部落差別問題(同和問題）の解決には消極的だと思う

141 11.7

自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う 97 8.0

その他 29 2.4

部落差別問題(同和問題）は被差別部落(同和地区）の人たちの
問題だから自分とは関係ない問題だと思う

13 1.1

不明 17 1.4

全体 1,210 100.0

1.4 

1.1 

2.4 

8.0 

11.7 

14.7 

16.5 

21.5 

22.7 

不明

部落差別問題（同和問題）は被差別部落（同和地区）

の人たちの問題だから自分とは関係ない問題だと思う

その他

自分自身の問題として、

その解決のために努力したいと思う

自分自身の問題としてとらえられず、

部落差別問題（同和問題）の解決には消極的だと思う

自分は差別意識を持っていないので、

自分には関係ない問題だと思う

わからない

被差別部落（同和地区）の人々の気持ちや立場を

もっと理解したいと思う

周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

（単位：％）

【問２０】部落差別問題（同和問題）とあなた自身とのかかわりについて、あなたの考えに近いものは 

どれですか。（○は１つ） 
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【結果概要】 

「周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」の回答割合が２２．７％と最も高く、次いで

「被差別部落（同和地区）の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」２１．５％、「わからない」１

６．５％の順に回答割合が高い。 

積極的にかかわりを持つとする回答（「周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」、「被

差別部落(同和地区)の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」、「自分自身の問題として、

その解決のために努力したいと思う」）が５２．２％と半数を占めている。 

一方で、「自分は差別意識を持っていないので自分には関係ないだと思う」１４．７％、「解決には消

極的だと思う」１１．７％、「被差別部落(同和地区)の人たちの問題だから、自分とは関係ない問題だと

思う」１．１％といった、自分自身の問題として捉えられていない傾向の回答が合計２７．５％という結

果となった。 

 

 

＜前回調査との比較＞ 

 

 

●「自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う」が増加。 

前回調査 6．5％ → 今回調査 8．0％      

 

●「被差別部落（同和地区）の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」が増加。 

前回調査 19．6％ → 今回調査 21．５％ 

 

「自分は差別意識を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う」の回答割合が前回調査

よりも減少し、「自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う」「被差別部落（同和地

区）の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」の回答割合が増加した。 

  

8.0

6.5

22.7

21.4

21.5

19.6

11.7

11.4

14.7

17.7

1.1

0.8

16.5

17.3

2.4

2.4

1.4

2.8

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

自分自身の問題とし

て、その解決のため

に努力したいと思う

周囲で差別的な発

言等があれば、指摘

したいと思う

被差別部落（同和地

区）の人々の気持ち

や立場をもっと理解

したいと

思う

自分自身の問題とし

てとらえられず、部

落差別問題（同和問

題）の解決には消極

的だと思う

自分は差別意識を

持っていないので、

自分には関係ない

問題だと思う

部落差別問題（同和

問題）は被差別部落

（同和地区）の人た

ちの問題だから自分

とは関係ない問題

だと思う わからない その他 不明

（単位：％）



 

105 

 

【属性別にみた集計】 

 

7.8

8.1

16.7

6.7

8.0

8.1

11.0

8.7

6.5

2.5

5.3

7.7

5.9

17.5

20.0

11.4

4.6

0.9

4.9

6.7

3.7

8.4

7.0

25.5

20.8

16.7

20.0

20.0

18.7

25.6

26.1

21.3

26.0

15.2

10.5

23.6

21.8

24.7

39.9

24.4

17.4

22.0

17.1

20.0

11.1

23.1

21.5

18.7

18.4

24.6

11.1

6.7

20.0

24.6

22.1

20.6

25.8

19.5

15.2

5.3

19.5

25.3

27.9

28.6

22.2

26.5

13.8

26.7

17.3

14.8

22.2

19.7

6.3

11.2

12.4

6.7

13.3

12.0

5.8

13.1

10.6

15.0

14.4

12.3

13.4

12.4

9.0

14.7

15.6

9.8

10.7

12.5

8.3

6.3

19.2

11.5

11.1

6.7

18.7

14.5

11.4

13.0

15.5

24.0

5.3

14.8

17.6

9.3

8.6

11.4

14.7

24.7

17.1

10.7

14.8

13.8

18.9

12.5

1.4

0.9

0.7

1.2

0.4

1.2

1.5

2.5

0.5

0.8

1.8

0.9

1.8

2.4

4.0

0.8

2.2

13.3

18.1

33.3

33.3

40.0

17.3

19.2

13.5

15.8

12.5

20.3

42.1

18.3

11.8

7.2

2.9

17.4

18.4

14.7

22.0

20.0

37.1

15.7

18.9

31.2

1.8

2.7

11.1

2.3

2.8

2.8

2.0

3.4

10.5

2.1

3.4

1.0

2.4

2.8

3.7

5.3

2.4

2.6

1.4

0.9

26.6

1.2

1.1

0.8

1.5

2.5

21.0

1.2

2.8

5.3

18.5

1.1

0.9

25.0

自分自身の

問題として、

その解決の

ために

努力したい

と思う

周囲で差別

的な発言等

があれば、

指摘したい

と思う

被差別部落

（同和地区）

の人々の気

持ちや立場

をもっと理

解したいと

思う

自分自身の

問題として

とらえられ

ず、部落差別

問題（同和問

題）の解決に

は消極的だ

と思う

自分は差別

意識を持っ

ていないの

で、自分には

関係ない問

題だと思う

部落差別問

題（同和問

題）は被差別

部落（同和地

区）の人たち

の問題だか

ら自分とは

関係ない問

題だと思う わからない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、女性より男性のほうが、「周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」「自分

は差別意識を持っていないので、自分には関係のない問題だと思う」の回答割合が高い。また、男

性よりも女性のほうが、「被差別部落(同和地区)の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」

の回答割合は高い。「性別を答えることに抵抗がある」は、「自分自身の問題として、その解決のため

に努力したいと思う」「わからない」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、１０歳代は「わからない」の回答割合が高く、４割を占めている。「自分は差別意識

を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う」の回答は７０歳代以上が最も多く、次いで２

０歳代が多い。「自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う」の回答割合は、４０歳

代が最も高い。 

 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」は、「自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思

う」の回答割合が高い。「教職員」は、「周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」と「被差

別部落(同和地区)の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」の回答割合が、他の職業と比

べて最も高い。「学生」は「わからない」の回答割合が高い。 

 

●地域別でみると、野津地域のほうが臼杵地域よりも、「自分は差別意識を持っていないので、自分に

は関係ない問題だと思う」の回答割合が高い。  
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【設問別にみた集計】  

  

8.6

7.6

9.4

13.6

27.2

6.8

3.5

2.8

9.4

1.4

6.5

11.9

11.4

9.1

8.8

6.9

4.8

2.8

4.7

21.9

21.7

27.2

22.7

19.2

33.6

25.9

9.2

8.3

33.2

25.1

26.0

17.1

26.4

28.1

27.2

25.9

26.7

16.7

6.5

27.0

6.7

12.6

23.6

22.0

9.1

15.4

19.2

25.2

14.2

2.8

16.7

23.0

15.1

19.6

13.3

25.8

21.5

31.1

25.5

20.8

6.0

4.6

8.2

13.2

11.6

10.3

13.6

15.4

1.6

11.9

16.5

8.3

11.6

15.1

10.9

13.3

11.5

9.4

9.9

12.7

12.9

4.8

13.0

10.6

21.2

15.2

10.8

4.6

3.8

6.4

11.8

26.2

27.8

12.4

24.7

18.6

6.7

10.4

14.2

9.9

12.8

15.8

41.5

11.1

21.2

6.7

0.7

1.1

1.4

0.9

2.3

0.9

2.7

0.9

6.7

0.6

0.4

1.1

0.9

1.0

2.4

0.9

2.4

15.9

16.5

16.1

18.2

23.1

8.8

14.2

24.2

38.9

16.7

14.1

12.3

23.3

20.0

12.4

12.6

10.8

11.6

12.9

15.5

58.4

11.8

3.3

1…

1.4

18.2

7.7

1.6

2.0

2.7

8.3

16.7

2.5

2.7

2.2

0.6

1.6

0.6

1.4

2.0

7.1

1.8

14.1

13.3

2.6

0.8

1.4

15.4

1.6

1.3

1.2

2.8

16.7

1.0

0.9

40.0

0.4

0.8

0.3

0.4

1.0

1.2

0.9

73.3

自分自身の問

題として、その

解決のために

努力したいと

思う

周囲で差別的

な発言等があ

れば、指摘した

いと思う

被差別部落（同

和地区）の人々

の気持ちや立

場をもっと理

解したいと

思う

自分自身の問

題としてとらえ

られず、部落差

別問題（同和問

題）の解決には

消極的だと

思う

自分は差別意

識を持ってい

ないので、自分

には関係ない

問題だと思う

部落差別問題

（同和問題）は

被差別部落（同

和地区）の人た

ちの問題だか

ら自分とは関

係ない問題だ

と思う わからない その他 不明

（単位：％）

凡例

よく尊重されていると思う

(n=151)

多少は尊重されていると思う

(n=788)

あまり尊重されていないと思う

(n=223)

全く尊重されていないと思う

(n=22)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

部落差別の知識がなかったり、無関心

だったりする人がいるから(n=531)

インターネット上で差別意識を助長

する人がいるから(n=246)

これまでの教育や啓発が十分でな

かったから(n=353)

昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入

れてしまう人が多いから(n=852)

地域社会や家庭において話題にな

るから(n=101)

部落差別は、もはや存在しない

(n=84)

わからない(n=108)

その他(n=85)

人
権
尊
重
度
別

人
権
の
関
心
度
別

人
権
問
題
学
習
の
有
無

同
和
問
題
が
現
存
す
る
理
由

不明(n=15)

不明(n=15)

不明(n=6)

不明(n=26)
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●人権の尊重度別にみると、「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、「自分自身の問題として、

その解決のために努力したいと思う」の割合が最も高い。「よく尊重されていると思う」と回答した人

は、「自分は差別意識を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う」の回答割合が高い。 

 

●人権問題の関心度別にみると、関心がある（「非常に関心がある」+「多少は関心がある」）と回答し

た人は、部落差別問題(同和問題)と前向きにかかわろうとする考え(「自分自身の問題として、その

解決のために努力したいと思う」、「周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」、「被差別

部落(同和地区)の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」)の回答割合が高い。一方で、関

心がない(「あまり関心がない」+「全く関心がない」)と回答した人は、部落差別問題(同和問題)との

かかわりに消極的な考え(「自分自身の問題としてとらえられず、部落差別問題(同和問題)の解決

には消極的だと思う」、「自分は差別意識を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う」)の

回答割合が高い。「全く関心がない」は、「わからない」の回答割合が最も高い。 

 

●人権問題学習の有無別にみると、「学習を受けた」と回答した人は、部落差別問題(同和問題)と前

向きにかかわろうとする考え(「自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う」、「周囲

で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う」、「被差別部落(同和地区)の人々の気持ちや立場

をもっと理解したいと思う」)の回答割合が、「学習を受けていない」と回答した人よりも高い。また、

「学習を受けていない」と回答した人は、「学習を受けた」と回答した人よりも「自分は差別意識を持

っていないので、自分には関係ない問題だと思う」の回答割合が約２倍高い。「覚えていない」と回

答した人は、「わからない」の回答割合が高い。 

 

●部落差別問題(同和問題)が現存する理由別にみると、「これまでの教育や啓発が十分でなかったか

ら」と回答した人は、「被差別部落(同和地区)の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う」の

回答割合が高い。「部落差別は、もはや存在しない」と回答した人は、「自分は差別意識を持ってい

ないので、自分には関係ない問題だと思う」「わからない」の回答割合が高い。 
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６.身元調査について 

（１）身元調査に対する意識について 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「やめた方がよい」  ４２．２％ 

2．「やむを得ないことだ」 ２１．１％ 

3．「わからない」   １８．２％ 

4．「絶対にやめるべきだ」 １３．４％ 

5．「当然必要なことだ」  ３．９％ 

「やめた方がよい・やめるべき」との回答が５５．６％であった。一方で、「やむを得ないことだ・必要

なことだ」が２５．０％と回答者の約４分の１を占めている。  

身元調査に対する意識 人数(人) 構成比(％)

絶対にやめるべきだ 162 13.4

やめた方がよい 511 42.2

やむを得ないことだ 255 21.1

当然必要なことだ 47 3.9

わからない 220 18.2

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

絶対にやめるべきだ

162

13.4%

やめた方がよい

511

42.2%

やむを得ないことだ

255

21.1%

当然必要なことだ

47

3.9%

わからない

220

18.2%

不明

15

1.2%

【問２１】あなたは、就職や結婚の時に、その相手方などの身元調査をすることについてどう思います

か。（○は１つ） 

「やめるべき・やめた方がよい」５５．６％ 

「やむを得ないことだ・必要なことだ」２５．０％ 
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【属性別にみた集計】 

 
 

●性別でみると、男性よりも女性のほうが、「やむを得ないことだ」の回答割合がやや高い。「性別を答えることに

抵抗がある」は、「やむを得ないことだ」「わからない」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、２０歳代は「やめるべき・やめた方がよい」(「絶対やめるべきだ」+「やめた方がよい」)の回答

割合が低い一方で、「当然必要なことだ」「わからない」の回答割合が高い。３０歳代以上で、年代が上がるに

つれて、「絶対にやめるべきだ」の回答割合が減少している。４０歳代と６０歳代で、「やむを得ないことだ」の回

答割合が高い。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」で「絶対にやめるべきだ」の回答割合がそれぞれ３割と高い。また、「無職」

「学生」は、「わからない」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も大きな差はみられなかった。 

14.7

12.9

6.7

20.0

10.7

18.0

16.0

14.6

9.0

7.6

15.8

12.8

8.4

30.9

31.4

9.6

10.1

8.3

14.6

12.0

18.5

13.4

13.6

12.5

43.7

41.6

33.3

26.6

53.4

38.0

38.3

41.1

45.7

43.0

48.4

26.3

42.8

48.8

46.4

51.4

43.6

41.3

36.8

31.8

33.3

33.4

42.2

43.9

25.0

19.2

22.6

27.8

6.7

13.3

21.3

19.2

24.1

18.1

23.5

22.0

5.3

23.0

22.7

12.4

8.6

22.8

23.8

22.0

19.5

20.0

11.1

21.6

19.7

6.3

4.3

3.8

6.0

3.5

3.9

3.5

4.5

2.5

4.2

2.5

1.0

5.4

2.8

7.3

4.9

2.7

3.7

3.7

4.8

17.1

18.3

38.9

26.6

13.3

22.7

20.4

14.2

17.7

18.5

17.8

31.6

16.7

17.6

9.3

8.6

18.6

20.2

23.8

26.8

26.7

18.5

18.2

17.1

31.2

1.0

0.8

33.4

1.3

0.6

0.7

0.4

1.5

1.7

21.0

0.5

1.8

1.8

2.4

5.3

14.8

0.9

0.9

25.0

絶対にやめる

べきだ

やめた方が

よい
やむを得ない

ことだ

当然必要な

ことだ わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）「登録型本人通知制度」の認知状況 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「知らない」                           ７７．１％ 

2．「知っていて、すでに登録している」          １２．３％ 

3．「知っているが、登録はしていない」           ７．７％ 

4．「知っていて、これから登録しようと考えている」」  １．４％ 

 

「知らない」の回答割合が７７．１％であり、７割以上を占めている。「知っている」の回答割合は２１．４％

であり、認知度は低いことがわかった。  

「登録型本人通知制度」の認知状況 人数(人) 構成比(％)

知っていて、すでに登録している 149 12.3

知っていて、これから登録しようと考えている 17 1.4

知っているが、登録はしていない 93 7.7

知らない 933 77.1

不明 18 1.5

全体 1,210 100.0

知っていて、すでに登

録している

149

12.3%

知っていて、これから登録

しようと考えている

17

1.4%

知っているが、登録は

していない

93

7.7%

知らない

933

77.1%

不明

18

1.5%

【問２２】あなたは、「登録型本人通知制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「知らない」７７．１％ 

「知っている」２１．４％ 
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【属性別にみた集計】 

 
 

●性別でみると、性別で認知度に大きな差はみられなかった。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、

「知っているが、登録はしていない」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、「知っていて、すでに登録している」の回答割合は３０歳代が高く、次いで５０歳代が高い。１０

歳代は９割以上が「知らない」と回答している。「知っているが、登録はしていない」の回答割合は、各年代に一

定数みられる。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」は認知度が特に高い。その他の職業での認知度は低く、特に「学生」は９

割以上が「知らない」と回答している。 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も大きな差はみられなかった。 

11.8

13.2

5.6

8.7

21.5

11.7

18.9

7.0

3.4

6.3

7.6

66.0

54.3

7.8

8.3

1.8

4.9

2.7

7.4

12.2

13.6

2.0

0.9

5.6

0.7

2.3

1.1

0.8

1.5

2.5

5.3

0.5

6.2

2.9

1.8

0.9

0.9

2.7

3.7

1.7

0.4

8.6

7.0

11.1

6.7

6.7

7.6

8.5

7.1

7.5

9.3

5.3

7.2

6.7

8.2

11.4

4.8

11.0

8.3

2.4

14.7

3.7

7.7

7.9

6.3

76.2

78.0

77.7

66.7

93.3

82.6

68.0

78.0

72.8

82.0

81.4

68.4

85.5

85.7

18.6

31.4

85.0

78.9

85.3

92.7

74.6

66.7

77.3

76.8

68.7

1.4

0.9

33.3

1.3

0.6

0.7

0.4

2.0

3.4

21.0

0.5

1.0

0.6

0.9

3.7

5.3

18.5

1.1

1.3

25.0

知っていて、

すでに登録している

知っていて、

これから登録しようと

考えている

知っているが、

登録はしていない 知らない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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７.性的少数者（LGBT等）の人権について 

（１）性的少数者（LGBT等）に関する人権問題について 

 

 

 

(すべての回答者１，２１０人に対しての設問) 

 

性的少数者（LGBT等）に関する人権問題 人数(人) 構成比(％)

職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること 656 54.2

差別的な言動をされること 635 52.5

トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、
入浴施設等を安心して利用できないこと

555 45.9

就職・職場で不利な扱いを受けること 435 36.0

アウティング（自らが望まない情報の暴露）をされること 398 32.9

じろじろ見られたり、避けられたりすること 381 31.5

アパート等の入居を拒否されること 198 16.4

わからない 155 12.8

特に問題はない 30 2.5

その他 26 2.1

不明 16 1.3

累計(n) 累計(%)

3,485 288.0

【問２３】あなたは、性的少数者(ＬＧＢＴ等)に関することで、現在、どのような人権問題があると思いま

すか。（○はいくつでも） 
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【結果概要】 

「職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること」が、５４．２％と最も高く、次いで「差別的

な言動をされること」が５２．５％であり、どちらも半数以上を占めている。 

  

1.3 

2.1 

2.5 

12.8 

16.4 

31.5 

32.9 

36.0 

45.9 

52.5 

54.2 

不明

その他

特に問題はない

わからない

アパート等の入居を拒否されること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

アウティング（自らが望まない情報の暴露）

をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、

入浴施設等を安心して利用できないこと

差別的な言動をされること

職場や学校、地域等で、誹謗中傷や

いじめを受けること

0.0 20.0 40.0 60.0

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

50.4

57.6
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50.0
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61.6

53.5

51.6

55.0

31.4

10.5

50.6

51.3

67.0

71.4

59.3

54.1

41.3

65.9

37.3

29.6

53.7

49.1

25.0

34.7
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26.7

26.7

33.3

34.9

36.9

35.4

40.0

35.6

26.3

34.6

37.8

33.0

40.0

36.5

46.8

40.4

26.8

30.7

18.5

36.7

33.8

18.8

12.7

19.0

22.2

13.3

20.0

13.3

17.4

15.2

15.4

22.5

12.7

15.8

15.5

9.2

13.4

28.6

21.0

21.1

17.4

14.6

16.0

7.4

15.7

19.7

6.3

37.3

52.9

50.0

20.0

73.3

49.3

48.3

47.9

51.2

43.5

27.1

15.8

45.5

45.4

39.2

68.6

60.5

43.1

33.9

61.0

38.7

14.8

47.0

43.0

18.8

25.5

36.4

38.9

6.7

40.0

32.7

40.7

34.8

31.9

30.0

13.6

5.3

33.6

21.8

35.1

31.4

40.1

33.9

20.2

36.6

29.3

7.4

33.3

25.4

6.3

29.2

35.5

38.9

33.3

40.0

30.7

33.7

36.2

37.8

32.5

16.9

26.3

30.6

31.9

47.4

54.3

31.1

33.0

29.4

34.1

30.7

22.2

33.6

30.3

25.0

3.7

1.6

2.7

4.7

3.5

0.4

1.5

3.4

3.2

3.4

3.1

1.8

0.9

1.8

2.4

1.3

3.7

2.4

3.1

14.1

11.4

16.7

26.7

13.3

8.7

6.4

9.6

14.6

14.5

26.3

26.3

11.8

16.8

4.1

2.9

10.2

18.3

15.6

9.8

17.3

29.6

11.5

17.5

25.0

2.4

1.6

16.7

0.7

2.9

3.2

0.8

3.0

0.8

10.5

1.4

1.7

1.0

5.7

0.6

1.8

7.3

4.0

3.7

2.1

2.6

1.2

0.9

26.7

0.6

1.4

1.2

1.0

1.7

21.1

0.9

0.9

1.8

6.7

14.8

0.9

1.3

25.0

職場や学

校、地域等

で、誹謗中

傷やいじ

めを受け

ること

差別的な

言動をさ

れること

就職・職場

で不利な

扱いを受

けること

アパート等

の入居を

拒否され

ること

トランス

ジェンダー

の方がトイ

レ、更衣室、

入浴施設等

を安心して

利用できな

いこと

じろじろ

見られた

り、避けら

れたりす

ること

アウティン

グ（自らが

望まない

情報の暴

露）をされ

ること

特に問題

はない

わから

ない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、男性よりも女性のほうがほとんどの項目において、回答割合が高い。特に、「トランス

ジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用できないこと」「じろじろ見られたり、避

けられたりすること」の回答割合が高い。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「職場や

学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること」の回答割合が低く、「アウティングをされること」の

回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、「職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること」「差別的な言動をされる

こと」が１０～６０歳代でそれぞれ半数以上の回答割合であり、どちらも特に１０歳代の回答割合が高

い。その他にも、１０歳代は「トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用で

きないこと」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「教職員」は、「職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること」「差別的な

言動をされること」「トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用できない

こと」の回答割合が高い。また、「トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利

用できないこと」は、「教職員」のほかに、「福祉関係者」と「学生」で回答割合が高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも、「差別的な言動をされること」「トランスジェンダーの

方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用できないこと」「じろじろ見られたり、避けられたりす

ること」の回答割合が高い。また、野津地域は臼杵地域よりも、「アパート等の入居を拒否されること」

の回答割合が高い。 
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（２）性的少数者（LGBT等）の人権保障について 

①法律や制度の上での保障 

 

 

 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「どちらかといえば保障されていないと思う」  ３３．４％ 

2．「保障されていないと思う」      ２４．５％ 

3．「わからない」         ２１．８％ 

4．「どちらかといえば保障されていると思う」   １５．５％ 

5．「保障されていると思う」        ３．４％ 

「保障されていない」（「どちらかといえば保障されていないと思う」+「保障されていないと思う」）

の回答が５７．９％であり、半数以上を占めている。「わからない」の回答が２割を占めている。  

法律や制度の上での人権保障 人数(人) 構成比(％)

保障されていると思う 41 3.4

どちらかといえば保障されていると思う 188 15.5

どちらかといえば保障されていないと思う 404 33.4

保障されていないと思う 296 24.5

わからない 264 21.8

不明 17 1.4

全体 1,210 100.0

保障されていると思う

41

3.4%

どちらかといえば保障

されていると思う

188

15.5%

どちらかといえば保障

されていないと思う

404

33.4%

保障されてい

ないと思う

296

24.5%

わからない

264

21.8%

不明

17

1.4%

【問２４】あなたは、「（１）法律や制度」において、性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権は保障されていると思

いますか。（１つに〇） 

「保障されていない」５７．９％ 

「保障されている」１８．９％ 
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＜大分県調査との比較＞ 

 

 

●「どちらかといえば保障されていないと思う」は大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査   ２７．２％  ： 今回調査 ３３．４％      

 

●「わからない」は大分県調査より低い結果となった。 

大分県調査   ２７．７％  ： 今回調査 ２１．８％ 

 

大分県調査と比較すると「どちらかといえば保障されていないと思う」の回答割合は、大分県調査よ

りも６．２％高い結果となった。 

  

3.4

4.0

15.5

12.1

33.4

27.2

24.5

25.2

21.8

27.7

1.4

3.8

凡例

R６調査

(n=1,210)

R5大分県

(n=1,539)

保障されていると

思う

どちらかといえば保

障されていると思う

どちらかといえば保

障されていないと

思う

保障されていない

と思う わからない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

5.1

2.2

4.0

3.5

3.2

2.4

4.5

4.2

4.2

3.4

4.1

2.4

5.5

2.8

4.9

3.1

4.8

15.9

15.3

11.1

20.0

13.3

18.7

19.2

14.2

14.6

13.5

15.2

15.8

12.8

16.8

25.8

11.4

13.2

13.8

22.9

12.2

18.7

11.1

15.4

15.8

18.7

34.6

33.5

16.7

6.7

33.3

33.2

32.5

32.9

39.6

34.0

24.6

10.5

36.2

31.0

43.3

40.0

32.3

34.9

24.8

34.1

24.0

14.8

33.8

33.4

18.7

20.6

27.4

33.3

13.3

26.7

24.7

26.2

28.7

21.3

26.0

17.8

10.5

24.1

24.4

17.5

40.0

33.5

22.0

19.3

34.2

18.7

11.1

25.0

23.2

6.4

22.4

20.8

33.3

33.3

20.0

18.7

16.9

20.6

20.1

22.0

36.5

42.1

22.0

22.7

9.3

8.6

18.0

23.8

27.4

12.2

34.6

48.2

21.6

21.5

37.5

1.4

0.8

5.6

26.7

6.7

0.7

1.7

0.4

2.0

1.7

21.1

0.7

1.7

0.6

2.8

2.4

4.0

14.8

1.1

1.3

18.7

保障されていると

思う

どちらかといえば保

障されていると思う

どちらかといえば

保障されていないと

思う

保障されていないと

思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、男性よりも女性のほうが「保障されていないと思う」の回答割合が高い。「性別を答え

ることに抵抗がある」と回答した人は、「保障されていないと思う」「わからない」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、１０～６０歳代は、「保障されていない」（「どちらかといえば保障されていないと思う」

+「保障されていないと思う」）の回答割合が半数以上を占めている。また、２０～３０歳代は、「保障

されていると思う」（「どちらかといえば保障されていると思う」+「保障されていると思う」）の回答割

合が他の年代よりも高く、約２割を占めている。 

 

●職業別でみると、「官公庁」「無職」は「保障されていると思う」（「どちらかといえば保障されていると

思う」+「保障されていると思う」）の回答割合が特に高い。「教職員」は、「保障されていない」（「どち

らかといえば保障されていないと思う」+「保障されていないと思う」）の回答割合が約８割を占めて

いる。 

 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も大きな差はみられなかった。  
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②日常生活での人権保障 

 

 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「どちらかといえば保障されていないと思う」    ３３．1％ 

2．「保障されていないと思う」                   ２５．４％ 

3．「わからない」                    ２２．６％ 

4．「どちらかといえば保障されていると思う」      １３．８％ 

5．「保障されていると思う」                      ３．５％ 

 

「保障されていない」（「どちらかといえば保障されていないと思う」+「保障されていないと思う」）と

の回答が５８．６％であり、約６割を占めている。「わからない」の回答は約２割を占めている。  

日常生活での人権保障 人数(人) 構成比(％)

保障されていると思う 42 3.5

どちらかといえば保障されていると思う 167 13.8

どちらかといえば保障されていないと思う 402 33.1

保障されていないと思う 307 25.4

わからない 273 22.6

不明 19 1.6

全体 1,210 100.0

保障されていると思う

42

3.5%

どちらかといえば保障

されていると思う

167

13.8%

どちらかといえば保障

されていないと思う

402

33.1%

保障されてい

ないと思う

307

25.4%

わからない

273

22.6%

不明

19

1.6%

【問２４】あなたは、「(２)日常生活」において、性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権は保障されていると思い

ますか。（１つに〇） 

「保障されていない」５８．5％ 

「保障されている」１７．３％ 
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＜大分県調査との比較＞ 

 

 

●「どちらかといえば保障されていないと思う」は大分県調査より高い結果となった。 

大分県調査   ２７．９％  ： 今回調査 ３３．２％      

 

●「わからない」は大分県調査より低い結果となった。 

大分県調査   ２９．７％  ： 今回調査 ２２．６％ 

 

大分県調査と比較すると「どちらかといえば保障されていないと思う」の回答割合は、大分県調査よ

りも５．３％高い結果となった。 

 

  

3.5

2.5

13.8

9.9

33.1

27.9

25.4

25.8

22.6

29.7

1.6

4.2

凡例

R６調査

(n=1,210)

R5大分県

(n=1,539)

保障されていると

思う

どちらかといえば

保障されていると

思う

どちらかといえば

保障されていない

と思う

保障されていない

と思う わからない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

5.5

2.0

6.7

4.0

5.2

2.8

3.5

3.0

3.4

4.2

4.2

4.1

3.0

5.5

3.7

3.3

4.0

6.3

16.3

12.1

5.6

13.3

6.7

18.7

15.7

16.0

10.2

12.0

11.0

15.8

10.9

20.2

24.7

8.6

10.8

7.3

20.2

19.5

13.3

11.1

13.7

14.5

12.5

32.8

34.4

22.2

6.7

39.9

29.3

35.5

32.3

40.2

33.5

23.7

15.8

34.3

33.6

44.4

51.4

34.1

35.9

26.5

26.8

18.7

11.1

33.6

32.3

18.7

22.0

27.7

38.9

20.0

26.7

29.3

22.7

25.5

24.4

30.0

20.3

10.5

25.8

18.5

16.5

25.7

33.5

27.5

21.1

36.6

28.0

14.8

25.9

24.6

6.3

21.6

22.8

33.3

33.3

26.7

18.0

19.2

22.7

19.3

21.0

39.1

42.1

24.1

21.8

9.3

11.4

18.6

23.8

25.7

17.1

33.3

48.2

22.3

22.8

37.5

1.8

1.0

20.0

0.7

1.7

0.7

2.4

0.5

2.5

15.8

0.7

1.7

1.0

2.9

2.8

6.7

14.8

1.2

1.8

18.7

保障されていると

思う

どちらかといえば保

障されていると思う

どちらかといえば

保障されていないと

思う

保障されていないと

思う わからない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、男性よりも女性のほうが「保障されていない」（「どちらかといえば保障されていない

と思う」+「保障されていないと思う」）の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、２０歳代と３０歳代は、「保障されていると思う」（「どちらかといえば保障されている

と思う」+「保障されていると思う」）の回答割合が高い。また、１０歳代は、「保障されていない」（「どち

らかといえば保障されていないと思う」+「保障されていないと思う」）の回答割合が最も高く、７０歳

代以上は「わからない」の回答割合が最も高い。 

 

●職業別でみると、「教職員」は、「保障されていない」（「どちらかといえば保障されていないと思う」+

「保障されていないと思う」）の回答割合が７割以上を占めている。「学生」は、「保障されていないと

思う」の回答割合が３６．６％と特に高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域も野津地域も大きな差はみられなかった。  
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（３）身近な人から性的少数者（LGBT等）であると打ち明けられた時の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

身近な人から性的少数者であると打ち明けられた時の対応 人数(人) 構成比(％)

今までどおりつき合う 858 71.0

本人が生きたいように手助けする 248 20.5

疎遠になるかもしれない 46 3.8

隠すようすすめる 11 0.9

つき合いをやめる 9 0.7

その他 22 1.8

不明 16 1.3

全体 1,210 100.0

今までどおりつき合う

858

71.0%

本人が生きたいよ

うに手助けする

248

20.5%

疎遠になるかもしれない

46

3.8%

隠すようすすめる

11

0.9%

つき合いをやめる

9

0.7%

その他

22

1.8%

不明

16

1.3%

【問２５】身近な人（家族、友人等）から性的少数者（ＬＧＢＴ等）であることを打ち明けられた場合、 

あなたはどうしますか。（〇は１つ） 

 



 

126 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「今までどおりつき合う」                  ７１．０％ 

2．「本人が生きたいように手助けする」         ２０．５％ 

3．「疎遠になるかもしれない」                 ３．８％ 

4．「隠すようすすめる」                     ０．９％ 

5．「つき合いをやめる」                       ０．７％ 

 

「今までどおりつき合う」の回答割合が、７１．０％であり、「疎遠になるかもしれない」「隠すようすすめ

る」「つき合いをやめる」の回答の合計割合が５．４％という結果となった。  

「今まで通りつき合う・ 

手助けする。」９１．5％ 
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【属性別にみた集計】 

 

67.6

74.2

61.0

46.6

73.3

72.1

76.8

71.6

72.8

69.5

61.1

47.3

72.1

82.4

68.0

68.5

71.2

72.5

64.1

68.4

61.4

63.0

70.4

74.1

62.5

23.1

18.6

22.2

13.3

20.0

19.3

18.6

23.0

21.6

20.0

19.5

5.3

20.9

11.8

28.9

28.6

24.6

19.3

14.7

19.5

21.3

14.8

21.3

18.0

6.2

4.7

3.2

6.7

5.3

2.3

1.8

2.4

5.5

9.3

5.3

3.5

5.0

3.1

2.9

0.6

4.6

8.3

7.3

1.3

7.4

3.7

4.0

6.2

1.0

0.8

6.7

2.0

0.4

0.4

1.5

2.5

0.5

0.8

1.2

1.8

0.9

4.0

1.0

0.4

0.8

0.6

5.6

0.7

1.0

3.4

5.3

0.2

0.6

4.6

2.7

0.7

0.9

1.8

1.6

5.6

6.7

6.7

1.3

1.7

1.8

1.6

1.5

1.7

10.5

2.1

1.8

1.8

2.8

2.4

4.0

3.7

1.9

1.3

6.2

1.0

1.0

5.6

20.0

0.6

0.7

1.2

1.0

2.5

26.3

0.7

4.6

2.4

5.3

11.1

1.0

1.3

18.9

今までどおりつ

き合う

本人が生きたい

ように

手助けする

疎遠になるかも

しれない

隠すよう

すすめる

つき合いを

やめる その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別

不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、男性よりも女性のほうが、「今までどおりつき合う」の回答割合が高く、「本人が生き

たいように手助けする」の回答割合は、女性より男性のほうが高い。 

 

●年代別でみると、３０歳代が「今までどおりつき合う」の回答割合が最も高い。「疎遠になるかもしれ

ない」の回答割合は、７０歳代以上が最も高い。 

 

●職業別でみると、「自営業」が「今までどおりつき合う」の回答割合が最も高く、８割を超えている。ま

た、「官公庁」「教職員」「福祉関係者」は「本人が生きたいように手助けする」の回答割合が高い。

「無職」と「学生」は、「疎遠になるかもしれない」の回答割合が高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域よりも野津地域のほうが、「今までどおりつき合う」の回答割合が高い。  
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８.行政の取組について 

（１）法律・条例・計画等の認知度について 

①部落差別の解消の推進に関する法律 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「全く知らなかった」  ４７．３％ 

2．「あまり知らなかった」 ３０．６％ 

3．「多少知っている」  １７．３％ 

4．「よく知っている」   ３．６％ 

「全く知らなかった」が４７．３％と半数近くが回答しており、「あまり知らなかった」の３０．６％と合計

すると、約８割の人が「知らなかった」と回答している。「知っている」(「多少知っている」+「よく知って

いる」)の回答は、２０．９％となっている。 

「部落差別の解消の推進に関する法律」の認知状況 人数(人) 構成比(％)

よく知っている 43 3.6

多少知っている 209 17.3

あまり知らなかった 370 30.6

全く知らなかった 573 47.3

不明 15 1.2

全体 1,210 100.0

よく知っている

43

3.6%

多少知っている

209

17.3%

あまり知らなかった

370

30.6%

全く知らなかった

573

47.3%

不明

15

1.2%

【問２６】あなたは、「（1）部落差別の解消の推進に関する法律」［２０１６年（平成２８年）１２月施行］について、 

どの程度ご存じですか。（○は１つ） 

「知らなかった」７７．９％ 

「知っている」２０．９％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）が前回調査より高い。 

前回調査 １７．９％ ： 今回調査 ２０．９％ 

 

  

3.6

3.1

17.3

14.8

30.6

26.0

47.3

54.1

1.2

2.0

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

  
●性別でみると、男性は女性よりも「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合が高い。

「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性、女性よりも「よく知っている」の回答割合が高く、１１．

１％である。 

●年代別でみると、１０歳代は「知らなかった」（「あまり知らなかった」+「全く知らなかった」）の回答割合が最も

高く、８割以上を占めており、６０歳代以上も高い。「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回

答割合は３０歳代が最も高い。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」は「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合が特

に高く、６割以上となっている。「自営業」「家事専業」は、「全く知らなかった」の回答が最も高く、６割を占めて

いる。 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域のほうが、「多少知っている」の回答割合が高い。  

5.9

1.6

11.1

2.0

4.1

4.3

5.1

3.0

1.7

0.9

3.0

23.7

22.9

0.6

0.9

0.9

2.7

3.1

5.7

17.6

16.9

16.7

20.0

13.3

20.7

20.3

16.7

16.9

14.5

16.1

15.8

13.7

12.0

40.2

45.7

18.6

10.1

15.6

12.2

14.8

20.0

17.9

14.9

12.5

29.8

31.3

27.8

26.7

13.3

34.7

29.1

24.8

30.7

34.0

35.6

42.1

32.0

40.0

24.7

22.9

24.6

28.4

34.9

31.7

29.6

38.7

30.6

29.8

37.5

45.7

49.0

44.4

33.3

73.3

42.0

45.9

53.2

45.7

48.0

44.9

26.3

52.9

63.0

11.3

8.6

55.7

60.6

45.0

56.1

44.4

33.3

47.5

47.8

31.3

1.0

1.0

20.0

0.7

0.6

1.1

1.6

0.5

1.7

15.8

0.5

1.0

0.6

3.7

11.1

5.3

0.8

1.8

18.8

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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②臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「全く知らなかった」   ５３．5％ 

2．「あまり知らなかった」  ３０．６％ 

3．「多少知っている」   １２．０％ 

4．「よく知っている」    ２．４％ 

「知っている」と回答した人は１４．４％であり、認知度が低いことがわかった。 

  

「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例」の認知状況 人数(人) 構成比(％)

よく知っている 29 2.4

多少知っている 145 12.0

あまり知らなかった 370 30.6

全く知らなかった 648 53.5

不明 18 1.5

全体 1,210 100.0

よく知っている

29

2.4%

多少知っている

145

12.0%

あまり知らなかった

370

３０．６％

全く知らなかった

648

53.５%

不明

18

1.5%

【問２６】あなたは、「(2)臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例」[２０１９年 

（平成３１年）３月一部改正、施行]について、どの程度ご存じですか。（○は１つ） 

「知らなかった」８４．1％ 

「知っている」１４．４％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）はほとんど変化はみられなかった。 

前回調査 １３．３％ → 今回調査 １４．４％  

 

●「全く知らなかった」が減少。 

前回調査 ５７．０％ → 今回調査 ５３．６％ 

 

前回調査と比較すると、「全く知らなかった」の回答割合が減少したが、全体的に大きな変化はみ

られない。 

  

2.4

2.3

12.0

11.0

30.6

27.5

53.5

57.0

1.5

2.2

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、女性より男性のほうが「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合が高

い。「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「多少知っている」の回答割合が約２割と特に高い。 

●年代別でみると、１０歳代は回答者全員が「知らなかった」（「あまり知らなかった」+「全く知らなかった」）と回答

している。また、３０歳代は「多少知っている」の回答割合が高い。４０歳代は「全く知らなかった」の回答割合が

高い。 

●職業別でみると、「官公庁」が「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合が最も高く、約

６割を占めており、次いで「教職員」が高い。「家事専業」「学生」は、「全く知らなかった」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域よりも野津地域のほうが「全く知らなかった」の回答割合が高い。  

4.3

1.0

0.7

3.5

3.2

3.9

1.0

0.8

0.7

0.8

21.6

5.7

0.6

1.3

2.3

3.1

13.3

10.8

22.2

6.7

12.7

15.1

11.0

12.6

11.5

9.3

15.8

7.4

7.6

40.2

20.0

12.6

7.3

11.9

2.4

18.7

3.7

12.4

10.5

6.3

29.0

31.9

27.8

26.7

13.3

34.0

28.5

27.3

30.7

32.0

35.6

36.8

32.7

31.9

23.7

48.6

26.3

22.9

32.1

31.7

33.3

33.3

31.2

28.1

31.3

52.4

54.9

50.0

40.0

86.7

52.0

52.3

57.1

50.8

55.0

51.7

31.6

58.5

58.8

14.4

25.7

59.9

69.7

51.4

65.9

40.0

51.9

53.1

56.6

37.5

1.0

1.3

26.7

0.7

0.6

1.4

2.0

0.5

2.5

15.8

0.7

0.8

0.6

4.6

6.7

11.1

1.0

1.8

25.0

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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③第２次臼杵市人権教育・人権啓発推進基本計画 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「全く知らなかった」   ５２．９％ 

2．「あまり知らなかった」  ３１．２％ 

3．「多少知っている」   １２．１％ 

4．「よく知っている」    ２．１％ 

「知っている」と回答した人は 14.２％であり、認知度が低いことがわかった。 

  

「第２次臼杵市人権教育・人権啓発推進基本計画」の認知状況 人数(人) 構成比(％)

よく知っている 25 2.1

多少知っている 147 12.1

あまり知らなかった 378 31.2

全く知らなかった 640 52.9

不明 20 1.7

全体 1,210 100.0

よく知っている

25

2.1%

多少知っている

147

12.1%

あまり知らなかった

378

31.2%

全く知らなかった

640

52.9%

不明

20

1.7%

【問２６】あなたは、「（3）第２次臼杵市人権教育・人権啓発推進基本計画」[２０１６年（平成２８年） 

３月施行]について、どの程度ご存じですか。（○は１つ） 

 

「知らなかった」８４．１％ 

「知っている」１４．２％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

 

●「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）がやや増加。 

前回調査 １１．１％  → 今回調査 １４．２％ 

 

●「全く知らなかった」が減少。 

前回調査 ５９．２％ → 今回調査 ５２．９％ 

 

前回調査と比較すると、「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）との回答がやや増加

しており、「全く知らなかった」との回答割合が６．３％減少した。 

 

  

2.1

1.5

12.1

9.6

31.2

27.4

52.9

59.2

1.7

2.2

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 
 

●性別でみると、女性より男性のほうが「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合が高

い。 

●年代別でみると、「知っている」（「よく知っている」＋「多少知っている」）の回答割合は、３０歳代、５０歳代で高

い一方で、６０歳代、７０歳代以上の回答割合が低い。７０歳以上は「知らなかった」(「あまり知らなかった」+

「全く知らなかった」)の回答割合が８９．８％と他の年代に比べて高く、次いで６０歳代が８９．０％、１０歳代は８

６．６％の順で高い。 

●職業別でみると、「官公庁」が「よく知っている」の回答割合が最も高く、次いで「教職員」が高い。「福祉関係者」

「家事専業」「学生」は、「全く知らなかった」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、野津地域のほうが臼杵地域よりも「全く知らなかった」の回答割合が高い。  

3.5

1.0

0.7

2.3

3.2

3.1

1.0

0.8

0.5

0.8

16.5

5.7

1.8

1.3

2.1

2.2

12.7

12.0

11.1

13.3

15.3

15.7

11.7

13.8

9.0

6.8

5.3

8.6

7.6

43.3

22.9

13.8

1.8

8.3

9.8

14.7

7.4

12.7

10.5

29.8

32.4

33.3

26.7

13.3

33.3

28.5

27.0

31.5

32.5

39.8

47.4

31.3

30.3

25.8

48.6

24.0

29.4

37.6

31.7

40.0

33.3

31.4

30.3

37.5

52.2

53.4

55.6

53.3

73.3

48.7

52.9

56.7

50.0

56.5

50.0

31.6

58.2

61.3

13.4

22.9

59.9

68.8

50.5

58.5

37.3

48.1

52.5

55.3

43.8

1.8

1.2

20.0

2.0

0.6

1.4

1.6

1.0

2.5

15.8

1.4

1.0

0.6

3.7

6.7

11.1

1.3

1.8

18.8

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別

不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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④臼杵市パートナーシップ宣誓制度 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「全く知らなかった」   ４０．8％ 

2 「多少知っている」   ２５．６％ 

「あまり知らなかった」  ２５．６％ 

3．「よく知っている」    ６．６％ 

「知っている」(「よく知っている」+「多少知っている」)の回答割合は３２．２％である。「多少知って

いる」と「あまり知らなかった」の回答割合は、２５．６％と同率の結果となった。 

「臼杵市パートナーシップ宣誓制度」の認知状況 人数(人) 構成比(％)

よく知っている 80 6.6

多少知っている 310 25.6

あまり知らなかった 310 25.6

全く知らなかった 493 40.8

不明 17 1.4

全体 1,210 100.0

よく知っている

80

6.6%

多少知っている

310

25.6%

あまり知らなかった

310

25.6%

全く知らなかった

493

40.8%

不明

17

1.4%

【問２６】あなたは、「（4）臼杵市パートナーシップ宣誓制度」[２０２１年（令和３年）４月施行]について、 

どの程度ご存じですか。（○は１つ） 

「知らなかった」 66.4％ 

「知っている」 32.２％ 
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【属性別にみた集計】 

 

●性別でみると、女性より男性のほうが「知っている」(「よく知っている」+「多少知っている」)の回答割合が低い。

「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、男性、女性より「知っている」(「よく知っている」+「多少知っ

ている」)の回答割合が高い。 

●年代別でみると、６０歳代以上は、「知らなかった」（「あまり知らなかった」＋「全く知らなかった」）の回答割合

が高く、約８割を占めている。１０歳代は、他の年代に比べて「全く知らなかった」の回答割合が最も高く、２０～

５０歳代は、「知っている」(「よく知っている」+「多少知っている」)の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「官公庁」が「よく知っている」の回答割合が最も高く、次いで「教職員」が高い。「家事専業」

「学生」は、「全く知らなかった」の回答割合が５割を超えている。  

7.8

5.7

11.1

7.3
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7.8

7.9

3.5

3.4

5.3

4.2

3.4

30.9

17.1

4.2
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6.4

8.0

7.0

5.3

21.0

29.4

27.8

13.3

26.7

27.3

30.2

29.1

30.3

17.5

14.4

10.5

23.9

22.7

43.3

40.0

34.7

22.0

15.6

22.0

16.0

14.8

26.5

23.2

6.3

28.4

23.5

27.8

20.0

26.7

25.0

18.8

27.6

29.0

33.9

31.6

29.0

26.1

14.4

25.7

19.2

23.9

27.5

22.0

33.3

33.3

25.1

27.6

31.3

42.0

40.0

33.3

40.0

73.3

37.3

34.9

43.6

32.7

49.5

45.8

36.8

42.2

47.9

11.3

17.1

41.3

51.4

46.8

53.7

37.3

40.7

40.4

42.5

37.5

0.8

1.3

1.3

1.2

0.7

1.6

0.5

2.5

15.8

0.7

0.6

0.9

3.7

2.4

5.3

11.1

1.0

1.3

25.0

よく知っている 多少知っている あまり知らなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別

不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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（２）啓発活動（講演会等）への参加状況について 

 

 

 
 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「全く知らなかった」    ５４．５％ 

2．「知っていたが参加しなかった」 １８．２％ 

3．「1回～2回参加した」   １７．８％ 

4．「何回も参加した」     ８．５％ 

 

「全く知らなかった」と回答した人の割合は５４．５％である。その一方で、イベントを知っていた人

（「何回も参加した」+「１回～２回参加した」+「知っていたが参加しなかった」）の回答割合は４４．５％

であり、そのうちの約６割にあたる２６．３％が、イベントに参加したことがあると回答した。 

 

  

啓発活動（講演会等）への参加状況 人数(人) 構成比(％)

何回も参加した 103 8.5

1回～2回参加した 215 17.8

知っていたが参加しなかった 220 18.2

全く知らなかった 660 54.5

不明 12 1.0

全体 1,210 100.0

何回も参加した

103

8.5%

1回～2回参加した

215

17.8%

知っていたが参加しな

かった

220

18.2%

全く知らなかった

660

54.5%

不明

12

1.0%

【問２７】あなたは、臼杵市主催の人権講演会や人権啓発イベント（フェスタ・ザ・じんけん等）に参加し 

たことがありますか。（○は１つ） 

「参加した」 ２６．３％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「何回も参加した」が減少。 

前回調査 １１．２％ → 今回調査 ８．５％ 

 

●「全く知らなかった」が増加。 

前回調査 ４９．９％ → 今回調査 ５４．５％ 

「何回も参加した」は、前回調査から２．７％減少した。新型コロナウイルス感染拡大により、約２年

にわたりイベントの中止や入場制限等が行われたことが影響しているとも考えられる。 

  

8.5

11.2

17.8

17.2

18.2

19.0

54.5

49.9

1.0

2.7

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

何回も参加した 1回～2回参加した

知っていたが

参加しなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

  
●性別でみると、「何回も参加した」の回答割合は男性が多く、「１回～２回参加した」の回答割合は女性が圧倒

的に多い。また、男性と「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「全く知らなかった」の回答割合が

高い。 

●年代別でみると、３０～５０歳代で「参加した」(「何回も参加した」+「１回～２回参加した」)の回答割合が高く、

特に５０歳代は約半数であった。１０歳代、７０歳代以上は、「全く知らなかった」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」が「参加した」（「何回も参加した」＋「１回～２回参加した」）の回答割合が

最も高い。「学生」「無職」「会社員」は、「全く知らなかった」の回答割合が高い。「福祉関係者」「自営業」「家事

専業」は、「１回～２回参加した」の回答割合が高い。 

●地域別でみると、臼杵地域と野津地域で大きな差はみられなかった。  

9.4

7.9

5.6

6.7

6.0

15.7

7.8

15.0

3.0

5.3

4.2

5.9

52.6

28.6

4.2

4.6

0.9

2.7

7.4

8.3

9.6

6.3

8.6

25.0

16.7

6.7

13.3

11.3

19.2

19.9

30.7

9.0

5.9

21.1

16.0

20.2

15.5

20.0

30.5

20.2

5.5

12.2

17.3

11.1

18.1

17.1

6.3

20.0

17.2

5.6

13.3

6.7

13.3

17.4

15.2

19.7

24.0

22.0

10.5

16.7

18.5

13.4

31.4

18.6

19.3

22.0

7.3

26.7

11.1

18.1

19.3

6.3

61.6

48.9

72.2

46.7

80.0

68.7

47.1

56.7

33.1

63.5

71.2

47.4

62.6

54.6

18.6

20.0

46.7

54.1

69.7

80.5

50.7

59.3

54.8

53.5

56.3

0.4

0.9

26.7

0.7

0.6

0.4

1.6

0.5

0.8

15.8

0.5

0.8

1.8

1.8

2.7

11.1

0.7

0.4

25.0

何回も参加した 1回～2回参加した

知っていたが参加し

なかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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【設問別にみた集計】 

 

 

  

9.3

9.4

6.3

4.5

24.0

8.2

3.5

11.2

1.4

3.7

13.9

18.9

17.5

9.1

15.4

16.8

19.4

13.8

8.3

50.0

22.1

9.6

9.0

13.3

15.9

17.8

21.1

31.8

7.7

24.0

18.4

15.4

13.9

16.7

17.9

23.3

18.3

6.7

59.6

53.2

54.3

54.5

69.2

35.2

53.1

66.2

75.0

16.7

48.1

65.8

68.0

53.3

1.3

0.8

0.9

7.7

0.9

1.2

2.8

16.7

0.6

0.9

26.7

何回も参加した 1回～2回参加した

知っていたが

参加しなかった 全く知らなかった 不明

（単位：％）

不明(n=6)

不明(n=15)

人
権
尊
重
度
別

凡例

よく尊重されていると思う

(n=151)

多少は尊重されていると思う

(n=788)

あまり尊重されていないと思う

(n=223)

全く尊重されていないと思う

(n=22)

非常に関心がある(n=125)

多少は関心がある(n=783)

あまり関心がない(n=260)

全く関心がない(n=36)

学習を受けた(n=800)

学習を受けていない(n=73)

覚えていない(n=322)

人
権
の
関
心
度
別

人
権
問
題
学
習
の
有
無

不明(n=26)
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●人権の尊重度別にみると、「よく尊重されていると思う」と回答した人が、「全く知らなかった」の回答

割合が最も高い。「あまり尊重されていないと思う」「全く尊重されていないと思う」と回答した人は、

「知っていたが参加しなかった」の回答割合が高い。 

 

●人権問題への関心度別にみると、「非常に関心がある」と回答した人ほど、「参加した」（「何回も参加

した」＋「１回～２回参加した」）の回答割合が高い傾向にある。反対に、関心がない人ほど催しがあ

ることを「全く知らなかった」と回答した割合が高くなっている。関心度と認知度は比例している。 

 

●人権問題の学習の有無別にみると、「参加した」（「何回も参加した」＋「１回～２回参加した」）の回答

割合は、「学習を受けた」と回答した人が高く、反対に「知っていたが参加しなかった」と「全く知らな

かった」の回答割合は、「学習を受けていない」「覚えていない」と回答した人が高い。 
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（３）啓発活動（講演会等）へ参加した感想について 

 

（問２７で「1．何回も参加した」「2．1回～２回参加した」と回答した３１８人に対しての設問） 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「人権について学ぶよい機会であり、 

機会があればまた参加したいと思う」    ６２．２％ 

2．「よい取組ではあるが、内容の充実が必要だと思う」 ２１．４％ 

3．「非常によい取組であり、 

今後もできるだけ参加したいと思う」     ８．５％ 

4．「内容が不十分であり、効果は期待できないと思う」  ３．８％ 

「今後も参加したい」と回答した人が約７割であった。  

啓発活動（講演会等）へ参加した感想 人数(人) 構成比(％)

非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う 27 8.5

人権について学ぶよい機会であり、
機会があればまた参加したいと思う

198 62.2

よい取組ではあるが、内容の充実が必要だと思う 68 21.4

内容が不十分であり、効果は期待できないと思う 12 3.8

その他 13 4.1

不明 0 0.0

全体 318 100.0

非常によい取組であり、今後もでき

るだけ参加したいと思う

27

8.5%

人権について学ぶよい機会

であり、機会があればまた

参加したいと思う

198

62.2%

よい取組ではあるが、

内容の充実が必要だ

と思う

68

21.4%

内容が不十分であり、効

果は期待できないと思う

12

3.8%

その他

13

4.1%

【問２８】問２７で「１. 何回も参加した」「２. １回～２回参加した」を選んだ方にお尋ねします。参加され

た感想や印象はどうでしたか。（○は１つ） 

「今後も参加したい」 ７０．７％ 

「内容の充実が必要・内容が 

不十分である」    ２５．２％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「人権について学ぶよい機会であり、機会があればまた参加したいと思う」の回答割合が、前回調査

よりもやや増加している。 

  

8.5

9.1

62.2

59.1

21.4

21.2

3.8

2.7

4.1

5.2 2.7

凡例

R６調査

(n=318)

R元調査

(n=330)

非常によい取組

であり、今後も

できるだけ参加

したいと思う

人権について学

ぶよい機会であ

り、機会があれ

ばまた参加した

いと思う

よい取組ではあ

るが、内容の充

実が必要だと

思う

内容が不十分で

あり、効果は期

待できないと

思う その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

  

18.5

4.5

50.0

3.8

10.0

9.0

8.6

8.3

3.4

3.2

24.2

5.9

6.9

3.7

20.0

7.5

13.1

52.2

66.8

75.0

50.0

73.1

55.0

62.8

65.5

66.7

42.9

20.0

63.2

64.5

56.1

58.8

70.7

74.1

71.4

40.0

46.7

20.0

65.5

50.8

19.6

21.4

25.0

100.0

19.2

28.3

21.8

17.2

12.5

28.6

80.0

27.6

12.9

13.6

17.6

20.7

11.1

28.6

40.0

33.3

80.0

20.0

24.6

100.0

8.7

1.8

3.8

5.0

3.8

2.6

4.2

14.3

3.4

9.7

6.1

1.7

3.7

3.5

4.9

1.1

5.5

1.7

2.6

6.0

8.3

14.3

2.3

9.7

17.6

7.4

20.0

3.5

6.6

非常によい取組で

あり、今後もでき

るだけ参加したい

と思う

人権について学ぶ

よい機会であり、

機会があればまた

参加したいと思う

よい取組ではある

が、内容の充実が

必要だと思う

内容が不十分であ

り、効果は期待で

きないと思う その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=92)

女性(n=220)

性別を答えることに抵抗がある

(n=4)

10歳代(n=2)

20歳代(n=26)

30歳代(n=60)

40歳代(n=78)

50歳代(n=116)

60歳代(n=24)

70歳代以上(n=7)

会社員(n=87)

自営業(n=31)

官公庁(n=66)

教職員(n=17)

福祉関係者(n=58)

家事専業(n=27)

無職(n=7)

学生(n=5)

その他(n=15)

臼杵地域(n=255)

野津地域(n=61)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=2)

不明(n=5)

不明(n=2)

不明(n=5)
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●性別でみると、男性は「非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う」の回答割合が

高く、女性と「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「人権について学ぶよい機会であり、

機会があればまた参加したいと思う」の回答割合が高い。また、男性は女性や「性別を答えることに

抵抗がある」と回答した人よりも、「内容が不十分であり、効果は期待できないと思う」の回答割合が

高かった。 

 

●年代別でみると、「非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う」の回答割合は１０歳

代が最も高く、５０．０％となっている。２０歳代は、「人権について学ぶよい機会であり、機会があれ

ばまた参加したいと思う」の回答割合が約７割と最も高い。３０歳代と７０歳代以上は、「よい取組で

はあるが、内容の充実が必要だと思う」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「官公庁」は、「非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う」の回答

割合が２４．２％と、他の職業に比べて特に高い。「学生」も、「非常によい取組であり、今後もできる

だけ参加したいと思う」の回答割合が高く、約２割となっている。また、「官公庁」「福祉関係者」「家事

専業」が、「参加したいと思う」（「非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う」+「人

権について学ぶよい機会であり、機会があればまた参加したいと思う」）の回答割合が高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「参加したいと思う」（「非常によい取組であり、今後も

できるだけ参加したいと思う」+「人権について学ぶよい機会であり、機会があればまた参加したい

と思う」）の回答割合が高く、７割以上を占めている。また、野津地域は「よい取組ではあるが、内容

の充実が必要だと思う」の回答割合が高い。  
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（４）臼杵市が取り組むべき啓発活動について 

 

(すべての回答者１，２１０人に対しての設問) 

 

 
【結果概要】 

「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発を繰り返し行う」が最も多く３

９．１％であった。次いで「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、セミナーを定期的に行う」

が２２．２％となっている。  

臼杵市が取り組むべき啓発活動 人数(人) 構成比(％)

市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の
啓発を繰り返し行う

473 39.1

市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、セミナーを
定期的に行う

269 22.2

啓発ポスターなどを公共施設や市民の出入りの多い場所に
常時掲示する

231 19.1

ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問題の啓発を行う 228 18.8

わからない 228 18.8

新聞やマスメディアによる宣伝や呼びかけ、広告などを増やす 205 16.9

特に必要ない 111 9.2

その他 73 6.0

不明 15 1.2

累計(n) 累計(%)

1,833 151.3

1.2

6.0

9.2

16.9

18.8

18.8

19.1

22.2

39.1

不明

その他

特に必要ない

新聞やマスメディアによる宣伝や呼びかけ、

広告などを増やす

わからない

ケーブルテレビを活用し、

人権・部落差別問題の啓発を行う

啓発ポスターなどを公共施設や市民の

出入りの多い場所に常時掲示する

市民も参加する街頭啓発活動、講演会、

研修会、セミナーを定期的に行う

市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・

部落差別問題の啓発を繰り返し行う

0.0 20.0 40.0 60.0

（単位：％）

【問２９】人権・部落差別問題に関する啓発活動の中でその効果を高めるために臼杵市はどのような

ことに取り組むべきだと思いますか。（○は２つまで） 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発を繰り返し行う」が増加。 

前回調査 ２９．９％ → 今回調査 ３９．１％ 

 

●「ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問題の啓発を行う」が減少。 

前回調査 ２４．５％ → 今回調査 １８．８％ 

 

●「わからない」が増加。 

前回調査 １３．８％ → 今回調査 １８．８％ 

前回調査では、「ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問題の啓発を行う」が２番目に高い回答

割合であったが、今回は５．７％減少し、４番目に高い項目となった。最も回答割合の高かったものは

「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発を繰り返し行う」で約４割の回答

があり、前回よりも約９．２％増加している。「わからない」は前回調査よりも増加した。 

 

  

39.1

29.9

19.1

19.8

16.9

17.9

18.8

24.5

22.2

23.9

18.8

13.8

9.2

7.5

6.0

5.9

1.2

3.4

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

市の広報誌や

ホームページ、

ＳＮＳ等で人権・

部落差別問題の

啓発を繰り返し

行う

啓発ポスターな

どを公共施設や

市民の出入りの

多い場所に常時

掲示する

新聞やマスメ

ディアによる

宣伝や呼びかけ、

広告などを

増やす

ケーブルテレビ

を活用し、人権・

部落差別問題の

啓発を行う

市民も参加する

街頭啓発活動、

講演会、研修会、

セミナーを定期

的に行う わからない 特に必要ない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

41.4

38.1

33.3

13.3

33.3

42.0

40.1

39.0

44.5

39.5

25.4

21.1

42.7

37.0

44.3

48.6

37.7

33.0

31.2

43.9

40.0

14.8

40.1

36.4

18.8

18.8

19.3

22.2

13.3

33.3

24.7

19.8

18.1

16.9

16.0

22.0

15.8

18.6

23.5

16.5

22.9

19.2

21.1

16.5

19.5

20.0

11.1

18.8

20.6

12.5

16.1

17.8

16.7

6.7

6.7

18.0

21.5

20.6

16.5

14.0

8.5

10.5

16.9

15.1

17.5

20.0

21.0

18.3

11.9

19.5

17.3

3.7

17.0

18.0

15.1

21.7

22.2

13.3

13.3

20.0

21.5

16.7

20.1

17.5

21.2

5.3

18.3

14.3

20.6

17.1

21.0

22.0

16.5

14.6

25.3

14.8

18.9

18.4

18.8

23.9

21.4

16.7

6.7

46.7

22.7

21.5

22.3

23.2

27.0

11.9

5.3

21.6

16.0

39.2

37.1

23.4

23.9

18.3

29.3

8.0

11.1

22.7

21.5

6.3

15.9

20.7

22.2

33.3

6.7

16.0

20.3

18.1

15.4

21.5

24.6

31.6

18.8

18.5

6.2

5.7

22.2

24.8

20.2

14.6

17.3

44.4

18.2

20.6

31.3

12.4

6.4

11.1

20.0

6.7

12.0

8.1

7.1

6.3

8.0

18.6

21.1

8.4

12.6

7.2

2.9

6.0

5.5

18.3

9.8

9.3

18.5

9.0

9.6

12.5

6.9

5.4

5.6

6.7

6.7

2.7

4.7

8.2

7.1

6.0

4.2

10.5

4.4

6.7

6.2

5.7

8.4

3.7

8.3

4.9

10.7

3.7

5.5

7.9

12.5

0.8

1.0

5.6

20.0

1.2

0.7

0.8

1.0

3.4

15.8

0.7

0.8

2.9

2.8

5.3

11.1

1.0

0.9

18.8

市の広報誌

やホームペー

ジ、ＳＮＳ等で

人権・部落差

別問題の

啓発を繰り

返し行う

啓発ポス

ターなどを

公共施設や

市民の出入

りの多い場

所に常時

掲示する

新聞やマス

メディアに

よる宣伝や

呼びかけ、

広告などを

増やす

ケーブルテ

レビを活用

し、人権・

部落差別問

題の啓発を

行う

市民も参加

する街頭啓

発活動、

講演会、

研修会、セ

ミナーを定

期的に行う わからない

特に

必要ない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、女性より男性のほうが「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題

の啓発を繰り返し行う」「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、セミナーを定期的に行う」

の回答割合が高い。また、「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「啓発ポスターなどを

公共施設や市民の出入りの多い場所に常時掲示する」「ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問

題の啓発を行う」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、５０歳代は、「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発を

繰り返し行う」の回答割合が高い。また１０歳代は、「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、

セミナーを定期的に行う」「啓発ポスターなどを公共施設や市民の出入りの多い場所に常時掲示す

る」の回答割合が特に高い。７０歳代以上は「わからない」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」は、「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問

題の啓発を繰り返し行う」の回答割合が最も高く、次いで「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、

研修会、セミナーを定期的に行う」の回答割合が高い。また、「自営業」「教職員」は、「啓発ポスター

などを公共施設や市民の出入りの多い場所に常時掲示する」の回答割合が高い。「教職員」「福祉

関係者」は、「新聞やマスメディアによる宣伝や呼びかけ、広告などを増やす」の回答割合が高い。

「家事専業」「その他」は、「ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問題の啓発を行う」の回答割合

が高い。「教職員」「学生」は、「市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、セミナー等を定期

的に行う」の回答割合が高い。 

 

●地域別でみると、臼杵地域は野津地域よりも「市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差

別問題の啓発を繰り返し行う」の回答割合が高い。  
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９.これからのあなたの取組について 

（１）人権・部落差別問題の学習意向について 

 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「機会があれば学びたい」 ５２．２％ 

2．「あまり学ぶ気持ちはない」 ３３．１％ 

3．「全く学ぶ気持ちはない」  ７．２％ 

4．「もっと学びたい」    ５．６％ 

 

「機会があれば学びたい」との回答が５２．２％と大きく占めており、「もっと学びたい」の５．６％と合

わせて約６割が学ぶ意欲があることがわかった。一方で、「学ぶ気持ちはない」も４割を占めている。  

人権・部落差別問題の学習意向 人数(人) 構成比(％)

もっと学びたい 68 5.6

機会があれば学びたい 632 52.2

あまり学ぶ気持ちはない 400 33.1

全く学ぶ気持ちはない 87 7.2

不明 23 1.9

全体 1,210 100.0

もっと学びたい

68

5.6%

機会があれば学びたい

632

52.2%

あまり学ぶ気持ちはない

400

33.1%

全く学ぶ気持ちはない

87

7.2%

不明

23

1.9%

【問３０】人権・部落差別問題について今後も学習したいと思いますか。（○は１つ） 

「学びたい」57.8％ 

「学ぶ気持ちはない」40.3％ 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「機会があれば学びたい」が微減。   ●「あまり学ぶ気持ちはない」が微増。 

前回調査 53.7％ → 今回調査 ５２．２％  前回調査 ３１．７％ → 今回調査 ３３．１％ 

前回調査より、「学ぶ気持ちがない」（「あまり学ぶ気持ちはない」+「全く学ぶ気持ちはない」）の回

答割合が増加しているが、大幅な変化はみられない。 

 

  

5.6

4.3

52.2

53.7

33.1

31.7

7.2

6.8

1.9

3.5

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

もっと学びたい

機会があれば

学びたい

あまり学ぶ気持ちは

ない

全く学ぶ気持ちは

ない 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】 

 

5.9

5.2

16.7

13.3

5.3

9.3

7.4

6.7

1.5

5.3

3.7

4.2

16.5

40.0

4.8

3.7

0.9

9.8

5.8

5.3

43.9

60.0

38.9

6.7

53.3

56.7

58.7

61.7

55.9

46.0

24.6

5.3

54.1

52.1

66.0

54.3

61.7

52.3

33.0

56.1

44.0

7.4

54.3

46.5

6.3

38.6

29.2

33.3

13.3

33.3

30.0

26.7

24.8

30.3

42.5

56.8

26.3

34.8

32.8

16.5

28.7

39.4

51.4

31.7

34.7

33.3

32.0

39.0

12.5

10.6

4.3

11.1

13.3

8.0

4.7

5.3

4.7

9.0

16.1

15.8

6.7

10.9

1.0

5.7

4.2

2.8

12.8

2.4

14.7

22.2

6.6

8.8

18.8

1.0

1.2

66.7

0.6

0.7

2.4

1.0

2.5

47.4

0.7

0.6

1.8

1.8

6.7

37.0

1.2

0.4

62.5

もっと学びたい

機会があれば

学びたい

あまり学ぶ気持ちは

ない

全く学ぶ気持ちは

ない 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、女性は男性より「機会があれば学びたい」の回答割合が高く、男性は女性よりも「あ

まり学ぶ気持ちはない」「全く学ぶ気持ちはない」の回答割合が高い。「性別を答えるのに抵抗があ

る」と回答した人は、「もっと学びたい」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、１０歳代、３０歳代、４０歳代は、「学びたい」（「もっと学びたい」+「機会があれば学

びたい」）の回答割合が高い。特に１０歳代は、「もっと学びたい」の回答割合がどの年代よりも高い。

また、５０歳代以上は、年代が上がるにつれて、「学ぶ気持ちはない」（「あまり学ぶ気持ちはない」+

「全く学ぶ気持ちはない」）の回答割合が高くなっている。 

 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」では「学びたい」（「もっと学びたい」＋「機会があれば学びた

い」）の回答割合が特に高く、８～９割を占めている。一方で、「学ぶ気持ちはない」（「あまり学ぶ気

持ちはない」+「全く学ぶ気持ちはない」）の回答割合が高い職業は、「無職」と「その他」である。 

 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域のほうが、「機会があれば学びたい」の回答割合が高い。 
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（２）関心のある人権問題について 

 

(問３０で「１．もっと学びたい」「２．機会があれば学びたい」と回答した７００人に対しての設問) 

 

関心のある人権問題 人数(人) 構成比(％)

障がい者をめぐる問題 300 42.9

インターネットによる人権侵害 268 38.3

女性をめぐる問題 239 34.1

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題 235 33.6

部落差別問題(同和問題） 222 31.7

子どもをめぐる問題 220 31.4

高齢者をめぐる問題 162 23.1

外国人をめぐる問題 139 19.9

犯罪被害者やその家族をめぐる問題 127 18.1

疾病をめぐる問題（HIV感染、ハンセン病、
新型コロナウイルス感染症等）

111 15.9

災害に伴う人権問題（避難生活でのプライバシーの問題や
風評被害等）

100 14.3

アイヌ民族の問題 54 7.7

特にない 14 2.0

その他 12 1.7

不明 4 0.6

累計(n) 累計(%)

2,207 315.3

【問３１】問３０で「１. もっと学びたい」「２. 機会があれば学びたい」と答えた方にお尋ねします。あなた 

が関心を持ち、学習したいと思っていることは何ですか。（○はいくつでも） 



 

158 

 

 

【結果概要】 

「障がい者をめぐる問題」が最も高く４２．９％、次いで「インターネットによる人権侵害」(３８．３％)

「女性をめぐる問題」(３４．１％)、「性的少数者(ＬＧＢＴ等)をめぐる問題」(３３．６％)、「部落差別問題

(同和問題)」(３１．７％)の順で回答割合が高い。  

0.6

1.7

2.0

7.7

14.3

15.9

18.1

19.9

23.1

31.4

31.7

33.6

34.1

38.3

42.9

不明

その他

特にない

アイヌ民族の問題

災害に伴う人権問題

（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等）

疾病をめぐる問題

（HIV感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等）

犯罪被害者やその家族をめぐる問題

外国人をめぐる問題

高齢者をめぐる問題

子どもをめぐる問題

部落差別問題（同和問題）

性的少数者（LGBT等）をめぐる問題

女性をめぐる問題

インターネットによる人権侵害

障がい者をめぐる問題

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

（単位：％）
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＜前回調査との比較＞ 

 

 

●「女性をめぐる問題」「外国人をめぐる問題」「性的少数者(LGBT 等)をめぐる問題」は、前回調査よ

り高い結果となった。 

（１）女性をめぐる問題 

 前回調査 ２６．６％ → 今回調査 ３４．１％ 

（２）外国人をめぐる問題    

 前回調査 １５．１％ →  今回調査 １９．９％ 

（３）性的少数者（LGBT等)をめぐる問題 

 前回調査 ２１．４％ → 今回調査 ３３．６％ 

 

●「高齢者をめぐる問題」「子どもをめぐる問題」「部落差別問題(同和問題)」は前回調査より低い結果

となった。 

（１）高齢者をめぐる問題 

 前回調査 ２８．３％ → 今回調査 ２３．１％ 

（２）子どもをめぐる問題 

 前回調査 ３５．２％ → 今回調査 ３１．４％ 

（３）部落差別問題(同和問題)をめぐる問題    

 前回調査 ３６．２％ → 今回調査 ３１．７％ 

「部落差別問題(同和問題)」は、前回調査よりも回答割合が減少している。「性的少数者(ＬＧＢＴ

等)をめぐる問題」が、前回調査よりも１２．２％増加している。 

34.1

26.6

23.1

28.3

31.4

35.2

42.9

43.8

31.7

36.2

19.9

15.1

15.9

15.6

33.6

21.4

18.1

20.5

38.3

39.9

7.7

6.8

14.3

13.6

2.0

2.2

1.7

0.7

0.6

1.3

凡例

R６調査

(n=700)

R元調査

(n=674)

女性をめ

ぐる

問題

高齢者を

めぐる問題

子どもをめ

ぐる

問題

障がい者

をめぐる問

題

部落差別

問題（同和

問題）

外国人を

めぐる問題

疾病をめ

ぐる問題

（HIV感染、

ハンセン病、

新型コロナ

ウイルス感

染症等）

性的少数

者（LGBT

等）をめぐ

る問題

犯罪被害

者やその

家族をめ

ぐる問題

インター

ネットによ

る人権侵

害

アイヌ民族

の

問題

災害に伴う

人権問題

（避難生活

でのプライ

バシーの問

題や風評

被害等） 特にない その他 不明

（単位：％）
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【属性別にみた集計】（表の項目が多いため、2段で掲載している。） 

 

 

●性別でみると、女性は男性より「女性をめぐる問題」「高齢者をめぐる問題」「子どもをめぐる問題」「障がい者を

めぐる問題」「性的少数者(ＬＧＢＴ等)をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の回答割合が高い。 

●年代別でみると、１０歳代は様々な人権問題に対し学びたいと回答した人が多く、３０歳代は「女性をめぐる問

題」「子どもをめぐる問題」「障がい者をめぐる問題」の回答割合が高い。４０歳代は「性的少数者(ＬＧＢＴ等)を

めぐる問題」「犯罪被害者やその家族をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」を回答した割合が高い。

６０歳代は「高齢者をめぐる問題」の回答割合が高い。 

●職業別でみると、「官公庁」「教職員」「福祉関係者」は、様々な問題に関心があることがわかる。また、「学生」は、

「女性をめぐる問題」「性的少数者(ＬＧＢＴ等)をめぐる問題」「インターネットによる人権侵害」の回答割合が高

い。  

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

1,210 100.0 239 19.8 162 13.4 220 18.2 300 24.8 222 18.3 139 11.5 111 9.2

男性 510 100.0 50 9.8 49 9.6 69 13.5 106 20.8 96 18.8 71 13.9 42 8.2

女性 667 100.0 184 27.6 109 16.3 146 21.9 188 28.2 122 18.3 64 9.6 67 10.0

性別を答えることに抵抗がある 18 100.0 5 27.8 4 22.2 5 27.8 6 33.3 4 22.2 3 16.7 2 11.1

不明 15 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 6.7 0 0.0

10歳代 15 100.0 6 40.0 3 20.0 4 26.7 5 33.3 5 33.3 2 13.3 3 20.0

20歳代 150 100.0 33 22.0 18 12.0 25 16.7 39 26.0 26 17.3 21 14.0 17 11.3

30歳代 172 100.0 47 27.3 26 15.1 56 32.6 54 31.4 36 20.9 24 14.0 19 11.0

40歳代 282 100.0 63 22.3 30 10.6 61 21.6 81 28.7 65 23.0 41 14.5 29 10.3

50歳代 254 100.0 57 22.4 37 14.6 46 18.1 60 23.6 57 22.4 28 11.0 26 10.2

60歳代 200 100.0 30 15.0 37 18.5 24 12.0 49 24.5 26 13.0 19 9.5 12 6.0

70歳代以上 118 100.0 2 1.7 11 9.3 4 3.4 10 8.5 6 5.1 4 3.4 5 4.2

不明 19 100.0 1 5.3 0 0.0 0 0.0 2 10.5 1 5.3 0 0.0 0 0.0

会社員 431 100.0 82 19.0 46 10.7 71 16.5 97 22.5 81 18.8 39 9.0 30 7.0

自営業 119 100.0 18 15.1 13 10.9 20 16.8 31 26.1 17 14.3 14 11.8 7 5.9

官公庁 97 100.0 17 17.5 11 11.3 23 23.7 30 30.9 27 27.8 19 19.6 11 11.3

教職員 35 100.0 16 45.7 13 37.1 18 51.4 18 51.4 23 65.7 10 28.6 7 20.0

福祉関係者 167 100.0 45 26.9 35 21.0 41 24.6 52 31.1 31 18.6 24 14.4 26 15.6

家事専業 109 100.0 28 25.7 19 17.4 22 20.2 28 25.7 19 17.4 11 10.1 11 10.1

無職 109 100.0 6 5.5 12 11.0 8 7.3 18 16.5 9 8.3 13 11.9 10 9.2

学生 41 100.0 16 39.0 7 17.1 9 22.0 10 24.4 8 19.5 6 14.6 4 9.8

その他 75 100.0 11 14.7 6 8.0 8 10.7 15 20.0 7 9.3 3 4.0 5 6.7

不明 27 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 966 100.0 200 20.7 134 13.9 189 19.6 251 26.0 184 19.0 114 11.8 89 9.2

野津地域 228 100.0 39 17.1 28 12.3 31 13.6 48 21.1 38 16.7 25 11.0 22 9.6

不明 16 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 6.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

地
域
別

部落差別問題
（同和問題）

外国人をめぐる
問題

疾病をめぐる問題
（HIV感染、ハンセ
ン病、新型コロナウ
イルス感染症等）

性
別

年
代
別

職
業
別

合計
女性をめぐる

問題
高齢者をめぐる

問題
子どもをめぐる

問題
障がい者をめぐる

問題

実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％ 実数(人) ％

235 19.4 127 10.5 268 22.1 54 4.5 100 8.3 14 1.2 12 1.0 4 0.3

男性 82 16.1 56 11.0 96 18.8 20 3.9 31 6.1 5 1.0 3 0.6 2 0.4

女性 147 22.0 67 10.0 165 24.7 31 4.6 68 10.2 9 1.3 8 1.2 2 0.3

性別を答えることに抵抗がある 5 27.8 4 22.2 7 38.9 2 11.1 1 5.6 0 0.0 1 5.6 0 0.0

不明 1 6.7 0 0.0 0 0.0 1 6.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10歳代 5 33.3 1 6.7 4 26.7 2 13.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

20歳代 35 23.3 10 6.7 31 20.7 6 4.0 16 10.7 5 3.3 1 0.7 0 0.0

30歳代 43 25.0 20 11.6 45 26.2 15 8.7 13 7.6 2 1.2 3 1.7 0 0.0

40歳代 84 29.8 44 15.6 76 27.0 17 6.0 24 8.5 3 1.1 2 0.7 1 0.4

50歳代 51 20.1 30 11.8 65 25.6 8 3.1 25 9.8 2 0.8 3 1.2 0 0.0

60歳代 14 7.0 14 7.0 38 19.0 6 3.0 18 9.0 1 0.5 3 1.5 2 1.0

70歳代以上 3 2.5 7 5.9 8 6.8 0 0.0 4 3.4 1 0.8 0 0.0 1 0.8

不明 0 0.0 1 5.3 1 5.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

会社員 88 20.4 40 9.3 101 23.4 15 3.5 29 6.7 4 0.9 1 0.2 1 0.2

自営業 19 16.0 15 12.6 23 19.3 4 3.4 6 5.0 1 0.8 0 0.0 2 1.7

官公庁 25 25.8 14 14.4 32 33.0 6 6.2 8 8.2 2 2.1 1 1.0 0 0.0

教職員 19 54.3 11 31.4 16 45.7 6 17.1 8 22.9 0 0.0 2 5.7 0 0.0

福祉関係者 38 22.8 19 11.4 41 24.6 12 7.2 21 12.6 5 3.0 1 0.6 0 0.0

家事専業 18 16.5 10 9.2 20 18.3 2 1.8 13 11.9 1 0.9 2 1.8 0 0.0

無職 6 5.5 11 10.1 11 10.1 4 3.7 6 5.5 0 0.0 2 1.8 0 0.0

学生 12 29.3 2 4.9 11 26.8 2 4.9 3 7.3 1 2.4 1 2.4 0 0.0

その他 10 13.3 5 6.7 12 16.0 3 4.0 5 6.7 0 0.0 2 2.7 1 1.3

不明 0 0.0 0 0.0 1 3.7 0 0.0 1 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0

臼杵地域 206 21.3 107 11.1 226 23.4 43 4.5 84 8.7 10 1.0 8 0.8 4 0.4

野津地域 29 12.7 20 8.8 42 18.4 11 4.8 16 7.0 4 1.8 4 1.8 0 0.0

不明 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

地
域
別

特にない その他 不明

性
別

年
代
別

職
業
別

性的少数者（LGBT
等）をめぐる問題

犯罪被害者やその
家族をめぐる問題

インターネットによ
る人権侵害

アイヌ民族の
問題

災害に伴う人権問
題（避難生活でのプ
ライバシーの問題や

風評被害等）
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（３）人権・部落差別問題の早期解決のためにできることについて 

 

 

 

【結果概要】（回答割合の高い順） 

1．「意識的に努力しようとは思わないが自分が差別するようなことはしない」 ５８．２％ 

2．「自分もできる限り問題の解決に努力する」        １７．８％ 

3．「わからない」               ９．８％ 

4．「自分や周囲の人だけではどうにもできない問題で、成り行きにまかせる」    ５．２％ 

5．「差別のしくみは社会の現実でなくならないことなので、どうしようもない」  ４．２％ 

「意識的に努力しようとは思わないが自分が差別するようなことはしない」との回答が約６割を占

めている。 

人権・部落差別問題の早期解決のためにできること 人数(人) 構成比(％)

自分もできる限り問題の解決に努力する 215 17.8

意識的に努力しようとは思わないが
自分が差別するようなことはしない

704 58.2

自分や周囲の人だけではどうにもできない問題で、
成り行きにまかせる

63 5.2

差別のしくみは社会の現実でなくならないことなので、
どうしようもない

51 4.2

わからない 119 9.8

その他 25 2.1

不明 33 2.7

全体 1,210 100.0

自分もできる限り問題

の解決に努力する

215

17.8%

意識的に努力しようと

は思わないが自分が

差別するようなことは

しない

704

58.2%

自分や周囲の人だけでは

どうにもできない問題

で、成り行きにまかせる

63

5.2%

差別のしくみは社会の現

実でなくならないことな

ので、どうしようもない

51

4.2%

わからない

119

9.8%

その他

25

2.1%

不明

33

2.7%

【問３２】人権・部落差別問題の早期解決をはかるため、あなた自身はどのようなことができると思い

ますか。（○は１つ） 
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＜前回調査との比較＞ 

 

●「自分もできる限り問題の解決に努力する」が増加。    

前回調査 １４．１％ → 今回調査 １７．８％   

 

前回調査よりも、「自分もできる限り問題の解決に努力する」と回答した人の割合が高い。  

17.8

14.1

58.2

58.7

5.2

3.5

4.2

3.8

9.8

11.4

2.1

2.2

2.7

6.3

凡例

R６調査

(n=1,210)

R元調査

(n=1,162)

自分もできる限

り問題の解決に

努力する

意識的に努力し

ようとは思わな

いが自分が差別

するようなこと

はしない

自分や周囲の人

だけではどうに

もできない問題

で、成り行きに

まかせる

差別のしくみは

社会の現実でな

くならないこと

なので、どうし

ようもない わからない その他 不明

（単位：％）



 

163 

 

【属性別にみた集計】 

 
 

16.7

18.6

27.8

6.7

20.0

20.7

23.8

21.6

19.7

11.0

4.2

10.5

15.1

15.1

43.3

54.3

17.4

11.0

7.3

24.4

12.0

11.1

18.3

15.8

12.5

59.0

59.7

11.1

20.0

53.3

60.0

51.7

57.1

62.2

62.0

61.9

5.3

61.7

63.0

43.3

45.7

59.9

63.3

63.3

61.0

48.0

22.2

59.7

54.8

12.5

6.3

4.5

5.6

6.0

5.8

2.5

6.3

8.5

3.4

5.8

3.4

3.1

4.2

6.4

7.3

4.9

8.0

3.7

5.0

6.6

5.1

3.6

5.6

6.7

6.7

3.5

4.6

0.8

4.0

9.3

3.7

5.9

3.1

4.2

2.8

7.3

2.4

6.7

3.7

4.0

5.3

8.4

10.2

44.4

20.0

5.3

11.6

11.0

7.9

7.0

15.3

26.3

10.9

10.1

4.1

9.0

10.1

8.3

7.3

17.3

18.5

9.3

12.3

6.3

2.5

1.5

5.6

6.7

0.7

2.3

2.5

0.4

3.5

2.5

10.5

1.4

2.5

2.1

3.0

1.8

2.8

2.7

7.4

2.0

2.2

6.3

2.0

1.9

66.7

0.7

1.2

0.7

2.8

4.0

3.4

47.4

1.4

1.0

2.4

4.6

3.7

5.3

33.3

1.7

3.1

62.5

自分もできる限

り問題の解決に

努力する

意識的に努力しよ

うとは思わないが

自分が差別するよ

うなことはしない

自分や周囲の人だ

けではどうにもで

きない問題で、成り

行きにまかせる

差別のしくみは社

会の現実でなくな

らないことなので、

どうしようもない わからない その他 不明

（単位：％）

凡例

男性(n=510)

女性(n=667)

性別を答えることに抵抗がある

(n=18)

10歳代(n=15)

20歳代(n=150)

30歳代(n=172)

40歳代(n=282)

50歳代(n=254)

60歳代(n=200)

70歳代以上(n=118)

会社員(n=431)

自営業(n=119)

官公庁(n=97)

教職員(n=35)

福祉関係者(n=167)

家事専業(n=109)

無職(n=109)

学生(n=41)

その他(n=75)

臼杵地域(n=966)

野津地域(n=228)

性

別

年

代

別

職

業

別

地

域

別
不明(n=16)

不明(n=27)

不明(n=１５)

不明(n=１９)
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●性別でみると、「性別を答えることに抵抗がある」と回答した人は、「自分もできる限り問題の解決に

努力する」「わからない」の回答割合が高い。 

 

●年代別でみると、３０歳代が「自分もできる限り問題の解決に努力する」の回答割合が最も高い。２０

歳代と５０歳代以上の６割が、「意識的に努力しようとは思わないが自分が差別するようなことはしな

い」と回答している。１０歳代と７０歳代以上は「わからない」の回答割合が高い。 

 

●職業別でみると、「教職員」の約５割、「官公庁」の約４割、「学生」の約２割が、「自分もできる限り問

題の解決に努力する」と回答している。 

 

●地域別でみると、野津地域よりも臼杵地域のほうが、「自分もできる限り問題の解決に努力する」

「意識的に努力しようとは思わないが自分が差別するようなことはしない」の回答割合が高い。  
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資料 
 

臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例 

平成１７年１月１日 

条例第１２０号 

改正 平成３１年３月１９日条例第４号 

（目的） 

第１条 この条例は、全ての国民に基本的人権の享有を保障し、法の下の平等を定める日本国憲法及び部

落差別の解消の推進に関する法律（平成２８年法律第１０９号）の理念並びに同和対策審議会答申の精

神にのっとり、部落差別の解消及び人権擁護に関し、市及び市民の責務、相談体制の充実、その他市の

施策等について定めることにより、部落差別の解消の推進及び人権擁護を図り、もって平和な明るい地

域社会の実現に寄与することを目的とする。 

（市の責務） 

第２条 市は、部落差別の解消のために必要な環境改善対策に関する事業を迅速かつ計画的に実現させる

とともに、就労対策、産業の振興、教育対策、啓発活動及び人権擁護に関する施策を積極的に推進する

ものとする。この場合においては、住民の自主性を尊重し、自立向上の意欲を助長するよう配慮しなけ

ればならない。 

２ 市は、前項の施策を推進するため、総合的な計画を策定する。 

（市民の責務） 

第３条 市民は、部落差別及び人権侵害に関する行為をしてはならない。 

２ 市民は、相互に基本的人権を尊重し、国又は地方公共団体が実施する部落差別の解消及び人権擁護に

関する施策に協力するように努めなければならない。 

（相談体制の充実） 

第４条 市は、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、部落差別をはじめ、あらゆる差別に関する相談に

的確に応じるため、相談体制の充実に努めるものとする。 

（教育及び啓発） 

第５条 市は、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、部落差別をはじめ、あらゆる差別をなくすために

必要な教育及び啓発活動を行うものとする。 

（実態調査等） 

第６条 市は、第２条の施策の策定及び推進に反映させるため、５年ごとに必要な実態調査等を行う。 

（行政組織の整備） 

第７条 市は、部落差別の解消及び人権擁護に関する施策を推進するため、行政組織の整備に努める。 

（審議会） 

第８条 市は、部落差別の解消及び人権擁護に必要な施策の策定及び推進に関する重要事項を調査及び審

議するため、臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する審議会（以下「審議会」という。）を置

く。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成１７年１月１日から施行する。 

附 則（平成３１年３月１９日条例第４号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、改正前の臼杵市部落差別撤廃・人権擁護に関する条例の規定によ

りなされた計画の策定、審議、手続その他の行為は、それぞれ改正後の臼杵市部落差別の解消の推進及

び人権擁護に関する条例の相当規定によりなされたものとみなす。  
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調査票 

     
 
 
 

【市 民 の 皆 様 へ】 

 

平素から、臼杵市政の推進につきまして、ご協力を頂き厚くお礼申し上げます。 

臼杵市では、市民の皆様の人権を守り「あらゆる差別の解消にむけて、互いの人権を大切にする、心

豊かなまちづくり」をめざし、これまで様々な取り組みを行っております。 

この度、「臼杵市部落差別の解消の推進及び人権擁護に関する条例」にもとづき、部落差別問題（同和

問題）をはじめとする人権問題についての意識や実態を把握し、今後の人権行政の基礎資料として教育

啓発・人権擁護に関する施策に反映させるため、５年に１度の市民意識調査を実施致します。 

調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきますよう 

よろしくお願い申し上げます。 

２０２４年（令和６年）８月 

 

臼杵市長 

 

 

 

 

人権・部落差別問題に関する 

市民意識調査にご協力をお願いします 

８月３１日（土）までに、同封の返信用封筒で本調査票を

郵便ポストに投函、または、インターネットでご回答ください。 

臼杵市役所（臼杵庁舎）部落差別解消推進・人権啓発課 

部落差別解消推進・人権啓発・男女共同参画グループ 

電話番号：0972-63-1111（内 5600）FAX：0972-63-1464 
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アンケートについて  

・臼杵市在住の１８歳以上の方、２，５００人（無作為抽出）を対象としています。 

・無記名式ですので、個人情報や回答内容を特定されることはありません。 

・ご回答いただいた内容は、調査目的以外に使用せず、責任を持って処分します。 

 

回答方法について(以下のどちらかの方法で、ご回答をお願いします)  

 

①インターネット（パソコン・スマートフォン）で回答いただく場合 

・下記の URL を入力、もしくは右の二次元コードを読み取って、 

回答サイトにアクセスしてください。 

URL：https://logoform.jp/form/iLiF/658819 

 

・表示された質問に沿って、回答してください。 

 

・２０２４年（令和６年） ８月３１日（土）までに回答を送信 してください。 

（インターネットでご回答いただいた方は、本冊子の返送は不要です） 

 

②本冊子で回答いただく場合 

・質問のご回答は、 番号（数字）に〇 をつけてください。 

・この用紙を同封の 返信用封筒（切手不要） に入れます。 

・２０２４年（令和６年） ８月３１日(土)までに郵便ポストに投函 してください。 
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１．人権全般について  

問１．今の日本は、人権が尊重されている社会だと思いますか。（○は１つ） 

1.  よく尊重されていると思う 

３.  あまり尊重されていないと思う          

2.  多少は尊重されていると思う 

4.  全く尊重されていないと思う

 

問２．日本にはいろいろな風習がありますが、(1)と(2)の風習について、 

あなたはどのようにお考えですか。（それぞれ 1～4 のいずれか 1 つに〇） 

 

問３．あなたは人権問題に関心を持っていますか。（○は 1 つ） 

1.  非常に関心がある               2.  多少は関心がある 

3.  あまり関心がない               4.  全く関心がない 

風習 当然のことだ 

当然とは 
思わないが 
世間の手前 
仕方がない 

当然とは 
思わないし 
世間を気に 
すべきではない 

わからない 

(1)大安の日に 

結婚式を行う 
1 2 ３ ４ 

(2)友引の日に 

葬式を避ける 
１ ２ ３ ４ 
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問 4．あなたが人権問題として最初に思い浮かべるものは何ですか。(○は 1 つ) 

1. 女性をめぐる問題 

2. 高齢者をめぐる問題 

3. 子どもをめぐる問題 

4. 障がい者をめぐる問題 

5. 部落差別問題（同和問題） 

6. 外国人をめぐる問題 

7. 疾病をめぐる問題（ＨＩＶ感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等） 

8. 性的少数者（ＬＧＢＴ等）をめぐる問題 

9. 犯罪被害者やその家族をめぐる問題 

10. インターネットによる人権侵害 

11. アイヌ民族の問題 

12. 災害に伴う人権問題（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等） 

13. 特にない 

14. その他（具体的に：                                          ） 

 

部落差別問題とは 

日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差別により、日本国民の一部の人々が、 

現在に至るまで様々な差別を受けている日本固有の人権問題です。 

現在でも、被差別部落出身であることや、そこに住んでいることを理由に結婚を反対 

されたり、インターネット上に心無い誹謗中傷が書き込まれるなどの差別があります。 

（出典：令和２年２月改訂 大分県「部落差別問題 正しく知って、伝えていこう」） 

 

性的少数者（ＬＧＢＴ等）とは 

同性愛者や両性愛者、心の性と体の性が一致しない人などを指し、性的マイノリティ 

とも言います。(出典：令和３年６月改定 大分県「性の多様性に関する職員ハンドブ 

ック～性的少数者への理解を深めるために～」) 
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問 5．あなたは、住宅を購入する、アパートを借りるなど不動産を選ぶ際に、価格や

立地条件などが希望に沿っていても、下記の条件(1)～(7)により、避けるこ

とがあると思いますか。（それぞれ 1～5 のいずれか１つに〇） 

 

  

条件 

避 け る と
思う 

ど ち ら か
と いえ ば
避 け る と
思う 

ど ち ら か
と いえ ば
避けない
と思う 

避けない
と思う 

わから 
ない 

(1)被差別部落（同和地区）の 

区域内である 
1 2 3 4 5 

(2)小学校区が被差別部落（同和 

地区）と同じ区域になる 
1 2 3 4 5 

(3)近隣に低所得者など、生活が 

困難な人が多く住んでいる 
1 2 3 4 5 

(4)近隣に外国籍住民が多く 

住んでいる 
1 2 3 4 5 

(5)近隣に精神科病院や障がいの 

ある人の施設がある 
1 2 3 4 5 

(6)近隣に老人ホームなどの高齢 

者施設がある 
1 2 3 4 5 

(7)近隣に保育所(園)、認定こど 

も園、幼稚園がある 
1 2 3 4 5 
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２．人権問題学習について  

問 6．あなたは小学校・中学校で、人権問題についての学習を受けましたか。 

(○は１つ) 

1.  学習を受けた          

2.  学習を受けていない   3.  覚えていない 

 

問 7．問６で「1. 学習を受けた」を選んだ方にお尋ねします。どのような人権問題

についての学習を受けましたか。（○はいくつでも） 

1. 女性をめぐる問題 

2. 高齢者をめぐる問題 

3. 子どもをめぐる問題 

4. 障がい者をめぐる問題 

5. 部落差別問題（同和問題） 

6. 外国人をめぐる問題 

7. 疾病をめぐる問題（ＨＩＶ感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等） 

8. 性的少数者(ＬＧＢＴ等)をめぐる問題 

9. 犯罪被害者やその家族をめぐる問題 

10. インターネットによる人権侵害 

11. アイヌ民族の問題 

12. 災害に伴う人権問題（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等） 

13. 特にない 

14. その他（具体的に：                                          ） 

 

３．人権侵害の経験について  

問 8．あなたは、これまでに自分が差別されたり、人権を侵害された

と思ったことがありますか。（○は１つ） 

 

１. ある      ２. ない      

 

  

問８へ進んでください 

 

 

問 11 へ進んでください 
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問 9．問 8 で「1. ある」と回答された方にお尋ねします。それは、どういった性質

のものですか。直近の時期に起こったことを、差し支えのない範囲でお答え

ください。（○は 3 つまで） 

1. あらぬ噂（うわさ）、他人からの悪口、かげ口 

2. 名誉・信用の毀損（きそん）、侮辱（ぶじょく） 

3. 警察官等の公務員からの不当な取扱い 

4. 暴力、強迫、強要 

（社会的地位、慣習、脅迫等により、本来しなくてもいいことを無理矢理させられ 

たり権利の行使を妨害された） 

5. 悪臭・騒音等の公害 

6. 差別待遇 

（人種・信条・性別・社会的身分等により、就職や結婚等の社会生活の上で不平等 

または不利益な取扱いをされた） 

7. 地域社会での嫌がらせ 

8. 学校でのいじめ 

9. 職場での嫌がらせ 

10. 使用者による時間外労働の強制等の不当な待遇 

11. 病院や社会福祉施設等での施設職員からの不当な取扱い 

12. プライバシーの侵害 

13. セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

14. パワー・ハラスメント（職場内で、指導を超えて相手に苦痛を与えること） 

15. カスタマー・ハラスメント 

（顧客等からの暴行、脅迫、ひどい暴言、不当な要求などの著しい迷惑行為） 

16. 児童虐待 

17. ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーからの暴力）              

18. ストーカー行為 

19. なんとなく差別されているような感じ 

20. 答えたくない 

21. その他（具体的に：                                           ） 

 

問 10．引き続き、問８で「1. ある」を選んだ方にお尋ねします。そのとき、あなた

はどうしましたか。（○は１つ） 

 

1. 相手に抗議した 

2. 身近な人に相談した 

3. 相談機関（法務局、人権擁護委員、県や市役所の担当課、NPO 等の民間団体、 

警察署、弁護士等）に相談した 

4. 抗議も相談もしなかった 

5. その他(具体的に：                                          ) 
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４．インターネットと人権について  

問 11．インターネットによる人権侵害の問題として、現在、特に問題となっている

のはどのようなことだと思いますか。（○はいくつでも） 

 

１. インターネット上に、誰かを傷つけるような言葉・表現を掲載すること 

２. 一部の交流サイト・交流アプリなどが犯罪を誘発する場となっていること 

３. 不適切な画像や動画（わいせつ・いたずらなど）を掲載すること 

４. 個人のプライバシーに関する情報が、インターネット上に流出すること 

５. 捜査対象となっている未成年者の、実名や顔写真を掲載すること 

６. わからない 

７. その他（具体的に：                                          ） 

 

問 12．インターネットによる人権侵害を防ぐためには、どのような取組が必要だ

と思いますか。（○は１つ） 

 

１. 被害を受けた人のために、相談体制を充実する 

２. インターネットの正しい利用についての教育・啓発を行う 

３. 違法な情報発信者に対する、監視・取り締まりを強化する 

４. プロバイダ（インターネットの提供者）に対し情報の停止・削除を求める 

５. わからない 

６. その他（具体的に：                                          ） 

 

５．部落差別問題（同和問題）について  

問 13．あなたは日本の社会に「部落差別問題（同和問題）」と呼ばれる差別や人権

侵害があることを知っていますか。（○は１つ） 

１.  知っている    ２. 知らない        

 

 

問 14．問 13 で「1. 知っている」とお答えした方にお尋ねします。あなたが部落差

別問題（同和問題）を知ったのはいつ頃ですか。（○は 1 つ） 

 

1. 小学生の頃     2. 中学生の頃          3. 高校生の頃 

4. 大学生の頃     5. 社会人になってから     6. 覚えていない    

7. その他（具体的に：                                          ） 

 

 

  

問 16 へ進んでください 
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問 15．問 13 で「1. 知っている」とお答えした方にお尋ねします。あなたが部落差

別問題（同和問題）について知ったきっかけは何ですか。 (○は 1 つ) 

 

1. 家族（父母、兄弟、祖父母など）から聞いた 

2. 親戚の人から聞いた 

3. 近所の人から聞いた 

4. 職場の人から聞いた 

5. 学校の友達から聞いた 

6. 学校の授業で習った 

7. テレビ･ラジオ･新聞･本等で知った 

8. インターネットで知った 

9. 部落差別問題（同和問題）の講演会や研修会で知った 

10. 県や市町村の、広報紙やパンフレット等で知った 

11. ケーブルテレビでの啓発映画、啓発アニメ等で知った 

12. 部落差別問題（同和問題）は知っているがきっかけは覚えていない 

13. その他（具体的に：                                          ） 

 

問 16．もしも、あなたが日ごろ親しく付き合っている人が、被差別部落（同和地

区）の人であることを知った場合、あなたはどうすると思いますか。 

（○は１つ） 

 

1. これまで同様に付き合っていくと思う 

2. ほどほどに付き合うようになると思う 

3. その時にならないとわからない  

4. 付き合いを避けるようになると思う 

5. 付き合いをやめてしまうと思う 

6. その他（具体的に：                                          ） 

 

問 17．もしも、あなたのお子さんが被差別部落（同和地区）の人と結婚するとした

場合、あなたはどうすると思いますか。お子さんがいない方も、いるものと

仮定してお答えください。（○は１つ） 

 

1. 被差別部落（同和地区）の人かどうかは関係ない、そのことで反対などしない 

2. 個人的には反対だが、子どもの意思が強ければやむをえない 

3. 絶対に反対する 

４. その他（具体的に：                                          ） 
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問 18．もしも、あなたが会社で人を採用する立場にあり、採用試験の成績がよか

ったけれども、その人が被差別部落（同和地区）出身であった場合どうする

と思いますか。(○は１つ) 

 

1. 関係なく採用する    

2. 断りたいが、仕方がなく採用する 

3. なんとか断ろうとする     

4. わからない 

 

問 19．部落差別問題（同和問題）が今日まで残されてきたのは、なぜだと思いま

すか。（○は３つまで） 

 

1. 部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから 

2. インターネット上で差別意識を助長する人がいるから 

3. これまでの教育や啓発が十分でなかったから 

4. 昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから 

5. 地域社会や家庭において話題になるから 

6. 部落差別は、もはや存在しない 

7. わからない 

8. その他（具体的に：                                          ） 

 

問 20．部落差別問題（同和問題）とあなた自身とのかかわりについて、あなたの考

えに近いものはどれですか。（○は１つ） 

 

1. 自分自身の問題として、その解決のために努力したいと思う 

2. 周囲で差別的な発言等があれば、指摘したいと思う 

3. 被差別部落（同和地区）の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う 

4. 自分自身の問題としてとらえられず、部落差別問題（同和問題）の解決には 

消極的だと思う 

5. 自分は差別意識を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う 

6. 部落差別問題（同和問題）は被差別部落（同和地区）の人たちの問題だから 

自分とは関係ない問題だと思う 

7. わからない 

8. その他（具体的に：                                          ） 
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６．身元調査について  

問 21．あなたは、就職や結婚の時に、その相手方などの身元調査をすることにつ

いてどう思いますか。（○は１つ） 

 

1. 絶対にやめるべきだ 

2. やめた方がよい 

3. やむを得ないことだ 

4. 当然必要なことだ 

5. わからない 

 

問 22．あなたは、「登録型本人通知制度」について知っていますか。（○は１つ） 

 

1. 知っていて、すでに登録している 

2. 知っていて、これから登録しようと考えている 

3. 知っているが、登録はしていない 

4. 知らない 

 

 

7．性的少数者(ＬＧＢＴ等)の人権について  

問 23．あなたは、性的少数者(ＬＧＢＴ等)に関することで、現在、どのような人権

問題があると思いますか。（○はいくつでも） 

 

1. 職場や学校、地域等で、誹謗中傷やいじめを受けること 

2. 差別的な言動をされること 

3. 就職・職場で不利な扱いを受けること 

4. アパート等の入居を拒否されること 

5. トランスジェンダーの方がトイレ、更衣室、入浴施設等を安心して利用できないこと 

6. じろじろ見られたり、避けられたりすること 

7. アウティング（自らが望まない情報の暴露）をされること 

8. 特に問題はない 

9. わからない 

10. その他（具体的に：                                     ） 
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問 24．あなたは、下記の(1)、(2)について、性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権は保障

されていると思いますか。（それぞれ 1～5 のいずれか１つに〇） 

 

問 25．身近な人（家族、友人等）から性的少数者（ＬＧＢＴ等）であることを打ち明け

られた場合、あなたはどうしますか。（〇は１つ） 

 

1. 今までどおりつき合う 

2. 本人が生きたいように手助けする 

3. 疎遠になるかもしれない 

4. 隠すようすすめる 

5. つき合いをやめる 

6. その他(具体的に：                                          ) 

 

 

８．行政の取組について  

問 26．あなたは、次にあげる(1)～(4)の法律、条令、計画などをどの程度ご存じ

ですか。（それぞれ 1～4 のいずれか 1 つに〇） 

 保 障 さ れ て

いると思う 

ど ち ら か と

い え ば 保 障

さ れ て い る

ように思う 

ど ち ら か と

い え ば 保 障

さ れ て い な

いと思う 

保 障 さ れ て

い な い と 思

う 

わからない 

(1)法律や制度の
上での保障 1 2 3 4 5 

(2)日常生活での
保障 1 2 3 4 5 

 よく 

知っている 

多少 

知っている 

あまり 

知らなかった 

全く 

知らなかった 

(1)部落差別の解消の推進に関する 

法律 
2016（平成 28 年）12 月施行 

1 2 3 4 

(2)臼杵市部落差別の解消の推進及

び人権擁護に関する条例 

2019（平成 31 年）4 月一部改正施行 

1 2 3 4 

(3)第２次臼杵市人権教育・人権啓発

推進基本計画 

2016 年（平成 28 年）3 月策定 

1 2 3 4 

(4)臼杵市パートナーシップ宣誓制度 

2021 年（令和 3 年）4 月施行 
1 2 3 4 
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問 27．あなたは、臼杵市主催の人権講演会や人権啓発イベント（フェスタ・ザ・じん

けん等）に参加したことがありますか。（○は１つ） 

 

1. 何回も参加した 

2. 1 回～2 回参加した 

3. 知っていたが参加しなかった 

4. 全く知らなかった 

 

 

問 28．問 27 で「1. 何回も参加した」「2. 1 回～2 回参加した」を選んだ方にお

尋ねします。参加された感想や印象はどうでしたか。（○は１つ） 

 

1. 非常によい取組であり、今後もできるだけ参加したいと思う 

2. 人権について学ぶよい機会であり、機会があればまた参加したいと思う 

3. よい取組ではあるが、内容の充実が必要だと思う 

4. 内容が不十分であり、効果は期待できないと思う 

5. その他（具体的に：                                          ） 

 

 

問 29．人権・部落差別問題に関する啓発活動の中でその効果を高めるために臼

杵市はどのようなことに取り組むべきだと思いますか。 

（○は２つまで） 

 

1. 市の広報誌やホームページ、ＳＮＳ等で人権・部落差別問題の啓発を繰り返し行う 

2. 啓発ポスターなどを公共施設や市民の出入りの多い場所に常時掲示する 

3. 新聞やマスメディアによる宣伝や呼びかけ、広告などを増やす 

4. ケーブルテレビを活用し、人権・部落差別問題の啓発を行う 

5. 市民も参加する街頭啓発活動、講演会、研修会、セミナーを定期的に行う 

6. わからない 

7. 特に必要ない 

8. その他（具体的に：                                         ） 

  

3 または 4 のどちらかに〇をつけた方は、 

問 29 へ進んでください。 
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９．これからのあなた（回答者）の取組について  

問 30．人権・部落差別問題について今後も学習したいと思いますか。（○は１つ） 

 

1. もっと学びたい 

2. 機会があれば学びたい 

3. あまり学ぶ気持ちはない 

4. 全く学ぶ気持ちはない 

 

 

問 31．問 30 で「1. もっと学びたい」「2. 機会があれば学びたい」と答えた方に

お尋ねします。あなたが関心を持ち、学習したいと思っていることは何で

すか。（○はいくつでも） 

 

1. 女性をめぐる問題 

2. 高齢者をめぐる問題 

3. 子どもをめぐる問題 

4. 障がい者をめぐる問題 

5. 部落差別問題（同和問題） 

6. 外国人をめぐる問題 

7. 疾病をめぐる問題（ＨＩＶ感染、ハンセン病、新型コロナウイルス感染症等） 

8. 性的少数者（ＬＧＢＴ等）をめぐる問題 

9. 犯罪被害者やその家族をめぐる問題 

10. インターネットによる人権侵害 

11. アイヌ民族の問題 

12. 災害に伴う人権問題（避難生活でのプライバシーの問題や風評被害等） 

13. 特にない 

14. その他（具体的に：                                          ） 

 

問 32．人権・部落差別問題の早期解決をはかるため、あなた自身はどのような

ことができると思いますか。（○は１つ） 

 

1. 自分もできる限り問題の解決に努力する 

2. 意識的に努力しようとは思わないが自分が差別するようなことはしない 

3. 自分や周囲の人だけではどうにもできない問題で、成り行きにまかせる 

4. 差別のしくみは社会の現実でなくならないことなので、どうしようもない 

5. わからない   

6. その他(具体的に：                                          ) 

 

 

3 または 4 のどちらかに〇をつけた方は、 

問 32 へ進んでください。 
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 １０．あなた（回答者）ご自身について  

問 33．あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

 

1. 男性      2. 女性      3. 性別を答えることに抵抗がある 

 

問 34．あなたの年齢を教えてください。（○は１つ） 

 

① １０歳代 ② ２０歳代 ③ ３０歳代 ④ ４０歳代 

⑤ ５０歳代 ⑥ ６０歳代 ⑦ ７０歳以上 

 

問 35．あなたの現在の職業を教えてください。（○は１つ） 

 

1. 民間の企業や団体に勤めている 

2. 自営業（農・林・漁業・商工サービス業等）または、その家族従業員 

3. 官公庁（国、県、市町村の機関に勤務） 

4. 教職員 

5. 福祉・保健・介護・医療関係者 

6. 家事専業（どこにも勤めず、家事や育児などをしている方） 

7. 無職（どこにも勤めず、家事にも従事していない方） 

8. 学生 

9. その他（具体的に：                                          ） 

 

 

問 36．あなたが現在住んでいる地域を教えてください。（○は１つ） 

 

1. 臼杵地域       2. 野津地域 

 

 

 

 

うしろのページもご確認ください。 
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臼杵市への要望、人権問題についての意見・感想などご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにご協力していただき、誠にありがとうございました。 

 

このアンケート用紙で回答された方は、同封の返信用封筒に入れて、ポスト

に投函していただきますようお願いいたします。(※切手不要) 

投函締切：２０２４年（令和６年） 

 

８月３1 日（土） 

 

 



 

 

 


